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Ũ ȅ ǊǱǊǒ¨ 

 

  

Ǣ§ 

この計画の計画期間は、令和８（2026）年度から令和 17（2035）年度の 10年間の計画です。 

世の中の環境の変化や、新たな問題が起こった場合などには、必要に応じて見直しを行います。 

 

Ǯƾǡ Ǜǡ Ǣ§ 

環境基本計画は、守谷市の最上位計画の「第三次

守谷市総合計画」（以下「総合計画」という。）から

導かれる環境面の総合的な計画です。また、守谷市

のまちづくりに関する「守谷市都市計画マスタープ

ラン」や緑豊かなまちづくりに関する「守谷市緑の

基本計画」などとも関連しています。 

ǐǵǐǵÔ ÕǖǙּךǓȀƹÂ§ 

守谷市における環境に関する取組を進めていくために、市民や事業者や市が、環境に対する

共通の意識を持ちながら、それぞれができることを理解した上で、より良い環境を作るために

行動していくための指針のことです。 

そしてまた、環境に関する個別の計画をまとめるのと同時に、幅広く展開される市のさまざ

まな取組について、環境の面から、望ましい方向へ導いていく役割も持っています。 

ǜȆǝǵǡȅ ǞǊǙƷǾǡ§ 

対象地域は、守谷市全域です。 

また、対象とする分野は、「自然環境･生物多様

性」、「生活環境」、「資源循環･廃棄物」、「脱炭素社会･

地球環境」、「環境活動･市民行動」の５分野としま

す。 

Ǟ ǽ ǳ ǢǓǿ§ 

この計画は、市民や事業者など市に関わる全ての

人が取組みます。さらに、市の範囲を超えた取組が

必要になった場合には、国、県、近隣の市などとも

協力しながらこの計画を進めていきます。 
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豊かな自然と人びとが調和し、持続的な発展が可能なまちの実現に向けて、 

＜守谷市が目指す望ましい環境像＞を掲げて、取り組んでいきます。 

 
 

  

＜ 守谷市が目指す望ましい環境像 ＞ 

ƾǝ Ǜ ǝ ǼǊȅ ǫǗǝǃǱǔ¤ǵǽǷ 

ǡ ǚ ǞǝǖǙƷǾǆǛ 

●世界だけでなく日本も年平均気温が観測史上最高と

なり、世界規模で異常気象が発生し、農産物の品質

低下や熱中症のリスクが増加しています。 

●生態系の健全性の回復に向けて、30by30目標の達成

やＯＥＣＭの設定･管理、自然共生サイトを認定する

仕組みの検討が進められています。 

●持続可能な形で資源を効率的･循環的に有効利用す

る循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行を

推進しています。 

Ŧ ƾǚ ǿǾ ȅ Ǟ ǽǗǝǁǱǌ 

Ŧ ǈǿǒ ȅ ǽ  ƾǝ ȅ Ǘ 

 取組１ 緑地や斜面林の保全と活用の推進 

 取組２ 公園や街路樹の整備及び適正管理 

 取組３ 里山の保全と活用 

 取組４ 農地の保全と活用 

ŧ ǡ Ǟ ǽ ǳ 

 取組１ エコロジカル･ネットワークの形成 

 取組２ 緑地の保全と活用 

 取組３ 希少生物の保護と保全 

 取組４ 外来生物の侵入防止と根絶･抑制 

ŧ ǚ↨ ǊǙ ǼǎǾ ȅ ǽǱǌ 

Ũ ↨ ǝ ǼǊȅ Ǿ 

 取組１ 生活マナーの向上と環境美化活動の推進 

 取組２ 空き家問題対策の推進 

 取組３ 人と犬･猫が快適に共生する社会づくりに 

     向けた取組の推進 

ũ ╓ ǡ Ǟ ǽ ǳ 

 取組１ 騒音･振動、悪臭対策の推進 

 取組２ 水質の監視観測 

 取組３ 化学物質の総合的なリスク対策 

 取組４ 放射能に対するモニタリング調査の実施 

Ũ ǝǂ ƿ ǌǾǱǔȅ ǊǱǌ  

Ū ǘǂǽȅ ǌǾ 

 取組１ ごみの減量化の促進 

 取組２ ごみ分別の取組促進 

 取組３ 食品リサイクル堆肥化事業への参加促進 

     及び食品ロス削減の推進 

 取組４ 資源物回収、ごみ資源化の普及啓発 

 取組５ ごみの５Ｒへの取組に対する市民･事業者 

     の参画促進 

ũ ǞǷǈǊƷ ǡǱǔȅ ǊǱǌ  

ū ּד טּ ȅ ǌǾ 

 取組１ 再生可能エネルギーの導入推進 

 取組２ 省エネルギーの導入推進 

 取組３ 市（行政）の省エネルギー化に向けた率先 

     行動の実施 

Ŭ ǫǡ ꞌǞ ǽ ǳ 

 取組１ 土砂災害や洪水等の危険箇所の周知及び 

     災害防止策の実施 

 取組２ 健康被害への対策の推進 

 取組３ 自然環境や農業への影響に関する対策 

Ū ƿ ǝǱǔȅ ǊǱǌ 

ŭ ╔ ȅ ǌǾ 

 取組１ 環境教育及び環境学習の推進 

 取組２ 自然観察･体験の場の機会提供 

 取組３ 市内の良好な自然に関する情報の発信 

Ů ≥ ǡ ȅטּ ǴǾ 

 取組１ 市ホームページや広報もりやなどを活用 

     した情報発信 

 取組２ 活動団体や環境ボランティア活動への支援 

 取組３ 事業者による環境配慮活動の促進 

 取組４ 近隣自治体等との連携 

 

●国民･消費者の行動変容、ライフスタイル転換を促す

ために「デコ活」（脱炭素につながる新しい豊かな暮

らしを創る国民運動）を推進しています。 

●日本では、パリ協定 1.5℃目標と整合的な形で、「2050

年カーボンニュートラルの実現」「2030年度に温室効

果ガスを 2013年度比 46％削減、さらに 50％の高み

に向けて挑戦を続ける」という目標を掲げています。 

基本目標１～５の取組に
ついては、次のページか
ら説明していくよ。現状
や市民･事業者の方に行
ってもらいたい行動など
もまとめているから、ぜ
ひ確認してみてね。 

守谷市ではこのような環境に関する
問題などを解決するために、『守谷市
が目指す望ましい環境像』と１～５の
基本目標を軸に取り組んでいくよ！ 
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Ŧ.  ǆǿǱǚǡ ǡ  

環境の場となる里山の生態系を守ったり、散策路･水路の整備など子どもたち
や市民が、身近な自然を楽しみ、触れ合えるような環境づくりを進めているよ。 

 

 
 

 
 
 

守谷市では、どのような取組を行っているの？ 

すごいね！知らなかったけどいろんなことをやっているんだね！ 
でも、何か問題があったりするのかな？ 

住宅地の開発によって身近な緑地などの自然環境が徐々に減っているんだ。農
業離れなどで耕作放棄地が増え、ごみの不法投棄も起きているんだよね…。 
ほかにも外来生物の持ち込みで生態系の乱れが心配されたりしているよ。 
緑地を守っていくために、利根川や鬼怒川、小貝川などの河川環境や、斜面林
などの緑地を正しく管理する必要があるね。 

守谷の豊かな自然を未来につなげるためにいろんな問題があるんだね。 
私たちにできることはあるのかな？ 
 

市民や事業者の皆さんが取り組めることを次のページにまとめてみたよ！ 

ここに載っている取組のほかに、守谷市が取り組んでいる施策とか詳しい内容
をＰ.40 にもまとめてあるから、興味のある人は見てみてね！ 

「守谷野鳥のみち」は市観光協会と市民ボランティアや市が協働して作ったん
だ。そこではウサギやオオタカなどの生物が生態系を築いているよ。 

ほかには、斜面林を中心に守谷の原風景である里山の景観が作られているよ。 

▲市民主体で行う里地･里山保全活動の様子 
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利根川・鬼怒川・小貝川に囲まれた静かな林間

の林間コース５ルート（土の道）と明るい湿地草
原の湿地コース（木の道）を含む総延長 4.8 キロ
メートルの遊歩道です。 

「守谷野鳥のみち」は、守谷市観光協会と守谷
野鳥のみち自然園が主体となり、ボランティア、
市内中学生、企業等の協力を得て、市と協働で整
備されました。整備によって、丸太道だった「鳥
のみち（現：湿地コース）」を木道へ全面更新し、
「守谷野鳥の森散策路（現：林間コース）」と合わ
せて、平成 30 年 11月に開業しました。令和６年
11月に、湿地コース下流域の既設木道から守谷城
址に直結する木道約 320メートルが新たに完成し
ました。 

自然の中を歩くコースとなっていますので、禁
煙やごみの持ち帰りなど、案内板に書かれている
ルールを守り、ぜひ野鳥の声や守谷の自然を楽し
んでください。 

 

 

 

  

ŧ.   Ƿ ƿ ǽ ǴǾ  Ô Õ 

ĺ ƿ ǽ ǴǾǆǛĻ 

●市の自然環境保全の取組に、積極的に参加・協力

する。 

●地域の公園などの維持管理活動に積極的に参加

し、みどりに親しむ時間を増やす。 

●自然観察会に参加するなど、地域の身近な自然環

境や生きものに関心を持ち、生物多様性※への理

解を深める。 

●外来生物の防除に向けて、発見時の連絡や駆除に

協力する。 

など 

ĺ ƿ ǽ ǴǾǆǛĻ 

●市の自然環境保全の取組に、積極的に参加・協力

する。 

●事業所敷地内の緑化に取り組む。 

●開発等を行う際には、自然環境の保全・創造に十

分配慮する。 

●生物多様性を保全する市民活動や行政取組を支

援する。 

●土地開発の際は、生物多様性の保全・創造に十分

配慮する。 

など 

自然環境･生物多様性に関する市民や事業者、市の具体的な取組などをまとめたよ！ 

興味があったらＰ. 42 45を見てみてね！ 

 
市内の市民活動団体に対して、守谷市民活動支

援センターを通じて、市民活動を行う上での資料
作成や会合に利用できる会議室、印刷機等の貸出
しなどの支援を行っています。 

ボランティア活動においては、守谷市社会福祉
協議会と連携し、様々なボランティア活動の紹介
などを行い、ボランティアをしたい人、受けたい
人のマッチングが行えるような活動を行ってい
ます。 

さらに、文化、芸術、スポーツ、レクリエーシ
ョン等の活動指導者を紹介する制度として、守谷
生涯学習人材バンクを設けています。「社会･暮ら
し」、「青少年･親子活動」などの様々な分野におけ
る指導者を紹介してもらえる制度として活用さ
れています。 

 

『守谷市の様々な市民行動』  Ȝɒɉ 『守谷野鳥のみち』 

Keyword 

『生物多様性』 
生きものたちの豊かな個性とつながり、多種多様な生物がこの地球の中で共存してい

ることを言います。地球上の生きものは長い歴史の中で、さまざまな環境に適応して

進化し、3,000 万種ともいわれる多様な生きものが生まれました。これらの生命は一

つひとつに個性があり、全て直接に、間接的に支えあって生きています。 

詳しくはＰ.40 にも書いてあるよ！ 

▲湿地コース( 木の道)  ▲城址ルート ▲ゴミ拾いの様子 ▲自然観察会 

 Ȝɒɉ 
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Ŧ.  ǆǿǱǚǡ ǡ  

守谷市では、どのような取組を行っているの？ 

市民が知らないような環境調査をやっていて、市の生活環境を守って
いるんだね。でも、何か問題があったりするのかな？ 
 

道路や公園など公共の場所で、ごみやたばこの吸殻が落ちていることがあるの
で市民の皆さんにマナーの向上を呼び掛けることも必要かな。あとは空き家が
今後増えたときにまわりの環境を悪くする可能性があるので、その対策を事前
に考えておく必要もあるかな。 

市内の環境調査は引き続き行って、皆さんに情報を発信するよ。 

毎日の安心できる暮らしを保つためにいろんな問題があるんだね。 
私たちにできることはあるのかな？ 
 

市民や事業者の皆さんが取り組めることを次のページにまとめてみたよ！ 
ここに載っている取組のほかに、守谷市が取り組んでいる施策とか詳しい内容
をＰ.46 にもまとめてあるから、興味のある人は見てみてね！ 

騒音、振動、水質などの環境調査を定期的に実施しているよ。毎年の調査結果
は守谷市環境報告書に載せているよ。 
ほかには、市民の皆さんと一緒に清掃･美化活動も行っていて、今後も引き続
き皆さんに参加してもらえるように、広報や周知活動も展開しているんだよ。 

 

 
 
 
 

 

▲市民協働での清掃･美化活動 



7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ŧ.   Ƿ ƿ ǽ ǴǾ  Ô Õ 

ĺ ƿ ǽ ǴǾǆǛĻ 

●ごみやたばこのポイ捨て･歩きたばこをしないな

ど、ルールやマナーを守る。 

●日常生活の中で発生する悪臭や騒音･振動等につ

いて近隣への配慮を心がける。 

●自分が住んでいる地域の清掃、まちの美化活動に

積極的に参加する。 

●地域住民に迷惑をかけないように責任をもって

ペットと暮らす。散歩時は、排泄物の処理を忘れ

ずに行う。 

●エコドライブを実践し、大気汚染の原因となる自

動車の排気ガスを減らす。 

など 

ĺ ƿ ǽ ǴǾǆǛĻ 

●事業所やその周辺の清掃、まちの美化活動に積極

的に参加する。 

●不法投棄の監視に協力し、発見したら関係機関に

すぐに通報する。 

●事業活動から生じる騒音・振動の低減及び悪臭発

生防止に努め、関係法令を守る。 

●事業所でエコドライブを実践し、大気汚染の原因

となる自動車の排気ガスを減らす。 

●農薬や除草剤、化学肥料の使用量を少なくする。 

など 

生活環境に関する市民や事業者、市の具体的な取組などをまとめたよ！ 

興味があったらＰ. 49 52を見てみてね！ 

守谷市環境基本条例第 27条に基づき、守谷市の
環境の状況と環境の保全に関して講じた施策に関
する年次報告書として公表するものです。 

市民が環境の現状に対する理解及び認識を深
め、環境の保全に関する市民の自主的かつ積極的
な行動が促進されるよう、毎年、報告書を作成し、
公表しています。 

『守谷市環境報告書』 

エコドライブとは、燃料消費量やＣＯ２排出量
を減らし、地球温暖化防止につなげる「運転技術」
や「心がけ」です。また、エコドライブは、交通
事故の削減につながります。燃料消費量が少ない
運転は、お財布にやさしいだけでなく、同乗者が
安心できる安全な運転でもあります。心にゆとり
をもって走ること、時間にゆとりをもって走るこ
と、これもまた大切なエコドライブの心がけで
す。エコドライブは、誰にでも今すぐに始めるこ
とができるアクションです。 

①自分の車の燃費を把握しよう 
②ふんわりアクセル「ｅスタート」 
③車間距離にゆとりをもって、加速･原則の少な

い運転 
④減速時は早めにアクセルを離そう 
⑤エアコンの使用は適切に 
⑥ムダなアイドリングはやめよう 
⑦渋滞を避け、余裕をもって出発しよう 
⑧タイヤの空気圧から始める点検･整備 
⑨不要な荷物はおろそう 
⑩走行の妨げとなる駐車はやめよう 

『エコドライブ 10のすすめ』 

 
愛犬の記録や狂犬病予防注射接種記録、飼い主

のマナー、犬の病気等の情報を掲載しています。
製本したものを生活環境課窓口で配布していま
す。 

 

『ワンワンＢＯＯＫ』 Ȝɒɉ 

出典：国土交通省 

▲鑑札･狂犬病予防注射済票 

 Ȝɒɉ  Ȝɒɉ 

 Ȝɒɉ 
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Ŧ.  ǆǿǱǚǡ ǡ  

「守谷市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」に基づいて、５Ｒ※keyword の推進や
生ごみの堆肥化など、ごみの資源化や再利用を進めており、排出されるごみの
減量化を進めているんだ。 
そのほかにも、食品ロスの削減に向けた取組を茨城県や関係行政機関と連携し
ながら進めたり、市民の皆さんに呼びかけを行っていたりするよ。 

守谷市では、どのような取組を行っているの？ 

ごみを減らすためには、市だけでなく市民の取組も重要なんだね！ 
でも、何か問題があったりするのかな？ 

資源を有効に活用するためにはいろんな問題があるんだね。 
私たちにできることはあるのかな？ 
 

市民や事業者の皆さんが取り組めることを次のページにまとめてみたよ！ 
ここに載っている取組のほかに、守谷市が取り組んでいる施策とか詳しい内容
をＰ.53 にもまとめてあるから、興味のある人は見てみてね！ 

ごみの分別を正しく行わないと、ごみ収集車やごみ処理施設の火災事故につな
がる危険性があるんだ。だから、決められた分別方法で皆さんにごみを捨てて
もらうために、大切な情報を発信していく必要があるんだよ。 

ほかにも常総環境センターと協力して、ごみに関連した環境学習や出前講座な
どを実施することで、ごみの適正処理に関する意識を高めることも重要だね。 

 
 
 

 
 

 

▲環境講座 ▲常総環境センター 
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ŧ.   Ƿ ƿ ǽ ǴǾ  Ô Õ 

ĺ ƿ ǽ ǴǾǆǛĻ 

●生ごみは水分をよく切り、ごみの減量化に努め

る。 

●ペットボトル、びん、かん、紙などをしっかり分

別し、資源として再利用する。 

●計画的に買い物をしたり、調理を工夫して食品

ロスの削減に努める。 

●過剰包装商品を避け、詰替え商品やエコマーク

商品など環境保全に取組んでいる商品を優先的

に選ぶ。 

●マイバッグやマイ箸、マイカップ、マイボトルな

ど繰り返し使えるものを使う。 

など 

ĺ ƿ ǽ ǴǾǆǛĻ 

●マイバッグの呼びかけと合わせて、商品の簡易

包装に努める。 

●食品ロスを出さない調理やメニューの提供、食

品の量り売りに取組む。 

●ペーパーレス化などにより、省資源化に取組む。 

●原材料やサービスなどを調達する際は、環境負

荷の小さいものを優先的に選択する。 

●資源循環に配慮した製品の設計、製造、販売やリ

サイクル製品の積極的な使用に努める。 

など 

資源循環･廃棄物に関する市民や事業者、市の具体的な取組などをまとめたよ！ 

興味があったらＰ. 56 57を見てみてね！ 

生ごみを堆肥に再資源化し、持続可能な循環型
社会に貢献することを目的としており、常総環境
センターが「エコクリーン常総」に事業を委託し
て実施しています。 

【参加するメリット（例）】 
●生ごみが減った分、可燃ごみを出す頻度が減る 
●家のごみ箱が臭くなくなった 
●戸別収集をしてもらえるので、ごみを出す負担

が少なくなる 
●可燃ごみを減量することによって、ＣＯ２削減

に貢献できる 
●可燃ごみに生ごみが入っていないので、参加世

帯が増えると集積所が荒らされにくくなる 

参加は一世帯ごとに可能です。詳細は、
「エコクリーン常総」のホームページを
ご覧ください。 

 

 

 

『食品リサイクル堆肥化事業』  Ȝɒɉ 

令和６年 12 月９日に常総環境センターで火災
が発生しました。火災事故報告書によると、原因
の特定はされていませんが、燃え方や、過去に同
様のケースがあったことを踏まえると、不燃ごみ
の処理中にリチウムイオン電池が破砕されたこ
とによる発火が推察されています。 

今後の見通しについては、復旧時期が令和９年
９月、復旧工事や外部搬出にかかる経費は約 60億
円で、そこから保険適用分を除いた約 40 億円が
実質的な負担額と見込まれています。 

循環型社会の構築や、このような事故を無くす
ために、決められた分別方法でごみを捨てること
が大切です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

『常総環境センターの火災事故』  Ȝɒɉ 

Keyword 

ÖŪƇ× 
ごみの減量化と資源化を推進するため、廃棄物の５Ｒ（リデュース（Reduce）：ごみの

発生を減らすこと、リユース（Reuse）：排出されたものを再利用すること、リサイク

ル（Recycle）：再資源化すること、リフューズ（Refuse）：ごみとなるものを受け取ら

ない、リペア（Repair）：修理して長く使うこと）を総合的に推進しています。 

▲常総環境センターの火災事故の様子 ▲エコクリーン常総の様子 
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Ŧ.  ǆǿǱǚǡ ǡ  

地球温暖化を原因とする気候変動によって世界中で自然災害が多く発生して
いることから、日本は 2050年までに二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指すこ
とを宣言しているよ。守谷市でも、2050 年までに二酸化炭素排出量実質ゼロ
を目指す「ゼロカーボンシティ」を表明したんだ！ 
地球温暖化対策のための計画を作って、二酸化炭素の排出を抑えるための取組
を進めているよ。 

守谷市では、どのような取組を行っているの？ 

地球規模の問題だけど、市民一人ひとりが行動する必要がありそ
うだね。具体的に市ではどのような取組をしているの？ 

未来の地球環境のためにいろんなことに取り組む必要があるんだね。 
私たちにもできることはあるのかな？ 

市民や事業者の皆さんが取り組めることを次のページにまとめてみたよ！ 

ここに載っている取組のほかに、守谷市が取り組んでいる施策とか詳しい内容
をＰ.58 にもまとめてあるから、興味のある人は見てみてね！ 

二酸化炭素の排出を抑えるために、市民や事業者に向けて省エネルギー性能の
高い設備への切り替えや、太陽光エネルギーなど再生可能エネルギー※keyword の
設備の導入に向けた普及啓発活動などを行っているんだ。 

ほかにも、公共施設では積極的に省エネ設備を導入したり、省エネ行動など市
職員一人ひとりの環境に配慮した行動を呼びかけたりして、脱炭素化に向けて
取り組んでいるんだ。 

 

 
 
 

 
 
 

 

▲太陽光パネル 

▲ＨＥＭＳ( ﾎｰﾑ･ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ｼｽﾃﾑ)  

▲クリーンエネルギー自動車（守谷市役所） 
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Net Zero Energy House（Bill ）（ネット・ゼロ・
エネルギー・ハウス（ビル））の略語で、「エネル
ギー収支をゼロ以下にする家（ビル）」の総称にな
ります。 

住宅やビルの外壁や窓、屋根、床下など外皮の
断熱性能を大幅に高めた上で、省エネ機器や太陽
光発電など再生可能エネルギー等を導入するこ
とにより、年間のエネルギー消費量の収支がゼロ
以下とすることを目指した住宅、ということにな
ります。 

暑さや寒さをガマンして省エネを行うのでは
なく、快適に暮らしながら省エネルギーを実現し
て脱炭素社会に貢献することができます。 

メリット１：健康で快適な暮らしの実現 
メリット２：光熱費が安くなる 
メリット３：災害時も安心 

『ＺＥＨ・ＺＥＢ』  Ȝɒɉ 

ŧ.   Ƿ ƿ ǽ ǴǾ  Ô Õ 

ĺ ƿ ǽ ǴǾǆǛĻ 

●太陽光発電システムや蓄電池、高効率給湯器、再

生可能エネルギー由来の電力などを導入する。 

●住宅を新築･改修する際には、住宅の断熱性能の向

上や省エネルギー改修、ＺＥＨの導入を検討する。 

●市民･事業所･行政が一体となってノーマイカーに

取り組む「守谷市一斉ノーマイカーウィーク」に

参加する。 

●環境や気候の変化について、家族や友人などと話

題にする。 

など 

ĺ ƿ ǽ ǴǾǆǛĻ 

●事業所への太陽光発電システムの設置や、再生可

能エネルギー由来の電力を導入する。 

●建築物を新築･改修する際には、省エネルギー改修

やＺＥＢ化などを検討する。 

●市民･事業所･行政が一体となってノーマイカーに

取り組む「守谷市一斉ノーマイカーウィーク」に

参加する。 

●気候変動に対する自社の取組を広く発信するとと

もに、取引先企業とも共有する。 

など 

脱炭素社会･地球環境に関する市民や事業者、市の具体的な取組などをまとめたよ！ 

興味があったらＰ. 63 66を見てみてね！ 

2014年に結成した、事業を100％再エネ電力（太
陽光、風力、持続可能な水力、持続可能なバイオ
マス（バイオガスも含む）、地熱）で賄うことを目
標とする企業連合のことです。ＲＥ100 に取り組
む企業は世界全体で年々増加しています。 

メリットとしては、以下の４点があります。 
①温暖化やエネルギーコストの上昇等「化石燃料

による発電＝リスク」という認識が世界的に高
まっているなかで、再エネ電力への切替は化石
燃料によるリスクを回避し、気候変動を防ぐこ
とができる。 

②企業が再エネ調達の必要性を発信することで
再エネの市場規模が拡大し、調達選択肢の増加
や、価格低下につながり、安価で安定した再エ
ネ供給ができるようになる。 

③再エネを取り入れた事業運営は対外的にも評
価され、投資家などへのアピールになる。 

④再エネ 100％調達をコミットすることは、世界
的な対外アピールになり、世界中の企業と情報
交換できるほか、新たな供給側企業と出会える
ことになる 

詳細は環境省ホームページをご覧ください。 

環境省ＲＥ100の取組（※令和８年●月時点） 
（https://www.env.go.jp/earth/re100.html ） 

 

『ＲＥ１００』  Ȝɒɉ 

Keyword 

『再生可能エネルギー』 
太陽光･風力･地熱･中小水力･バイオマスといったエネルギーで、温室効果ガスを排出

せず、国内で生産できることから、地球の環境に良いだけでなく、日本のエネルギー

確保にも役立つ、重要な低炭素のエネルギー源のことを指します。 

詳しくはＰ.59 にも書いてあるよ！ 

▲ＺＥＨ概念図（出典：環境省） 
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Ŧ.  ǆǿǱǚǡ ǡ  

守谷市では、どのような取組を行っているの？ 

なるほど！環境に触れる機会が身近にあると、環境への意識も高まりそうだね！ 
でも、何か問題があったりするのかな？ 

自然体験活動など実体験を伴う経験をすることが大切だと考えているよ。その
ために市だけでなく市民活動団体やＮＰＯなどと協力して取り組んでいくこ
とが必要なんだ。 
市民や事業者の皆さんに向けて、市の取組などを伝わりやすく発信していくた
めに、新しい情報発信方法などを考えることも必要だね！ 

環境行動を活発にするためには、いろんな問題があるんだね。 
私たちにできることはあるのかな？ 
 

市民や事業者の皆さんが取り組めることを次のページにまとめてみたよ！ 
ここに載っている取組のほかに、守谷市が取り組んでいる施策とか詳しい内容
をＰ.67 にもまとめてあるから、興味のある人は見てみてね！ 

小中学校の授業には環境からの視点が含まれているので、それが子どもたちの
環境学習につながっているよ。また、田んぼリレーなどの体験学習を行ってい
る小学校もあるんだ。里山の保全のために、市民活動団体が市民と一緒に活動
していたりするんだ。 

そのほかにも国や県と協力して、環境に関する講座や自然観察会を行い、自然
を身近に感じてもらえるような取組を進めているんだ！ 

 
 
 
 

 
 

▲環境学習の様子 ▲田んぼリレー 
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ŧ.  Ƿ ƿ ǽ ǴǾ  Ô Õ 

ĺ ƿ ǽ ǴǾǆǛĻ 

●環境に関する書籍や新聞記事、自治体などが発信

する環境情報を収集し、環境への理解を深める。 

●自然体験学習や環境学習講座など、環境イベン

トに積極的に参加する。 

●自らの知識や経験、技術を活かして、地域の環境

活動の開催に協力する。 

●家族や友人と環境について話し合い、自分なり

に取り組めることを継続して、良好な環境の維

持に努める。 

など 

ĺ ƿ ǽ ǴǾǆǛĻ 

●環境に関する書籍や新聞記事、自治体などが発

信する環境情報を収集し、環境への理解を深め

る。 

●従業員（社員、職員等）を対象とした環境学習･

環境研修を実施する。 

●関連企業や取引先企業に対し、環境保全や環境

への負荷の低減を呼びかける。 

●市の環境学習イベントや市民活動への協力支

援、施設見学会の実施など、ＣＳＲ活動※keywordと

して、環境教育･環境学習の機会を提供する。 

など 

環境活動･市民行動に関する市民や事業者、市の具体的な取組などをまとめたよ！ 

興味があったらＰ. 70 73を見てみてね！ 

守谷市民活動支援センターは、地域住民のボラ
ンティア意識を啓発し関心を高めボランティア活
動の総合的な活動拠点として積極的に支援するこ
とを目的として設置されました。 

市民活動の場の提供や市民活動に関する相談対
応、市民活動情報の収集と提供、活動団体の交流
や連携などの機能を生かし、団体への支援などを
行っています。 

また、公益活動団体のレポートをホームページ
で公開し、活動内容の紹介や会員募集のお知らせ
なども行っていますので、興味のある方はホーム
ページをご覧ください。 

 
守谷市民活動支援センター 

（https://moriya - cac.org/ ） 

『市民活動団体』  Ȝɒɉ 

欲しい市政情報を欲しいタイミングで簡単に
入手できる環境の整備を目的として開発されま
した。子育て支援やごみ、イベント等の情報とい
った、市民生活の利便性を向上させる内容を発信
しています。また、プッシュ通知や市民レポート
投稿といった、行政と市民の皆さんとの情報共有
を促進する機能も持たせることで、市民の皆さん
の市政への参画や協働のまちづくりを推進しま
す。 

【主な機能】 
●もりやレポート 
→市内のおすすめビュースポットや地域の課題

をスマートフォン等の端末を活用し、市役所に
投稿できる機能です。 

●子育て応援 
→子育てに関する情報を配信しています。 
●もりやマップ 
→ＧＰＳ機能を使って、現在地から目的地までナ

ビゲーションすることや、もりやチャリナビや
守谷ハーフマラソンのコースも確認できます。 

●教育 
→市内小中学校の情報を配信します。また、学校

の休校情報（大雨・雪・インフルエンザ）につ
いてもプッシュ通知で配信します。 

『Morinfo （もりんふぉ）』  Ȝɒɉ 

Keyword 

『ＣＳＲ活動』 
ＣＳＲ（Corporate Social Responsibility ）とは、企業を取り巻く様々な関係者との

交流を通じて、良質な製品・サービスを提供するという本来の事業を基本に、法令を

守るだけでなく、環境保護や地域活動などに積極的に取り組むことで、企業自身だけ

でなく、環境や社会の発展にも役立つ企業の行動のことを指します。 

‚App Store  



14 

 

₳  

 

 



15 

目 次 

第１章 計画の基本的事項 ................................ .................  17 

第２章 本市を取り巻く環境の課題 ................................ .........  21 

ŧ-Ŧ ╓ǡ  ................................ ............................  21 

ŧ-ŧ ȅǴǃǾ  ................................ ..................  26 

ŧ-Ũ ǡ Ƿ ǡ  ................................ ....  30 

ŧ-ũ ǡ Ǟ ǌǾ≥ Ƿ  ................................ ..........  32 

ŧ-Ū ǡ  ................................ ........................  35 

第３章 本市の望ましい環境像 ................................ .............  37 

第４章 実現に向けた基本目標と方針 ................................ .......  38 

ũ-Ŧ ǡ  ................................ ........................  38 

ũ-ŧ ǡ  ................................ ............................  38 

Ŧ ƾǚ ǿǾ ȅ Ǟ ǽǗǝǁǱǌ .........................  40 

ŧ ǚ↨ ǊǙ ǼǎǾ ȅ ǽǱǌ ...........................  46 

Ũ ǝǂ ƿ ǌǾǱǔȅ ǊǱǌ .........................  53 

ũ ǞǷǈǊƷ ǡǱǔȅ ǊǱǌ .........................  58 

Ū ƿ ǝǱǔȅ ǊǱǌ ...............................  67 

第５章 計画の推進及び進行管理 ................................ ...........  74 

Ū-Ŧ ǡ  ................................ ........................  74 

Ū-ŧ ǡ  ................................ ........................  76 

資料編 ................................ ................................ ...  77 

Ŧ  ................................ .......................  77 

ŧ Ũ È∏É    .............................  83 

Ũ Ũ ǡ  ................................ .......  85 

ũ ≠╢  ................................ ...............  86 

Ū ȋɜȚºȱ ǡ וֹ  ................................ ...........  88 

ū ǡ №  ................................ .....................  89 

Ŭ  ................................ ................................ .  90 

 

  



16 

 



 

17 

Ŧ  ǡ  

ǚǢ 2016È 28É ŭ ǞÔ ŧ Õȅ ∙  Ô

È ŧ Ǳǔ ǥǛ ǊǇǛ ÉǷÔ ǡ

ÕǞǻǽ  ǡ ǲȅ ǴǾǛǛǵǞ  ƿ╗

ǛǝǖǙ  ƾǝ ǡ Ƿ  ǝ ǡ   Ǟ Ǆǒ ǡ

ǡ Ǟ ǽ ȆǚǀǱǊǒ¡ 

ǐǡ Ǉǲǡ וֹ Ƿטּ ǫǡטּ   ǞƽǄǾ טּ

ǝǜǞǗƷǙǢ╗ ǡ ╗ƿƵǖǒוֹ ǚ  ǡ Ǟ Ʒ ǈǿǾּד וֹ

ȕȢǡ Ǣ ǊǙǀǙƷǱǌƿ 2030 ǱǚǞּד ȕȢוֹ ȅ 50ð

È2013 ÉǈǎǾ ǡ Ǟ ǄǙ ǝǾ ƿ ǛǝǖǙƷǱǌ¡Ǳǒ  ǡ

Ǟ ǽ ǳ ǞƽƷǙǢ  Ƿטּ Ʒ Ǟǻǽ ƿ

ǊǙƷǾǝǜ  ǞƽƷǙ╗ ǡ ǢƵǾǵǡǡ ╥ǀ ǀ ǌǬǀ ǵ

ǈǿǙƷǱǌ¡ 

ǈǼǞ  ɍȘɔȱȢɘɖºȣ  Èּי É ƈŶȢɇºȱȍɜȨºȪȐɜ

ȡ  ǡ   ǝ ƿ ǈǿǙƽǽ  ǒǝ

ǡ ƿ ǈǿǱǌ¡ 

ǡ Ǟ ȅ ǄǾǛ  דּ ƿטּ ╣ǛǈǿǾ Ǟ ƹ ▓ Ƿ

ǡ  נּ ǝǜǞǻǾ ǡ   ɖȢ ǝǜ  ǒǔǡ Ǟ

☼ ȅ ƻǾ ·ǝ ƿ ǊǙƷǱǌ¡ 

Ǳǒ ȰȡȨɔ ǡ Ǟǻǽ ȅ ǌŹƍÈȰȡȨɔȱɒɜȢȾȒºɊ

ºȠɐɜÉǷ ּט ƾǼǡ ȅ ǌżƍÈșɓºɜȱɒɜȢȾȒºɊºȠɐ

ɜÉȅ ǌǾ ǀǵ  ¡ǊǙǀǙƷǱǌטּ

ǞƽƷǙǢ 2015È 27É Ǟ ≥ǈǿǒȺɓ Ǟ ǘǀ  ǡ

Ǟ Ǆǒּד ȕȢǡוֹ ƿ ǴǼǿǙƷǱǌ¡Ȃƿ ǞƽƷǙǵ 2050 ǱǚǞּד

ȕȢǡוֹ ȅ ǛǊǙȥɖǞǌǾÔ2050 ȥɖȔºɅɜȴɎºȱɒɔÕƿ ǈ

ǿǱǊǒƿ ǆǿǞ ȆǋǙ ǢÔȥɖȔºɅɜȠȯȌÕȅ Ǌ  32 Ǳǚ

Ǟ טּ ǡ ȥɖȅ ǊǙƷǱǌ¡ 

Ǳǒ  ǡ ǛǊǙ  ǡ סּ ǝ ȞɈȬȱǞƽƷǙ

╗ ǚ ǈǿǒÔ סּ ǝ È∙ּז ÔƈŹżƨÕǛƷƹ¡ÉÕǡ Ǟ Ǆǒ

ǵ ǴǾ ƿƵǾǝǜ   טּ ǌǾטּ ǡ Ǟ Ǆǒ ◖ƿ Ǳ

ǖǙƷǱǌ¡ 

ǆǡǻƹǝ ǡ Ƿ ǡ ȅטּ Ǳƻ  ǝ Ǟ Ǟ ꞌǊ 

¤ ¤ ƿ ǊǙ  סּ ǝ ǡ ǷƈŹżƨǡ Ǟ ǄǙ ǽ

ǳǒǴ Ô ŧ Õǡ ǡ Ǟ Ȃǎ Ô Ũ

Õȅ ǊǱǌ¡  

ǡ  
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È∙ּזÔ ÕǛƷƹ¡ÉǢ  

 

 
 

ǆǛȅ ǛǊǙ ǴǼǿǒÔ È∙ּזÔ ÕǛƷƹ¡ÉÕ Ũ

Ǟ ǈǿǾ 4 Ǘǡ ǞⱲǖǙ  11 Ǟ ǘƷǙ ǌǾǵǡǚǌ¡ 

Ǳǒ  ǡ Ǟ ǌǾ ȅ ƾǗ Ǟ ǌǾǒǴ     

ǐǿǑǿǡ Ǟ ǌǾ ȅ Ǌ  ƿ ǻǽ ǱǊƷ ǘǂǽǞ ǽ

ǳǒǴǡ ǛǝǾǵǡǚǌ¡ǐǊǙ  ǡ ȅ ǌǾǛǛǵǞ 

Ʒ ǞƽƷǙ ǈǿǾ ¤ ȅ  ǡ ƾǼ ǱǊƷ ǫ ǌǾ

ȅ ǌǾǵǡǚǵƵǽǱǌ¡ 

Ǌǒ Ũ È∙ּזÔ ÕǛƷƹ¡ÉǢ  ǡ

È ¥ 28 È2016 ÉƾǼ Ŭ È2025 ÉǱǚ¡∙

Ôזּ ÕǛƷƹ¡ÉǞ╥ǀ ǀ  ǡ ȅ È ¤ ¤  

ȅ ǳ¡∙ּז ǋ¡É    ƿ╗ ǛǝǖǙ    Ǟ ǊǙƷǂ

ǆǛȅ ǛǊǙƷǱǌ¡ 

 

Ḩ ͈ ǫǵḨ ꜠  

  

ǡ  

¤ Ǟ ǌǾǌǬǙǡ ǒǔǛ Ǌ  ƾǼ Ǆ ƷǓ Ǜ ƾǝ Ǟ

ǗǗǱǿǒ ǦǞ Ǜ ȅ ǖǙƷǂ ȅֹוǒǌ¡ 

¤ Ǧ ǡ Ǔǿǵƿ   ǡ↨ Ǜ ǝ ȅ Ǌ  ǚ טּ

ǝ ȅ☺ǳ ȅ ǚǀǾ Ǟ ǈǎ  ǡ Ǟ ǌǾ¡ 

ӡ ǡ Ǣ  Ǧ ǡ ǡ Ǔǿǵƿ   ǡ↨ Ǜ ǝ

ȅ Ǌ  ǚ טּ ǝ ȅ☺ǳ ȅ ǌǾǛǛǵǞ  ǡ

ǚƵǾ ȅ ǝ ǚ ǡ Ǟ ǌǾǆǛƿǚǀǾǻƹǞ Ǟ

ǈǿǝǄǿǣǝǼǝƷ¡ 

Ӣ ǡ Ǣ ǌǬǙǡ ƿ ǝ ǡּזǚ  ǚ ǲ ƾǝ ȅ┐

ǊǗǗ  ǫǡ ǡ ǝƷ ƿ ǈǿǾǻƹ ǈǿǝǄǿǣǝ

ǼǝƷ¡ 

ӣ ǡ Ǣ  Ǧ ǞƽƷǙ  ƾǗ Ǟ ȂǿǝǄ

ǿǣǝǼǝƷ¡ 

Ӥ ǡ Ǣ  Ǜ ƿ ǚǀǾǻƹ ǝ ƿ ǈǿ  Ǧ

ǡ ȅ ǝƹǆǛǝǂ  ╓ǡ    טּ Ǜǡ ƿǛǿǒ  Ʒ

Ǜ↨ǼǁǡƵǾ ǝ ȅ ǊǙƷǂǻƹ ǈǿǝǄǿǣǝǼǝƷ¡ 
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Ǣ  ǞƽǄǾ Ǚǡ ǡ ∞ ǛǊǙ∞ ǄǼǿǾÔ

ÕÈ∙ּזÔ ÕǛƷƹ¡ÉǞ ǌǾ  ǡ ǝ ǚ

ǌ¡Ǳǒ  ǡǱǔǘǂǽǡ ǚƵǾÔ ɇȢȨºɀɒɜÕǷ

Ô ǡ Õ Ô Źƍ ÕǝǜǛǡ ȅ ǽǱǌ¡ 

 

 

 

 

  

ǡ∞ ǘǄ 

 

דּ טּ דּ  טּ

 

ꞌ  
 

 

ꞌ  

╜ דּ טּ  

Ø ╓ ꞌ ȅ ǳÙ 
ũ ╜  

דּ טּ ¤ ꞌ

 

╜  

国 

県 

 

à ∞ á 

 

¤  

à דּ טּ Ǟ ǌǾ á 

 

 

¤ Źƍ  

¤ ɇȢȨºɀɒɜ 

¤ ╗ (Ǉǲ)  

¤ ǡ  

  

 

 

 

¤ דּ טּ È ╓ É 

¤ דּ טּ È É 

Ũ  

 

 ¤ ╓ ꞌ  ȅ ǳ 

市 

à á 

¤  
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Ǣ  ŭ È2026 É 1Ŭ È2035 Éǡ 10 ǛǊǱ

ǌ¡ǝƽ  Ƿ ǝǜǡ ƿƵǖǒטּ ǞǢ  ǞꞌǋǙ Ǌȅ Ʒ

Ǳǌ¡ 

 

╓Ǣ  ╓ǚǌ¡ 

Ǳǒ  ǛǌǾ Ǣ Ô Õ Ô Õ Ô Õ 

Ô Õ Ô ÕǡŪ ǛǊǱǌ¡ 
 

環境分野 対象範囲 

           Ⱨ      

 
  וּ  ℓ   טּ   Ⱨ   

 טּ ǀּק  ǡ ╔  

 Ǉǲǡ   ɖȢ ŪƇ  

דּ   ȑȶɔȗº טּ   

 ╔     ǡ   

 

ǚǢ  Ƿ ǝǜ Ǟ ȂǾ Ǚǡ ·ȅ ǛǊǱǌ¡ǈǼǞ 

╓ȅ ƻǙ ╓ ǝ ƿ ǛǝǾ ǞǢ      ǡ ǝǜǛǵ

ȅ ǴǾǆǛǞǻǽ ȅ ǊǙƷǀǱǌ¡ 

 

 

ǡ  

ǡ  

ǡ  
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ŧ  ȅ ǽ ǂ ǡ  

ŧ-Ŧ ╓ǡ  

ÈŦÉ∞ Ǜ  

Ǣ ƾǼ 40Ԓ ǞƵǽ ╜ Ǜ ǡ Ǟ∞ ǊǙƷǱǌ¡ 

ǡ ǚǢ  Ǜ Ⱨ ȅ ǩǗǂǣȑȘȢɀɕȢǞǻǽ

Ǳǚ 32 Ǜ Ǟ ƾƹ ǡ Ǣ ǂ  Ǜǡ ♯ǚƵǾ

♯ǡŦ ╢ Ǣ ǗǂǣȑȘȢɀɕȢǛ ȅ ȂǎǙ ũ

Ǟ ǊǙƷǱǌ¡ 

ǡ ǚǢ  ╓ȅ ǌǾ 294 È ÉǞ

ȍɜȨºȪȐɜȡǚ ǌǾ ǞǻǖǙ  Ƿ ǡ Ǜ

ǌǾ ǞǗǝƿǖǙƷǱǌ¡ 

Ǳǒ  Ǟ ǌǾ 294 Ǧ ǨǿƵƷ È אָ

Éƿ ǚ ū Ǜ ǣǿǙƽǽ ǆǿǼƿ ╓ ǝ ǡȶȬȱ

ɘºȘȅ ǊǙƷǱǌ¡ 

ƻǙ ǗǂǣȑȘȢɀɕȢǞⱲǖǙנּ ƿ ǴǼǿǙƷǾ È

√ ÉǞǻǽ    ǦǗǂǣ Ǜǡ ƿ Ǟ ǈǿǾטּ

ǆǛƿ ǈǿǙƷǱǌ¡ 

ǡ Ǣ ╜ ƾǼ ǞȂǒǾ ǀǝ ƾǼ

Ǟ ǦǾ⸗ ǡ Ǟ∞ Ǌ Ũ ȅ     Ǟ∫Ǳǿǒ

ǡ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 
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ÈŧÉ  

Ǣ  ǚ ǡ ȅ ǎ ǖǙƷǱǌ¡ּפ Ǣ  ⅓ƾ

Ǽ ǀ ǌ ǻǽǡ ǡ☼ ǚ דּ Ǜǝǽ▓ǵ ǽǷǌǂ  Ǣ  Ʒǒ ǡ

ƿ ǀ  ǡ ƿ ǂ  Ǣ ǝƷ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ ǚǢ  דּ

ƿטּ ǀǂ ǊǷǌǂǝǖǙƷǱǌ¡ 

Ǣ  Ǣ ǝǂ  ƾǼּפǞƾǄǙǢ ▓ ǡ☼ ǝǜǚ ·Ǟ ǂǝǽ 

Ǣ ▓ Ƿ ǡ☼ ǝǜǚ Ǟ ǊǙ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ ǡ È

Ț ÉǢ 1352.8ԐǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

 
ᶫ ѩ₳᷈ ǯ 2020₴₳₴Ι  

出典：気象庁（龍ケ崎観測所）データをもとに作成 

ÈŨÉ ǡ ┌ 

ǡ Ǧ Ǣ  ŬÈ2025É Ŧ Ŧ ǚ 70,900  30,621 Ǜ

ǝǖǙƽǽ ǗǂǣȑȘȢɀɕȢ Ƿ Ǟ ƹ ɇɜȠɐ

ɜǡ ǝ ǞǻǾנּ נּ ƿ ƷǙƷǱǌ¡ 

 
ᶫ ₴ ʢӢѝѩ˲֥ǯʫₑ ǵ  

出典：住民基本台帳人口（市ホームページ）  
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ÈũÉ  

ǡ Ǣ 2015È 27É ǞǻǾǛ  ǡ

ƿ 53.3ðǚ ǡ ƿ46.7ðǛǝǖǙƷǱ

ǌ¡ 

█ Ǜ ǞǢ ȅ ǛǊǒ   ǞǢ ȅ

ǛǊǒ Ǜ ǈǿǙƷǝƷ È Éƿ ƿǖǙƷǱǌ¡Ǳǒ ǆǿ

Ǽǡ ǡ ∫Ǟ  Ƿ ǝǜǞ∫Ǳǿǒ ƿ ǈǿǙƷǱǌ¡ 

ǡ ꜗ Ƿ ǞǢ ƿ ǊǙƽǽ  ǡ Ǣ ꜗǞ∫

Ǳǿǒ È    ǲǍǀ   ⱧÉ Ǧ  ♯ ǡ

ȅ Ǟ ǊǙƷǱǌ¡ 

 

 
 

ᶫ ᶽ᷂ѫ ᶫ ₳ 27₴↓  
出典：守谷市都市計画マスタープラン（令和２年３月）  
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ÈŪÉ ǡ  

ǡ Ǣ  ŧ ǚǢ Ũ ƿ 22,924 Ǜ ǵ ǂ Ŭ

∙ ȅ ǴǙƽǽ  Ʒǚ ŧ   Ŧ ǡ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

╜ ǡ ǡ Ǣ  Ǜ Ǟ Ũ ƿ ǵ ǂ  Ʒǚ

ŧ   Ŧ ǡ ǛǝǖǙƷǱǌƿ  Ŧ ǡ ƿ ǻǽǵ ǂǝǖǙ

ƷǱǌ¡ 

 

産業分類 
平成 22年 平成 27年 令和 2 年 

総数 構成比 総数 構成比 総数 構成比 

総数 31,291 100.0 32,243 100.1 31,791 100.0 

第１次産業 234 0.7 307 1.0 276 0.9 

第２次産業 7,855 25.1 8,473 26.3 8,177 25.7 

第３次産業 21,241 67.9 22,137 68.7 22,924 72.1 

分類不能の産業 1,961 6.3 1,326 4.1 414 1.3 

出典：統計もりや 

 

 
出典：国勢調査（令和２年）  

第１次産業

69,281人

5.1%

第２次産業

380,140人

27.9%

第３次産業

872,083人

64.0%

分類不能の産業
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3.0%
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第２次産業
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第３次産業
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72.1%

分類不能の産業

414人

1.3%
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ÈūÉ ǡ  

ǡ ȶȬȱɘºȘǢ ǗǂǣȑȘȢɀɕȢǛ ǡ Ƿ

ȹȢ ɋȜȹȢÈǵǽǷȜɈɎȴȯȌȹȢÉ ȰɇɜȲ ƿ ǈǿǙƷǱǌ¡ 

ǡ ǡ Ȕȹº Ǣ 86ðǛǝǖǙƽǽ ɋȜȹȢǷȰɇɜȲ ǡ

ƿ נּ ǞƵǽǱǌ¡ 

 

 
ᶫ ЏВ˧ ǵ  

 

出典：守谷市地域公共交通計画（令和５年３月）  
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ŧ-ŧ ȅǴǃǾ  

ÈŦÉ  

ӡ סּ ǝ ÈƈŹżƨÉǡ  

27 Ǟ ȞɈȬȱǞƽƷǙ ǈǿǒƈŹżƨǢ 17ǡ ȅ ǅ Ô ╗

ǽ ǈǝƷÕ ǡ ȅ Ǌ    Ǧ ȅ Ǿ ǝ Ǟ ǊǙ

Ǟ ǽ ǳǆǛǛǊǙƷǱǌ¡ 

ƿ ǞƽƷǙǢ ÔƵǼǹǾ ·ǡ ǡ ÕǷÔ ǡ Õ Ô ǡ

  ╓ שּ טּ ȍȷɂºȠɐɜÕǝǜŭǗǡ ȅ ǅ Ô סּ ǚ

 ǐǊǙ ╗ ǽ ǈǝƷ      ǡ ƿ ǈǿǒ ǫǡ

ȅ ǌÕǆǛǛǊǙƷǱǌ¡ 

ǆƹǊǒ Ǣ ǞǛǖǙǵ ǝ ǚǌ¡ ǚǢ  ƿ ǌǾ

ÈșɓºɜȍɜȾɒÉȅ ǛǊǒ ǡ ǛȢɇºȱȠȯȌǡ ȅ ǲ

ȂǎǾǆǛǞǻǽ  סּ ǝ ǲǻƷǱǔǡ ȅ ǊǙƷǱǌ¡ 

ǵ Ǟ ƾǝ ȅ╥ǀ ǃǒǴ  ╗ ǥǛǽƿ Ǟ ƻǾ

ǡ ǀǈȅ Ǌ  ǌǾǛǛǵǞ  Ƿ ǞǻǾȔºɅɜ ȓȾȤȬȱǡ ╥ǡ

ǝǜ  ╓ ǚǻǽ╗ ǡ ȅ ǴǾǆǛƿ ǴǼǿǱǌ¡╥ǀ ǀ 

ǡ ȅ ƾǊǗǗ  Ƿ ǛǛǵǞƈŹżƨǡ Ǟ Ǆǒ ȅ ǴǙƷǀ

Ǳǌ¡ 
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        ȋºȢȓºȹºȠɎºȱȰº 

アースオーバーシュートデー（Earth Overshoot Day ）は、人類の生物資源に対する需要が、

地球の生態系がその年に食料や衣類･建材などとして供給できるすべての生物資源の容量を、

年初から数えて人類が使い果たしてしまう日のことで、人間活動による環境負荷をわかりやす

く示す目的で計算されています。オーバーシュートは「行き過ぎる」という意味です。 

世界全体の 2025年「アースオーバーシュートデー」は過去最も早く、７月 24日に到来し、

この日以降年末まで地球に人類の資源量を「借金」して暮らすことになります。人類の資源消

費量は地球の生産量の 1.8 倍に相当し、「地球 1.8 個分」の暮らしをしていることになります。 

資源消費の多い先進国では、地球全体よりも早くアースオーバーシュートデーを迎える傾向

にあり、日本の場合 2025年「アースオーバーシュートデー」は５月８日で、地球全体よりも

２か月半早い状況となっています。 

人類の資源消費が多いと、気候変動や生物多様性の喪失など、環境危機の深刻化と直結して

います。アースオーバーシュートデーを遅らせることは、再生可能エネルギーの普及、循環型

社会の実現、食料ロス削減等の持続可能な取り組みが成果を上げていることを意味しており、

今後、自然資源の使い過ぎをどう防ぐかが課題となっています。 

 
出典：2025 年カントリーオーバーシュートデー（グローバル･フットプリント･ネットワーク） 
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Ӣ ǡ ÈɀɒȶȨɓº ȹȏɜȩɓºÉ 

ǞǗƷǙǢ  ǚ ·ǝ ƿ ǊǙƷǾ ǚ ƷǱǓ

Ǟ Ǆǒ Ǣ ǚƵǽ  דּ ȅ 1.5ëǞ ƻǾǒǴǞǢ  ǚǡ

ǝǾ ƿ ǚǌ¡ ǡ ǞƽƷǙǵ  ǞǻǾ☼ ǞּנƻǙ 

ǡ ǡ ǡ ǡּנ   ǡ Ƿנּ ǡ ǞǻǾ Ƿ  ǡ

ǞǻǾ ǡȹɒɜȢ Ǟǻǽ  ȞºȼȢǡּג ȅ Ǆ ǄǾǆ

Ǜƿ ǞǝǾּס ƿ ǂ ǐǿȅ Ʒ ǴǾǒǴǞ ǝ ȅ ǋǾ ƿ

ƵǽǱǌ¡ ǚǡ Ƿנּ ǡ ǡ ǚ  Ǟ ƹ ǡ

ℓּטǢǱǌǱǌ Ǜǝǽ  ǡ ┐ ȠȢȯɉǢ ǡ Ǟ ǊǙƷǱǌ¡ 

ǆƹǊǒ ȅ Ǟ №ǊǙƷǂǒ

ǴǞ  ǞǻǾ ȠȢȯɉǫǡ ·

ǝ☼ ȅ Ǟ ǌǾלּ ǡ╗ ǛǊ

Ǚ  ǡ ÈɀɒȶȨɓº¤ȹȏɜȩɓ

ºÉǛƷƹ ǌǬǀ ƿƵǽǱǌ¡ǆǡ

Ǟǻǿǣ  ǡ Ǟטּ ǌǾ Ǟ

ǗƷǙ  ƿ↨ Ǟ ǚǀǾ ∫ ǞǛ

ǜǱǿǣ Ǣ Ǌ ♁ǚǀǾƿ 

ȅⱢƻǾǆǛƿƵǿǣ  ƿ∟ ǌǾ

Ǟ ǊǙ סּ ǝ ƿ╥ǀטּ

ǆǈǿǾǛǈǿǙƷǱǌ¡ 

出典：環境省ホームページ 

 

ӣ È É 

ǡÔ Õƿ ūÈ2024É Ū Ǟ ǈǿǱǊǒ¡ 

Ǣ  Ǟ ǘǀ  ǡ ǡ ƾǗ

ǝ ȅ ǾǒǴ  ƾǗ ǝ ǡ ǝǜȅ ǴǾǵǡǚǌ¡ 

ǚǢ Ô Ǧ ǡ ╗ ╗ ǡȏȐɔȼºȍɜș½ Ʒ ǡ Õǡ

ȅ ǡ ∞ǡ ǛǊǙ ǅǙƷǱǌ¡ 

  ǒǔƿ ǊǙƷǾ   ǡ  ꜠ ǛƷƹ ǡŨǗǡ

Ǟ Ǌ Ô ÈȶȍȪɌºɆȡȯȌȿÉÕ Ô ÈȔºɅɜȴɎºȱɒɔÉÕ Ô

ÈȞºȖɎɒºȑȜȷɈºÉÕǡ ǡ  Ƞȳȡºּט ǞǻǖǙÔ

Õǡ ȅ ǔ ǊǙƷǱǌ¡ 
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ᶫ ɵ ṑ ǯȤȥɩɑɶȢɱȮɵ ǵ ǯǵ ͜ 

出典：「環境白書/循環型社会白書/生物多様性白書（令和６年版）」（環境省） 

 

 

Ӥ ũ ╜  

ƾǝ ȅ Ǌ  ǡ ǫ ǊǙƷǂǒǴ ǝ   ǡ

ȅ ǊǙƽǽ  Ǣ Ū ȅ ǛǊǒ Ǡ 10 ǛǊǙƷǱǌ¡ 

ǡ ǝ ƻ Ǣ  ǞƽǄǾ ǡ טּ Ǧ ȅ ǽ

ǂ ȅ ǱƻǾǛǛǵǞ  ǡ ȅ Ǟ ǌǾǆǛȅ ǌ SDGsǡ ƻ

ǵ ǊǝƿǼ סּ ǝ ȅ ǊǙƷǱǌ¡ 

ǡ ȅÔ ƾǚ ƵǾ ƿ Ǽǿ  סּ ǚ Ǜ Ǌǒ ÕǛ

Ǵ Ô ǡ Õ Ô Ǜ ǌǾ ǡ Õ Ô ǡ Õ Ô ǝ

╓ ǡ Õ Ô Ț◑ǝǜǡ ǡ Ǜ ÕǡŪǗǡ ȅ Ǌ ǐ

ǡ Ǟ ǄǙŭǗǡ ǡ Ǟǻǽ ȅ ǊǙƷǱǌ¡ 

 

ᶍ ᶍ  

דּ  טּ ᶒ ꞌ ᶍ  

 ╓ ᶍ  

 ᶍ  

 ᶄᵮᶩᶍ  

 ᶍ ᶇ סּ ᶉ  

 ᶆ ᶞᶧᵣ ᶇ  

 ᵫ ᶒ ᵸᶪᵲᶇᶊᶧᶪ ᶍ  

 ᶍ ᶇ ᶍᵾᶠᶍ ᶍ  
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ŧ-Ũ ǡ Ƿ ǡ  

ŧ ǡ ǡ ȅ∙ּזǞ ǊǱǌ¡ 

Ǣ  ŪÈ2023É ǚ ŬÈ2025É Ǳǚǡ ȅ ǊǙƷ

Ǿ ǢøǛǊǙƷǱǌ¡ 

ȅ ǚǀǙƷǝƷ ǞǗƷǙǢ  26È2014É Ǜ Ǌǒ ȅ

╠ǚ Ǌ  ǊǙƷǾǵǡǢ   ǊǙƷǾǵǡǢ ǛǊǙƷǱǌ¡ǈǼǞ 

ǚǀǝƾǖǒǛ ƻǼǿǾ ╣ǞǗƷǙǵ ǊǙƷǱǌ¡ 

ŦƾǼŨǞ ǌǾ 11 ǡƹǔ  ǊǒǡǢŬ   26È2014É

ǻǽ ǊǒǵǡǢŧ   Ǣŧ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

 

Ŧ ƾǝ ǡ ǲȅ ǽǝƿǼ ǊǱǌ 

ŦǞ ǌǾũ ǡƹǔ  ȅ ǊǒǡǢŧ   26È2014É

ǻǽ ǊǒǵǡǢŧ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

環境指標 Ｈ26年度末 Ｒ５年度末 
Ｒ７年度 

までの目標 

達成 

状況 
目標への進捗状況 

 

( Ⱨ

)  

62.0ð 60.9ð 58.0ð ø 

Ǣ ǛǝǖǙƷ

Ǳǌƿ  Ū ǚ

ȅ ǊǙƷǾ¡ 

Ǟ Ǌ

ǙƷǾ ǡ  
79.3ð 85.2ðăŦ 82.0ð ø 

Ǟ ǊǙƷǾ

ǡ Ǣ Ũ ǚ

ȅ ǊǙƷǾ¡ 

 44.6ha 37.7ha 29.6ha  

Ǣ Ǟ

Ƶǽ  ǢƵǾǵǡǡ 

Ū ǚǢ Ǟ

ǖǙƷǝƷ¡ 

→新規就農者がいる一方で高

齢化等による離農者が増加

していることが要因と考え

られます。 

ǡ טּ
ăŧ 

70.2 t - CO2 

(Ž25 (וֹ  

65.2 t - CO2 

(ƇŨ (וֹ  
58.0 t - CO2  

טּ Ǣ

ǞƵǽ  ǢƵǾǵǡǡ 

Ū ǚǢ

Ǟ ǖǙƷǝƷ¡ 

→排出量削減のための取組等

について、周知が不足して

いることが要因と考えられ

ます。 

ăŦ Ū Ǣ ȋɜȚºȱ ǞǗǀ  Ũ ǡȰºȨǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

ăŧÔ ǡ טּ ÕǞǗƷǙǢ  ȰºȨǞǻǾǵǡǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

  Èhttp://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/su ikei.html É  
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ŧ ǝ ȅ┐ Ǌ ǈǼǞ ǈǎǱǌ 

ŧǞ ǌǾŪ ǡƹǔ  ȅ ǊǒǡǢũ   26È2014É

ǻǽ ǊǒǵǡǢŦ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

環境指標 Ｈ26年度末 Ｒ５年度末 
Ｒ７年度 

までの目標 

達成 

状況 
目標への進捗状況 

 
270  

(Ž27 )  
178  240  ø 

Ǣ  Ū

ǚ ȅ ǊǙƷ

Ǿ¡ 

ǝ ƿ

ǒǿǙƷǾǛ

ƹ ǡ  

78.8ð 81.2ðăŦ 81.0ð ø 

ǝ ƿ ǒǿǙƷ

ǾǛ ƹ ǡ Ǣ 

Ū ǚ ȅ

ǊǙƷǾ¡ 

ǀּק  
9.8ð 

(Ž25 )  

6.4ð 

(ƇŪ )  
12.8ð ø 

ǀּק Ǣ Ū Ǟ

ƽƷǙ  ȅ ǊǙƷ

Ǿ¡ 

1 Ŧ ǒǽ 

Ǉǲ  
836.5g/  732.4 g/  772.0 g/  ø 

1 Ŧ ǒǽǇǲ Ǣ 

Ū ǚ ȅ

ǊǙƷǾ¡ 

Ǉǲǡ Ǟ 

ǽ ȆǚƷǾ

ǡ  

82.1ð 79.6ðăŦ 90.0ð  

Ǉǲǡ Ǟ ǽ Ȇǚ

ƷǾ ǡ Ǣ  26

ǻǽǵ ǂǝǖǙƽ

ǽ  Ū ǚǢ

Ǟ ǖǙƷǝƷ¡ 

→分別取集に関する市民の意

識が低下していることが要

因と考えられます。 

ăŦ ũ Ū Ǣ ȋɜȚºȱ ǞǗǀ  Ũ ǡȰºȨǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

 

Ũ ƾǝ ǝ ȅ ǫ╥ǀ ǃ ȅ ǴǱǌ 

ŨǞ ǌǾŧ ǡƹǔ  ȅ ǊǒǡǢŦ   26È2014É

ǻǽ ǊǒǵǡǢŦ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

環境指標 Ｈ26年度末 Ｒ５年度末 
Ｒ７年度 

までの目標 

達成 

状況 
目標への進捗状況 

ǚǡ

╔ǛǊǙǡ

 

29  142  44  ø 

ǚǡ ╔Ǜ

ǊǙǡ Ǣ  Ū

ǚ ȅ Ǌ

ǙƷǾ¡ 

Ǟ ǌǾ

 
412  327  420   

Ǟ ǌǾ

Ǣ  26 ǻ

ǽǵ ǂǝǖǙƽǽ  Ū

ǚǢ Ǟ

ǖǙƷǝƷ¡ 

→コロナ禍で活動を休止した

団体が活動を縮小または停

止したことが要因と考えら

れます。 
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ŧ-ũ ǡ Ǟ ǌǾ≥ Ƿ  

ȅ ǌǾǞƵǒǖǙ  ǡ Ǟ ǌǾ≥ ǞǗƷǙ ū ǞȋɜȚ

ºȱ ȅ ƷǱǊǒ¡ ǝ Ǟזּ∙ȅוֹ ǊǱǌ¡ 

 

ÈŦÉ Ǟ ǌǾ  

ǫǡ ȅǲǾǛ Ô ƿƵǾÕƿ 61.3ðǛ ǵ ǂ  ƷǚÔƵǱǽ ƿ

ǝƷƿ  ǡ Ǟǵ ǌǾ ǚƵǾǆǛǞǢ ǘƷǙƷǾÕƿ 30.4ð ÔǛǙǵ

ƿƵǽ  ƾǼ Ǟ Ƿ ȅǊǙƷǾÕƿ 6.2ðǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

 
 

ÈŧÉ Ǟ ǌǾ  

ŧ ǦȥɖȔºɅɜȠȯȌǡ ǡ ȅǲǾǛ ƷǍǿ

ǵÔ ǈǿǒ½ ǊǒǆǛȅ ǼǝƷÕǛǝǖǙƽǽ  ƿ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ 

 

  

74件

6.2%

737件

61.3%

366件

30.4%

17件

1.4%

9件

0.7%

とても関心があり、自分から積極的に情報収集

や勉強をしている

関心がある

あまり関心がないが、自分の生活にも関係する

問題であることには気づいている

自分の生活とは関係ないと思うし、関心もない

無回答

( 回答者総数=1,203人)

11件

0.9% 72件

6.0%

324件

26.9%

778件

64.7%

18件

1.5%
策定されていることを知っており、内容も大体

知っている

策定されていることを知っており、内容も少し

知っている

策定されていることを聞いたことがあるが、内容

はほとんど知らない

策定されていることを知らない

無回答

( 回答者総数=1,203人)

≪第２次守谷市環境基本計画の認知度≫

14件

1.2% 73件

6.1%

242件

20.1%

857件

71.2%

17件

1.4%

表明したことを知っており、内容も大体知っている

表明したことを知っており、内容も少し知っている

表明したことを聞いたことがあるが、内容はほとん

ど知らない

表明したことを知らない

無回答

( 回答者総数=1,203人)

≪ゼロカーボンシティの表明の認知度≫
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ÈŨÉ ǡ ǞƽǄǾ  

ǡ ǞƽǄǾ ȅǲǾǛ Ô( 1) Ƿ ǡ ǡ ƾǈÕ Ô( 2) ǡ

Ƿ ǡ ǝ ǡ ƾǈÕ Ô(7) ǡǀǿƷǈÕƿū ȅ ƻǙ ƿ ǂǝǖǙ

ƷǱǌ¡ ǚǢÔ( 3) Ƿ ǡ ǡǀǿƷǈÕƿ ŧ ǚǌƿ  Ǟ Ʒ Ǜ

ǝǖǙƷǱǌ¡ ǂǡ ǚÔǜǔǼǚǵǝƷÕǡ ƿ ǂǝǖǙƷǱǌ¡ 

 
 

ÈũÉ ǡ Ƿ Ǟ Ǆǒ  

ǡ Ƿ Ǟ Ǆǒ ȅǲǾǛ Ô Ƿ Ⱨ ǡ ǝ ǡ ǈÕ

ƿ 40.2ðǛ ǵ ǂ  ƷǚÔǇǲǡ Ƿ ǡ Õƿ 32.4ð Ô Ǟ Ǌǒ

ǡ Õƿ 27.5ð Ô Ƿ ǡ ǡǀǿƷǈÕƿ 27.3ðǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

  

68.7%

67.2%

21.1%

30.8%

57.6%

57.3%

61.9%

22.9%

52.0%

14.3%

18.3%

12.9%

7.5%

5.5%

7.6%

19.5%

7.3%

13.9%

14.2%

5.6%

7.2%

14.4%

14.8%

13.3%

11.6%

12.5%

23.1%

22.4%

56.2%

58.4%

26.0%

25.6%

30.2%

66.6%

31.3%

67.7%

65.2%

72.1%

76.5%

2.7%

2.8%

3.2%

3.5%

2.5%

2.9%

2.3%

3.2%

2.3%

3.2%

3.2%

3.4%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

( １) 森や草地等の緑の豊かさ

( ２) 街中の草花や樹木等の身近な緑の豊かさ

( ３) 川や沼等の水のきれいさ

( ４) 野生動植物の種類の豊かさ

( ５) 地域の静けさ

( ６) 道路や公園等の身近な生活空間の清潔さ

( ７) 空気のきれいさ

( ８) 歴史や文化の保全状況

( ９) ごみの回収や再利用の状況

(10) 環境に配慮した開発の状況

(11) 環境教育・学習の機会の充実

(12) 継続的な管理がされた農地の状況

(13) 設備や建物等の省エネルギー化や

再生可能エネルギーの活用状況

満足 不満 どちらでもない 無回答

( 回答者総数=1,203人)

22.9%

25.2%

27.3%

7.0%

20.3%

40.2%

10.5%

7.1%

32.4%

27.5%

19.0%

11.1%

18.5%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

森や草地等の緑の豊かさ(n=275)

街中の草花や樹木等の身近な緑の豊かさ(n=303)

川や沼等の水のきれいさ(n=329)

野生動植物の種類の豊かさ(n=84)

地域の静けさ(n=244)

道路や公園等の身近な生活空間の清潔さ(n=484)

空気のきれいさ(n=126)

歴史や文化の保全状況(n=85)

ごみの回収や再利用の状況(n=390)

環境に配慮した開発の状況(n=331)

環境教育・学習の機会の充実(n=228)

継続的な管理がされた農地の状況(n=134)

設備や建物等の省エネルギー化や再生可能エネルギーの活用状況(n=223)

無回答(n=51)

( 回答者総数=1,203人)
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ÈŪÉ ǌǬǀ  

ǌǬǀ ȅǲǾǛ Ô↨ ǝ ǼǊȅ ǾÕƿ76.6ðǛ ǵ ǂ 

ƷǚÔ ǈǿǒ ȅ ǽ  ƾǝ ȅ ǗÕƿ 71.4ð ÔǇǲ Ǜ ȅטּ

ǌǾÕƿ 64.4ð Ô ╔ ȅ ǌǾÕƿ49.5ðǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

 
 

ÈūÉ ǡ≥ ȅ Ǳƻǒ ǝ  

ø ǫǡ Ǣ ǂǝǖǙƷǱǌƿ  ǷȥɖȔºɅɜȠȯȌǡ

ǡ ǡ ǞƽǄǾ ƿ Ʒ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

ø ǝ Ǟ ǌǾ Ƿ Ƿ Ⱨ ǡ Ǟ ǌǾ  Ǉǲ ǡ

ǞƽǄǾ Ǣ ǂǝǖǙƷǱǌƿ  ȑȶɔȗºּטǷ סּ ȑȶɔȗº

ǡ ǡ Ƿ ╔ Ǟ ǌǾ Ǣ Ʒ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

øÔ Ƿ Ⱨ ǡ ǝ ǡ ǈÕǞǗƷǙǢ ƿū ǂǝǖǙƷǱ

ǌƿ  ǡ Ƿ Ǟ Ǆǒ ǛǊǙǵ Ʒ ǛǝǖǙƷǾǒǴ  ǡ

ƿ ƷǛ ƻǼǿǾ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

øÔÈŪÉ ǌǬǀ Õǡ Ǜ Ũ ǡŪ ȅ

ꞌǈǎ ּז ǡǻƹǞ ǙǢǴǙ ƻǾǛ  Ǣ  

  ȅ ǌǬǀ ǛǊǙƷǾǛ ƻǼǿǱǌ¡ 

 

（５）今後優先すべき環境施策 

≪市民アンケート≫ 
第３次環境基本計画の分野 

ǈǿǒ ȅ ǽ  ƾǝ ȅ ǗÈ71.4ðÉ  

Ǟ ƿ ǝƷȑȶɔȗºȅ Ǟ ǌǾÈ41.0ðÉ  

↨ ǝ ǼǊȅ ǾÈ76.6ðÉ  

Ǉǲ Ǜ ȅטּ ǌǾÈ64.4ðÉ  

╔ ȅ ǌǾÈ49.5ðÉ 

Ǟ Ǌǒ ǡ ȅ ǅǾÈ31.0ðÉ 
 

  

71.4%

41.8%

76.6%

64.4%

49.5%

31.8%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

残された緑を守り、豊かな自然環境を保つ(n=859)

環境に負荷が少ないエネルギーを有効に活用する(n=503)

安全・快適な暮らしを守る(n=922)

ごみ減量と資源化を促進する(n=775)

環境教育・環境学習を推進する(n=596)

環境に配慮した活動の輪を広げる(n=383)

無回答(n=34)

( 回答者総数=1,203人)
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ŧ-Ū ǡ  

ÈŦÉ  

ø Ǟ ȅ ǊǙƷǂǒǴǞǢ  ǝ È Éƿ Ȃǽ

ƷǝƿǼ ȅ ǊǙƷǂ ƿƵǽǱǌ¡ǊƾǊ  ǡ Ƿ

Ǟטּ Ʒ ǆǿǱǚǡ ǓǄǚǢ ƿ ǛǝǾǆǛƿ ƻǼǿǾǒǴ 

ǒǝ ǡ Ƿ╔ ǡ ȅ ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

ø ǡ ƾǼǲǾǛ  26È2014É ∙ ƾǼ Ǣ ǞƵ

ǽǱǌƿ  ǡ ƿטּ ǲ  Ǟנּ ǋǾּס ǵ ƻǼǿǱǌ¡ǐǡǒ

Ǵ  ǡ╔ Ƿ ǡ ȅ ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

ø Ƿ Ⱨ Ǜ ǌǾ ƾǝ ȅ ǊǙƷǂǒǴǡ ȅ ǌǾ

ƿƵǽǱǌ¡ 

ø ǲȅ ǌǾ Ƿ ǡ ǝ ǛǝǖǙƷǾ Ⱨ ȅ   Ǌ 

ǡƵǾ ǡ Ǟ Ǆǒ ȅ ǴǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

ø ǡǲǔǷ╛ ║    ǐǡ ǝǜȅ Ǟ  ǡ

ƵǾ ȅǗǝǃ ȅ ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

ø Ƿ   ǡ Ƿ ǡǒǴ  Ƿ╜ ǡɕȬȲɓ

Ȣȱ ȅ Ǌǒ ȅ ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

 

ÈŧÉ  

ø ǝ ƿ ǒǿǙƷǾǛ ƹ ǡ Ǣ נּ ǛǝǖǙƽǽ  Ŭ

Ǳǚǡ Ǣ ǊǙƷǱǌƿ  ⱲƷǷ ⱧǞƽƷǙǇǲ ƿ ǊǙƷ

Ǿ ǵǲǼǿǾǒǴ  ɇȳº Ƿ טּ ǫǡ ȅ ǌǾ ƿƵ

ǽǱǌ¡ 

ø ╓ǞƽǄǾ Ƿ  טּ Ƿ ǡȜȢȱ נּ ǡ ╣Ǟǻǽ

ǀּקǡ ƿנּ ǈǿǙƷǱǌ¡ǐǡǒǴÔ ŧ קּ Õ Ǜ

Ǌ  ǀּקǡ №Ƿ Ǟ Ǆ  נּ Ǟ Ǆǒ ȅ ǴǾ ƿƵǽ

Ǳǌ¡ 

ø Ǣ  26È2014É ∙ ƾǼ ǛǝǖǙƷǱǌ¡

ǞǗƷǙǵ Ǡ ȅ ǒǊǙƷǱǌƿ  Ǟ ȅ Ʒ  ȅ

ǌǾǒǴǡ ȅ ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

 

ÈŨÉ  

øּק ƾǼ ǈǿǒǇǲ Ǣ ǛǝǖǙƷǱǌƿ Ǉǲ Ǣ

נּ ǛǝǖǙƷǾǒǴ  ǓǄǚǝǂ Ǟ ǊǙǇǲ ǫǡטּ ȅ

ǊǙǵǼƹǒǴǡ ȅ ƹ ƿƵǽǱǌ¡ 

øǇǲǡ Ǟ ǽ ȆǚƷǾ ǡ Ǣ ǛǝǖǙƽǽ  Ŭ Ǳ

ǚǡ ȅ ǌǾǒǴǞǢ ǝǾ ǝǇǲ Ǟ ǌǾ ȅ Ʒ 

ȅ ǊǙƷǂ ƿƵǽǱǌ¡ 
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ø Ǭ ǊǷ   Ǟǻǽּק ǞǻǾ ɖȢƿ ǊǙƷǾǒǴ 

ɖȢǡ Ƿ ǼǌǒǴǡ ȅ Ǜ ǊǙ Ǌ  ɖȢ Ǟ

Ǆǒ ȅ ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

ø סּ ǝ ȅ ǌǾǒǴǞ ŪƇÈRefuse¥ Ǿ Reduce¥  

Reuse¥  Repair¥  Recycle¥ Éǡ ȅ Ƿ   ƿ╗

ǛǝǖǙ ǽ ǳ ƿƵǽǱǌ¡ 

 

ÈũÉ  

ø ǡ טּ Ǣ ǛǝǖǙƷǱǌƿ 2050 ǱǚǞ טּ ǡ

ȅ ȥɖǞǌǾǆǛȅ ǌȥɖȔºɅɜȠȯȌǡ Ǟ Ǆ ּד ȕȢוֹ

ǡ Ǟ Ǆǒ ȅ╗ ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

ø ȑȶ Ƿ סּ ȑȶɔȗºǡ ȅ ǌǾǒǴ  ǡ ǷɆȯɜȠɌɔ

ȅ №Ǌ  Ǟꞌǋǒ ǡ ȅ Ǌ  Ǟ Ǆǒ ȅ

ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

ø ǞǻǾ ǡ ☼ Ƿ ǌǾטּ Ǟ ꞌǌǾǒǴ Șºɓɜ

șȠȐɔȨºǡ Ǟנּ Ǆǒ Ƿ ǝ  ȸȟºȲɇȬɀ ȅ

Ǌǒ ǡ וֹ ǝ ȅ ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

 

ÈŪÉ  

ø ǞƽǄǾ ╔ƿ ǊǙǀǙƽǽ  ǡשּ Ǟ Ȃǎǒ

╔ƿ ǴǼǿǙƷǾ╗ ǚ  ǡ ǝ ȅǈǼǞ ǌǾǒǴǡ ȅ

ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

ø Ǟ ǌǾ ǡ ╢ƿ  Ǌטּ ǡ Ƿ ǡ ƿטּ

ǈǿǙƷǾǒǴ  Ƿ ǡ Ǜ Ǌ  ǡ ⱱ

ȅ ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

ø Ǟ ǽ ǳ ǡ Ǟ ǌǾ ǡ ȅ ƹǝǜ  Ǜ

ȅǗǝǃ ǲǘǂǽȅ ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

ø ·ǝ Ǟ ╓ Ǟ ǽ ǳǒǴǞ  ǓǄǚǝǂ Ǜ Ǌǒ

ȅ ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡Ǳǒ  ǫǡ ȅ Ǟ ǊǙƷǾ ǡ

ȅ Ʒ  Ǟ ǖǒ וֹ ǝ ǡ Ǟ Ǆǒ ȅǌǾ ƿƵǽǱ

ǌ¡ 
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Ũ  ǡ ǱǊƷ  

 

Ǣ ╜ ǡ Ǟ∞ Ǌ  Ǜ Ǟ ǱǿǒǱǔǚǌ¡╗   ƾǼ 40

ȖɖɊºȱɔ ǛƷƹ ǞּנƻǙ  17 ǞǢǗǂǣȑȘȢɀɕȢƿ Ǌ

ǒǆǛǞǻǽ ƿטּ ǲ  ǛǛǵǞ ⱧǷ   זּ ǝǜ ƿ

ǈǿ  Ǟּז ǡ ǢǮǯ 100 ȺºȤɜȱǞ Ǌ  ǞǷǈǊƷǱǔǘǂǽ

ƿ ȂǿǙƷǱǌ¡ 

    ǡŨǗǡֿפ Ǜǐǡ Ǟ ƿǾ Ƿ   ǝ

ǜǞǻǽ ƾǚ ǼǊƷ ƿ ǈǿǙƽǽ ǐǆǞǢ ǵ ǂ ɊȩȔǷ

ɄȨɔǝǜȅ ǌǾǆǛƿǚǀ  Ǟ ǊǲǷǌƷ ǝ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

ǊƾǊǝƿǼ  ƾǝ ǞƵǨǿǒ פֿ ǝǜǞǢ  ǝƷ ǒǔǞǻǖǙ

ǙǼǿǒ Ǉǲƿ Ǽǿǒǽ  ǡ Ƿטּ Ǟ Ʒ Ǌǒנּ

ƿ ǡ ǛǝǾǻƹǝ ╓ǡ ƿ ǊǒǽǊǙƷǱǌ¡ǆ

ǡǻƹǝ Ǟ ǌǾ  Ǣוֹ ǡ ǒǔǞǓǄǚǝǂ  ǜǵǒǔǷ ǒ

ǔǛƷǖǒ ǡ Ǟ ǿǙǀǱǌ¡ 

ǒǔǢ  Ƿƾǚ ǝ ǼǊǷ  ǓǄǚǝǂטּ ƾǼǆǡ Ǟ ǈǿǒ

ƿǵǒǼǌ ǂǡ ǲ ǆǿǱǚ ƷǙǀǒ↨ ǚ ǝ ƿ ǊǒǱǔȅ 

ǡ Ǟ╥ǀ ƷǚƷǂ ƿƵǽǱǌ¡ 

ǆǡ ȅֹוǒǌǒǴ  ǝǜƵǼǹǾ ƿǐǿǑǿǡ ǚ

Ǌ  ╓Ƿ   ǝǜƵǼǹǾ ǞƽƷǙ  ǫǡ ǡ Ǟ ǴǝǄǿǣǝ

ǽǱǎȆ¡ ǞƽƷǙǢ  ǡǂǼǊǡ ǛƷƹ ǞƽƷǙ 

Ô ǞǷǈǊƷ ǡ Õƿ ǞƽǄǾ ǡǒǴǡ ǛǊǙ ǴǼǿǙ

ƷǾǒǴ  Ǟ ǌǾ ȅ╗ ǌǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

ǈǼǞ  ȅ ǋǒ  ƽǻǦ ǡ Ƿ ╗ ╗ ǡÔȏȐɔȼºȍɜ

ș½ Ʒ ǡ Õǡ ȅ ǌǆǛǵ ǴǼǿǙƷǱǌ¡ 

ǆǿǼȅ Ǳƻ  ǒǔǢ  ƾǝ Ǜ ǦǛƿ Ǌ  ǝ ƿּס ǝǱǔ

ǡ Ǟ Ǆ ∙ּזǡà ƿ ǌ ǱǊƷ áȅ ǅ  ȅ ǴǙƷǀǱ

ǌ¡ 

 

 

à ƿ ǌ ǱǊƷ  á 

ƾǝ Ǜ ǝ ǼǊȅ ǫǗǝǃǱǔ¤ǵǽǷ 

この地に残された自然がもたらす多くの恵みと、これまで築いてきた安

全で快適な生活が融合したまちを、未来の世代に引き継いでいきます。 
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ũ  Ǟ Ǆǒ Ǜ  

ũ-Ŧ ǡ  

à ƿ ǌ ǱǊƷ áȅ ǌǾǒǴǞ Ô Õ Ô

Õ Ô Õ Ô Õ Ô Õǡ Ǟ

ǗƷǙ  ǡ Ƿ ƾǼ ŪǗǡ ǛŮǗǡ ȅ Ǌ  ȅ

ǊǱǌ¡ 

ũ-ŧ ǡ  

 

 

  

【
守
谷
市
が
目
指
す
望
ま
し
い
環
境
像
】 

ƾ
ǝ

Ǜ

ǝ

Ǽ
Ǌ
ȅ

ǫ
Ǘ
ǝ
ǃ
Ǳ
ǔ
¤
ǵ
ǽ
Ƿ 

関連計画：第二次守谷市緑の基本計画 

関連計画：守谷市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画 

個別計画：地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

基本目標１ 豊かで誇れる自然を未来に守りつなぎます 

 方針１ 残された緑を守り、豊かな自然環境を保つ 

 方針２ 生物多様性の保全に取り組む 

基本目標２ 健康で安心して暮らせる環境を守ります 

 方針３ 安心・快適な暮らしを守る 

 方針４ 地域環境の保全に取り組む 

基本目標３ 無駄なく資源が循環するまちを目指します 

 方針５ 循環型社会づくりを推進する 

基本目標４ 地球にやさしい脱炭素のまちを目指します 

 方針６ 地球温暖化対策を推進する 

 方針７ 気候変動への適応に取り組む 

     ※「地域気候変動適応計画」の内容を含む 

基本目標５ 環境行動が活発なまちを目指します 

 方針８ 環境教育・環境学習を推進する 

 方針９ 環境意識の連携・活性化を進める 
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Ŧ ǈǿǒ ȅ ǽ  ƾǝ ȅ Ǘ 
取組１ 緑地や斜面林の保全と活用の推進 取組３ 里山の保全と活用 

取組２ 公園や街路樹の整備及び適正管理 取組４ 農地の保全と活用 

ŧ ǡ Ǟ ǽ ǳ 
取組１ エコロジカル･ネットワークの形成 取組３ 希少生物の保護と保全 

取組２ 緑地の保全と活用 取組４ 外来生物の侵入防止と根絶･抑制 

 
Ũ ↨ ǝ ǼǊȅ Ǿ 

取組１ 生活マナーの向上と環境美化活動の推進 取組３ 人と犬･猫が快適に共生する社会づくりに向

けた取組の推進 取組２ 空き家問題対策の推進 

ũ ╓ ǡ Ǟ ǽ ǳ 
取組１ 騒音･振動、悪臭対策の推進 取組３ 化学物質の総合的なリスク対策 

取組２ 水質の監視観測 取組４ 放射能に対するモニタリング調査の実施 

 
Ū ǘǂǽȅ ǌǾ 

取組１ ごみ減量化の促進 取組４ 資源物回収、ごみ資源化の普及啓発 

取組２ ごみ分別の取組促進 取組５ ごみの５Ｒへの取組に対する市民･事業者の

参画促進 取組３ 食品リサイクル堆肥化事業への参加促進 

及び食品ロス削減の推進 

 
ū ּד טּ ȅ ǌǾ 

取組１ 再生可能エネルギーの導入推進 取組３ 市( 行政) の省エネルギー化に向けた率先行動

の実施 取組２ 省エネルギーの導入推進 

Ŭ ǫǡ ꞌǞ ǽ ǳ 
取組１ 土砂災害や洪水等の危険箇所の周知及び災害 

防止策の実施 

取組３ 自然環境や農業への影響に関する対策 

取組２ 健康被害への対策推進   

 
ŭ ╔ ȅ ǌǾ 

取組１ 環境教育及び環境学習の推進 取組３ 市内の良好な自然に関する情報の発信 

取組２ 自然観察･体験の場の機会提供   

Ů ≥ ǡ ȅטּ ǴǾ 
取組１ 市ホームページや広報もりやなどを活用した情報発信  取組３ 事業者による環境配慮活動の促進 

取組２ 活動団体や環境ボランティア等への活動支援 取組４ 近隣自治体等との連携 

 

or Ȝɒɉȅ  
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Ŧ ƾǚ ǿǾ ȅ Ǟ ǽǗǝǁǱǌ 

È É 

þ ǡ  

ǡ☼ Ǟǻǽ  50 ǡ ǡ ǡ Ǣ  1,000 ǡ

ǝǂǛǵ  ƵǾƷǢ ǡ ǚ Ȇǚƽǽ  ǝ ȅ ǋǝǄǿǣ 

Ǟּנ ǌǾǛ ǈǿǱǊǒ¡Ô ǡ ƿ ƷÕǛǈǿǾ Ǣ Ŧ ƾǼ

ǊǙ 2,000 Ǌ 44,016נּ Ǟ ǩǛƷƹ ƿוֹ ǈǿǙƷǱǌ¡ 

קּ 2023- 2030ǚǢ 

Ǜ ǡÔŧǗǡ

Õǫǡ ꞌ ȶȍȪɌºɆȡ

ȯȌȿ Ǟ Ǆǒ ǡ

ȅ ǊǙƽǽ ǈǼǞ 30by30

ǡ ǡ Ǟǻǽ ǝ ȅ

Ǌ  ǡ ǲȅ┐  

ȅ ǽ ƾǌ ȅ Ǌ

ǙƷǂǆǛȅ ǅǙƷǱǌ¡ 

 

出典：令和７年版環境白書･循環型社会白書･生物多様性白書（環境省） 

 

 

  

ǡ  

        30 by 30  

国では、2030年までに、陸と海の 30％以上を健全な生態系として効果的に保全しようとす

る「30by30（サーティ・バイ・サーティ）目標」を掲げ、国立公園等の保護地域の拡張と管理

の質の向上や生物多様性保全に貢献する場所（ＯＥＣＭ）の設定・管理に取り組んでいます。 

2030年までに国土の 30％以上を自然環境エリアとして保全することで、保護地域（国立公

園等）の更なる拡充･管理、保護地域以外の場所（社寺林、企業有林、企業緑地、里地里山等）

でＯＥＣＭの認定により、下図のような効果が期待されます。 

優れた自然環境を有する保護地域を核として、ＯＥＣＭ等を有機的につなぐことにより、生

物の生息・生育空間のつながりや適切な配置を確保する生態系ネットワーク（エコロジカル・

ネットワーク）の形成を推進するとともに、重要地域の保全や自然再生に取り組み、私たちの

暮らしを支える森里川海のつながりを確保することが重要です。 

 

ᶫ ɋȢȿɡɶɛȶɄȡɔǵ ꜠ᶫ 
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þ ǡטּ Ƿ ǝǜǞǻǽ  ǝ Ƿ ǡ ╔ Ǜ

ǝǾ ƿ ǊǙƷǱǌ¡ 

þ ǡ ǝǜǞǻǽ  ǡ ǡ ǝǜǡ ƿ ǼǿǝǂǝǖǙƷǱǌ¡ 

þ ǚ ǚƵǾȋɒȍșɇ ȤȋȔȝȚșɋ ȔȩɍȠ ȓȓȖɜȚȍȗ

Ș ȓȓȾȞɋ ƿ ǈǿ Ǳǒ ȖɐɜǷȳȕȑȭɔȷțȍȱȏ ǡ

ǵƵǽ  ǡǲǝǼǍ Ƿ ǫǡ☼ ƿ ǈǿǙƷǱǌ¡ 

þ Ƿ ǝǜǡ Ǟǻǽ  ȅ ǌǾ ǡ ƿℓּטǊ

ǙƷǱǌ¡ 

þ ╓ȜɈɎȴȯȌǡ Ƿ  Ǟǻǽטּ ╓ǡ Ƿזּ ǡ ƿנּ

ǈǿǙƷǱǌ¡ 

 

þ ǝ Ƿ ǡ ╔ ǛǝǾ ȅ ǾǒǴ  ƵǾ

ȅ ╥ǀ ǀ ǊǙƷǂǆǛƿ ǚǌ¡ 

þ ǡ Ʒ ǡ╔ Ƿ  ǡ ȅטּ Ʒ  ǡ ȅ ǖǙƷǂǆǛ

ƿ ǚǌ¡ 

þșɓºɜȍɜȾɒǡ ƻ ȅǈǼǞ ǈǎ ǝǱǔǘǂǽǫ ǌǾǛǛǵ

Ǟ ǈǱǉǱǝ ǡ ƾǼ סּ ǝǵǡȅ Ǌ  ǡ ǞǗǝǅǙƷǂ

ǒǴǡ ƿ ǚǌ¡ 

þ ƿℓּטǊ  ǡ ╔ ǛǊǙǡ ǡ ƿ ǌǾזּ ǿƿƵ

ǾǒǴ ǐǡ ȅ ǌǾǆǛƿ ǚǌ¡ 

þɃȬȱǛǊǙ ȂǿǙƷǒȋɒȍșɇ ƿ  Ǌטּ ǫǡ☼ ǝǜƿ ǈ

ǿǙƷǾǒǴ  ǫǡ Ƿ ǡ   Ǟ Ǆǒ ǡ ƿ

ǚǌ¡ 

 

 

№ 環境指標 
現状値 

( 令和６年度末)  

目標値 

( 令和 16年度末)  

１ 一人あたり公園・緑地面積 15.68 ㎡/ 人 18㎡/ 人 

２ 自然環境に満足している市民の割合※１ 83.5％ 85％以上 

３ 耕作放棄地面積 38.4 ha 29.6 ha 

４ 農地の集積率 55.57％ 60.0％ 

５ 公園等里親事業における参加団体数 71 団体 継続実施 

ăŦ Ǳǔǘǂǽ ȋɜȚºȱÈ ū ÉǻǽÔ 23 Ǟ ǊǙƷǾÕǛ Ǌǒ   

 

 

ǛǌǾ  
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Ŧ ǈǿǒ ȅ ǽ  ƾǝ ȅ Ǘ 

ǝ ǚƵǾ     Ƿ Ǟ ǌǾ ǝǜǡ ǡ

ȅ ƹǛǛǵǞ  ǡ ǡ ǞǻǾșɓºɜȍɜȾɒǡ Ƿ 

Ǟ Ǌǒ ǡ Ǟ ǄǒșɓºɜȱɒȢȱ ǡ ȅ   

  ǡ Ǟǻǽ Ǟ ǴǱǌ¡ 

Ǳǒ  ǡ נּ Ƿ  ȅ ƹǒǴǞ  ǒǝ Ʒ ǡ╔ Ƿ

ȅ Ǌǒ טּ ǝǜȅ ǊǙƷǀǱǌ¡ 

 

 

Ŧ Ƿ ǡ Ǜ ǡ  

¹ ǝ ǛǊǙ   שׁ    ǡ ȅ Ǌ  ǡƾȆ Ǟ

ȅוֹ ǌǾ ǝǜǡ Ǟǵ ǴǱǌ¡ 

¹ ȅ ǛǊǒ Ƿ ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ǡ ǚƵǾÔ ⱧƾǼ ǡǲǔ╗ Õǝǜ  ǝ

ǡƵǾȼȓȱºɀǡ┐ ȅ ǊǱǌ¡ 

ø ƿ ǌǾ ǞǗƷǙ  ǡ Ƿ ȅ╔ǳ ǛǊǙ ǌ

ǾǆǛȅ ǊǱǌ¡ 

 

ŧ ⱧǷ ǡ Ǧ  

¹ ǝ ǚƵǾ Ⱨ Ǳǔ ǲȅⱳ ǌǾ Ƿ ǝǜǡ ǡ Ǧ

ȅ ǽǱǌ¡ 

¹ Ⱨ ȅǢǋǴǛǊǒ Ǜǡ ǞǻǾ ⱧǘǂǽǷ  ǡ טּ

ȅ ǊǙ ⱱǊ  ǡ Ǟ Ǆǒ ȅ ǊǱǌ¡ 

 

Ũ ǡ Ǜ  

¹ ǝ ƿ נּ ǌǾ ƿ Ǟ ǴǼǿǾǻƹ  Ǜ ǡǒ

Ǵǡ ǲ ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ǡǒǴǡ ╓ǡ ȅ ǌ ǡ Ƿ ǡ   Ǧ╔

ǡ ⱱ ǡ ȅטּ ǽǱǌ¡ 

 

ũ ǡ Ǜ  

¹ Ǽǡ ≥ Ǟ ǘǀ ☺ǡ ȅ ǴǻƹǛǌǾ≥ ƵǾ Ƿ

ȅ ǄǻƹǛǌǾ Ǟ ǊǙ ǡ ⱱȅ Ʒ  ǡ Ƿ

ǡ Ʒ ╔ Ǟ ǽ ǲǱǌ¡ 

¹Ô Ǳǿǡ ÕǛ Ǌǒ ǡƅƇǞǻǽ  ȅ

ǊǙƷǂǛǛǵǞ  ȅ ǽ ǛǊǒ ╓ ȅ ƾǌ ȅ ⱱǊǱǌ¡ 

ŦǞƽǄǾ ǡ  

È Éǡ  
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¹ ǡǒǴǞ  ǒǝ ǡ Ʒ ǡ╔ Ƿ ȅ Ǌ

ǒ ǡטּ   ☺ ǡ ǝǜ  ǡ ȅ ǴǱǌ¡ 

¹ Ǟ ≡ȅ ƻǒǽ  Ƿ Ǟ ȅ ǯǌּס ǡƵǾ 

ǞǗƷǙǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

ƿ ǽ ǴǾǆǛ 

Ƥ⁸ǵ ṑͪЋǵ֝ ǲƲ ǲ֓қ ӲҘǠȒƳ 

Ƥᶽ᷂ Ƕ ǵͪЋ ρ˗ ǲӲҘǠȒǱǰƲ ᷂Ʋῇ ǱǰǵͪЋǲҟȈȒƳ 

Ƥ᷂ḢǵЏᶸǱǰǵ Ҳǲ ǲ֓қǞƲȆǰȑǲ Ǟȇ șṔȋǠƳ 

Ƥὤ↨ǮǵɕɧɱȽɶ ᶸȋȮɨɶɱȩɶɄɱǱǰǵƲ ǱȆǰȑșҍїǠȒƳ 

Ƥ᷂Ϸ ǵ Ǳ șϮϼ ǲ ЊǞƲ᷂Ḣǵ șꜘ ǠȒƳ 

Ƥ⁸ǵ ṑͪЋǵ֝ ǲƲ ǲ֓қ ӲҘǠȒƳ 

Ƥ˗ ᷂Кǵ ӓǲ֝ȑ ȇƳ 

Ƥ ș Ǎ ǲǶƲ ṑǵͪЋ ҍ ǲӦѝ ǠȒƳ 

Ƥ᷂Ϸǵ ș ͑ǠȒǱǰƲ᷂ ᷂ ș֝ȑЊȓƲ᷂Ϸǵ șꜘ ǠȒƳ 

        Ô Ǜ Õ 

守谷城址から野鳥のみち周辺はまとまった緑地が残され、市民ボラ

ンティア等により自然と触れ合える環境として整備され、オオタカな

ど野鳥を観察することができます 

市の花である「やまゆり」は、かつては市内の至る所にありました

が、現在では自生地が少なくなりました。 

しかし「やまゆり公園」では、市民団体による実生からの育成管理

などにより広域的に群落を形成していたり、また、同地地区の斜面林

では、消滅が危惧されたやまゆりが森林ボランティアによる間伐管理

の結果、日照条件が改善し復活したりしています。 

都市開発でかろうじて残された湧水や小川周辺でも、市民による適

正管理が行われている場所では蛍を観察することもできます。 

守谷での大規模な開発は一段落しましたが、残された自然を守り未来につなぐために、市民

団体の役割はますます大きくなっていくと考えられます。 
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ŧ ǡ Ǟ ǽ ǳ 

ǒǔǢ  ǡ ǡּג ȅ ǄǙ ǊǙƷǱǌƿ  ǡ Ǜ ƿ

ǚǡ ǡ ȅ ƷǙƷǱǌ¡ ȅ ǊǙƷǂǒǴǞǢ 

ǞƽǄǾ ǡ ǡ Ǟּנƻ  ǡ ╔ ȅ ǌǾǝǜ  ǡ

ǡ ȅ ǽ  ǡ ȅ┐ ǊǙƷǂ ƿƵǾǒǴ ǐǡ ȅ ǊǙƷǀǱ

ǌ¡ 

ǫǡ ǞƽƷǙǵ  Ƿ Ǜ ǊǙ  ǡ ȅ

№ǌǾǒǴ ȅ ǌǾǛǛǵǞ  Ǟ ƿ ǝ ǡ Ƿ

Ǟ Ǆǒ ȅ Ǜ ǊǙ ǴǙƷǀǱǌ¡ 

Ǳǒ  ǡǵǗ ╓ ȅ Ǟ Ǌ ǈǼǞ ╓ǡ ǚ ȅ ǽ╔Ǚ 

·ǝ ǝǜǛ ǊǝƿǼ  ǡ ǡ ȅ ǊǙƷǀǱǌ¡ 
 

 

Ŧ ȑȜɖȡȔɔ ȶȬȱɘºȘǡ  

¹ ǿǒ ȅ ǌǾ ǡǲǔǷ╛ ║    ǐǡ

ǝǜȅ  ǡ ÈȜȋȑɓȋÉǛǊǙ∞ ǘǄǗǗ  ǡ┌

ȅּס ǛǌǾǒǴ Ȝȋȑɓȋ ȅֿפ Ƿ ǝǜǡ ÈȜɓȲºÉǚ

ǈǎ  ǡƵǾ ȅǗǝǃȑȜɖȡȔɔ ȶȬȱɘºȘȅ ǊǱǌ¡ 
 

ŧ ǡ Ǜ  

¹ ȅ Ǟ ǌǾǒǴ  ǝ ǡ ǛǝǾ ǡ ȅ Ǌ 

ǡ ȅ ǽ  ǝ ƿ סּ╔ ǝ ǡ ȅ ǽǱǌ¡ 

øȑȜɖȡȔɔ ȶȬȱɘºȘ Ǟ Ǆ  ÈȜɓȲºÉǛǊǙ סּ ǝ

ǡ Ǧ ȅ ǽǱǌ¡ 
 

Ũ ǡ Ǜ  

¹ ǡ Ǣ ╓ ǞƽƷǙ ǝ ǚƵǾǒǴ  ǡ ǿ

ƿƵǾ ǡ ╔ ǞǗƷǙ  ɕȬȲɓȢȱǞ ꞌǊǒÖ╜ ɕ

ȬȲɓȢȱ×ȅ Ǌ  Ƿ ǝǜǫ ȅ ǾǛǛǵǞ  ǡƽǐǿǡƵ

Ǿ ǡ ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

ø ǡ ǡǒǴǡ Ƿ ǞǗƷǙ ⱱǊǱǌ¡ 
 

ũ ǡ Ǜ  

¹ ǡ Ǣ  Ƿ ǡǲǝǼǍ Ƿ Ǳǚ ǂℓ☼

ȅ ǯǌǒǴ  Ǟ ǌǾ≥ ȅ ǽ  ǡ Ǜ

ȅ ƷǱǌ¡ 

ø ǞǻǾ ȅ ǌǾǒǴǡ ǡ ȅ╥ǀ ǀ Ǌ 

ȅ ǽ  ȅ┐ ǊǱǌ¡  

ŧǞƽǄǾ ǡ  

È Éǡ   
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ƿ ǽ ǴǾǆǛ 

Ƥ ẉ ǵͪЋǵⱳר șר ǞƲͪЋ Ҳǲ ǲ֓қǠȒƳ 

Ƥ ό̝ǲ֓қǠȒǱǰƲ᷂Ḣǵ Ǳ ṑȋ ǔȉǵǲ Ⱳș ǨƲ ẉ

ǿǵר ș ȈȒƳ 

Ƥ ẉ ǵͪЋǵⱳר șר ǞƲẆ ǵ֝ȑ ǋǲӦѝ ǠȒƳ 

ƤẆ ǵ ǲׄǘǭƲ ǵ ȋ ǲӲҘǠȒƳ 

Ƥ ẉ ǵͪЋǵⱳר șר ǞƲͪЋ Ҳǲ ǲ֓қǠȒƳ 

Ƥ ẉ șͪЋǠȒ⁸ר Ҳȋ ֝ ș ǠȒƳ 

Ƥᶽ᷂ ǵ ǶƲ ẉ ǵͪЋר ҍ ǲӦѝ ǠȒƳ 

ƤẆ ǵ ǲׄǘǭƲ ǵ ȋ ǲӲҘǠȒƳ 

ǞǻǾנּ          

平成４年から５か年にわたって、市全域の自然調査( 植物･昆虫･

鳥類の３分野) が行われ、「もりやの自然誌」がまとめられました。 

この調査の最大の特徴は、各分野の専門家に加えて、市民ボラン

ティアを公募し調査を実施したことです。そのため、調査は限られ

た地域･期間にとどまらず、広域での植生精密調査や、移動する昆

虫･鳥類の同時多数地点、長期間にわたる調査を行うことが可能と

なりました。 

この調査活動を通じて市民の環境意識が向上した結果、里山保全

など多くのボランティア活動が自然発生し、それが、現在の守谷の

豊かな自然につながっていくこととなります。 

        ǡ ÔȋɒȍșɇÕ¤ ÔȍȷȠȠÕ 

特定外来生物のひとつに「アライグマ」がいます。アライグマ

は、主に昭和 50年代にペットとして輸入されたものが野生化し、

近年では農作物への被害や建物内への侵入など、わたしたちの身

近な生活に大きな影響を与えています。 

市では、「アライグマ」の防除対策を進めています。猟友会の

協力により結成された「鳥獣被害対策実施隊」（以下「実施隊」）

が、積極的な捕獲活動に取り組んでおり、市から市民の方にアラ

イグマ捕獲用の檻の貸し出しも行っています。 

実施隊では、外来生物以外にも、鳥獣被害防止計画に基づき「イ

ノシシ」などの有害鳥獣の捕獲を行っており、農作物被害の軽減

と良好な生活環境の維持に努めています。 
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ŧ ǚ↨ ǊǙ ǼǎǾ ȅ ǽǱǌ 

È É 

þ ƅŻŶƈ ǡּט  

ȾȬ טּ ǚƵǾƅŻŶƈÈɃɔȾɔȓɖȋɔȖɔּט ǦɆɓȾɔȓɖȋ

ɔȖɔּט ÉǢ  ǫǡȜɕȢȯɖºɔ ǡ   ƿȆ  ♫ Ǜǡ ƿ

ǈǿǙƷǱǌ¡ǐǡƹǔ ƅŻƄƈ ǦƅŻƄŶǞǗƷǙǢ 2024 ū Ǟ

↨ ≠╢ ƿǱǛǴǒÔ ȾȬ טּ ÈƅŻŶƈÉǞ ǌǾ ☼ לּ ÕǷ

ǞƽǄǾƅŻƄƈ ǦƅŻƄŶǞ ǌǾ וֹ ƿ ǈǿǙƷǱǌ¡ 

Ǳǒ ƅŻŶƈǛ ☼ ǡ ȅ ǼƾǞǌǾǒǴǞÔƅŻŶƈǞ ǌǾ

Õƿ ǈǿǾǝǜ ǡּש Ǟ ǘǀ  ǞǻǾקּ ƿ ǴǼǿǙƷǱ

ǌ¡ 

 

þ ǡ₲ Ǧ ǝ  

ǚǢ  ǡ₲ Ǧ Ǟ ǌǾ È 48 105 ÉǞ ǘǀ ɃȬ

ȱȠɐȬɀ ǡ Ǟ ǌǾ ȅ ƹǛǛǵǞ  ǡ Ǟ ǌǾ Ʒ

ȅ ǌǾǆǛǚ  ǡ₲ Ǜ ǝ ǡ ȅ ǖǙǀǱǊǒ¡ 

Ǳǒ  ǂ Ǟ ǡ₲ Ǜ ǝ ǞǗƷǙ ǌǾǒǴ  Ƿ

Ǜǡ ǡּז Ô ǜǵǵ ǵ╗ Ǟ ƻǻƹ  ǒǔǛ ÕȅȯºɇǞ  ₲

꞉ ǛǊǙȠɜɆȡȏɉǷ  ǞǻǾׁש ȿºȢ ǛƷǖǒÔǜƹǩ

Ǘ₲ ȾȐȢȯȌȹɔÕȅ ǊǒǮƾ  ǂǡ ǞƽƷǙǵ ·ǝ

ƿ ǈǿǱǊǒ¡ 

ǞǢ ₲ƿȆ ǡ↨ ǡ Ǟ ǌǾ ÈɃȬȱȾºȲ↨ Éǡ

ǞǗƷǙ  ȅ Ʒ  Ʒ ǫǡ ǊƷɃȬȱȾºȲǡ⅛Ʒ Ǟ ǌǾ ǡ

ǷɃȬȱȾºȲǡ↨ ǡ ȅ ǽǱǊǒ¡ 

  

ǡ  
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þ ⱲƷǷ Ⱨǝǜǚ ǇǲǷ ǀ  ǒǣǆǡ ƿ ǊǙƷǾ ƿ

ǼǿǱǌ¡ 

þ ǡטּ ǝǜ Ǟ ǌǾ≥ ȅ ǌǾǒǴǞ  Ǜǡ ǞǻǾ

טּ ȅ Ǟ ǊǙƷǱǌ¡ 

þ 56 È1981 É∙ Ǟ ƿ Ǌǂ  ǊǒǒǴנּ ƿ Ǌ 

ǀּקƿ ǌǾǆǛƿנּ ǈǿǙƷǱǌ¡ 

þ ǡ    וּ Ǣ  Ǡ ȅ ǒǊǙƷǱǌƿ ֿפ   זּ

Ǣ  Ƿ Ǟǻǽ ȅ Ǿ ƿוֹ ǙƷǱǌ¡ 

þ Ǟ ƹ ╗ Ǟǻǽ ƿ

Ǟ  ǊǱǊǒƿזּ ǡ     Ⱨ ǞƽǄǾ ǡ Ǣ

ǡ ǌ ǚƵǾ 0.23ɇȍȘɖȠºɂɔȱȅ Ǟּז Ǿ ǚ↨ ǊǙǀǱ

Ǌǒ¡ 

 

þ ⱲƷǷ Ⱨ Ǟ ǌǾɇȳº ȅ ǌǾ ȅ Ǟ ǌǾ

ƿƵǽǱǌ¡ 

þ טּ ǞǗƷǙǢ  ǂǡ ƿ ǌǾǆǛȅנּ Ǌ  ǞƽǄǾ

ȅǻǽ Ǟ ƹ ƿƵǽǱǌ¡ 

þ ǡ Ƿ  ǫǡקּ ꞌ  ǝǜטּ ǡקּ Ǜ ǝ ȅ

ǴǾǒǴǞ  ǡקּ № Ƿ  קּ ǡ Ǟטּ ǴǾ ƿƵǽǱ

ǌ¡ 

þ ǡ   וּ פֿ    זּ ǞǗƷǙ ǝɋȴȨɓɜșȅ

Ʒ  ȅ Ǿ ǞǢ  ȅ ǒǌǻƹǞ Ǟ ǽ ǳǆǛƿ

ǴǼǿǱǌ¡ 

þ ǡ Ǣ ǚ ǡ ǌ ȅּז Ǿ ǚ↨ ǊǙƷǱǌƿ  ȅ

╥ǀ ǀ ǖǙƷǂ ƿƵǽǱǌ¡ 
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№ 環境指標 
現状値 

( 令和６年度末)  

目標値 

( 令和 16年度末)  

１ 良好な生活環境が保たれていると思う市民の割合  77.4％※１ 80％以上 

２ 公害苦情受付件数 153件 129件以下 

３ 要請限度超過件数( 自動車騒音、振動調査)  ０件※２ ０件 

４ 狂犬病注射接種率 84.8％ 85％以上 

ăŦ Ǳǔǘǂǽ ȋɜȚºȱÈ ū ÉǻǽÔ 22 ƿ Ǟ ǒǿǙƷǾÕǛ Ǌǒ

 

ăŧ ū  Ū ǡ ǻǽ 

 

 

  

ǛǌǾ  

        ǚ ȂǿǙƷǾÔ Õ 

守谷市では、環境美化を目的としたボランティア団体を中心に、市民の方や町内会、企業な

どと協働で市内の清掃活動を実施しています。 

環境美化活動 

 ・活動日 ６月、９月、12月の第１日曜日 

・内 容 自治会・町内会を中心とした地域の方々

で、道路や公園等のごみ収集を行います。

市が管理している公園の樹木剪定、道路清

掃（路肩等の土砂撤去や簡単な除草作業

等）を行っていただいている自治会・町内

会もあります。 

その他にも、自主的に清掃活動を行ってくださる団体があります！ 

もりやをきれいにしよう会 

「守谷がさらに住みやすい街になるように、不法投

棄される場所を減らしたい」という思いから、市内の

交差点や高速道路の側道、公園等のごみ拾いを行って

います。 

・活 動 日 原則毎月第１土曜日※夏季冬季除く 

・活動場所 不法投棄が多い市内数ヶ所 

 （広報もりやに掲載 ※実施月の前月号） 

守谷駅前クリーンズ 

守谷駅前を市民自身できれいにし、守谷に訪れた

方々を歓迎する気持ちを表すとともに、市民及び守谷

駅を利用する方々のポイ捨て防止や環境美化に対す

る意識の向上を目的として、活動しています。 

・活 動 日 毎月第３日曜日 

・活動場所 守谷駅周辺 
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Ũ ↨ ǝ ǼǊȅ Ǿ 

ǗǂǣȑȘȢɀɕȢǡ Ƿ Ǟ ƹ ɇɜȠɐɜǡ

ǝ ǞǻǾנּ נּ ƿ ƷǙƽǽ  ƿ ¡ǊǙƷǱǌטּ Ǣ 

Ǟ Ǌǒ Ƿ ǡ ǛǛǵǞ  ƷǛ↨ǼǁǡƵǾ ȅ┐

ǈǎ  Ǜ Ǌǒ ǝ ƿ ǿǾ ȅ ǴǙƷǀǱǌ¡ 

ǈǿǒ ǀּקǢ  ǡɓȢȘƿ ǱǾǓǄǚǝǂ  ╓Ǟ ǌǾ

ǡℓּטȅ ǂ ǿƿƵǾǒǴ  ǀּקǡ Ƿ ȅ ǊǙƷǀǱǌ¡ 

Ǳǒ  Ƿ ǡ ╔ǞǗƷǙǢ ɔºɔǷɇȳºǡ ȅ ƹǆǛǚ  ∫ǡ Ǟ

ȅƾǄǾǆǛǝǂ ɃȬȱǛ Ǟ ǼǎǾ ǘǂǽǞ ǽ ǲǱǌ¡ 

ǐǡǮƾ  Ǟ ǈǿǙƷǾ  ɍȘɔȱȢɘɖºȣŧ ǡ   Ȣɇ

ºȱȍɜȨºȪȐɜȡǡ   ǡ Ǟǻǽ  ƾǼǡ

ǡ ƿנּ Ǳǿ ǐǿǞ ǖǙ ╛ ║ Ƿֿפ ǫǡ ∏ǡ

ƿנּ ǈǿǙƷǱǌ¡ 

 

Ŧ ɇȳºǡ Ǜ טּ ǡ  

¹ ɇȳºǡ Ƿ טּ ǫǡ ȅנּ ǌǒǴǡ ȅǊǱǌ¡ 

¹ Ǜ ǊǙ Ǉǲǡ ǡǒǴǡȺȱɖºɔǡ  Ƿטּ

ȅ ƷǱǌ¡ 

 

ŧ ǀּק ǡ  

ø ǡקּ ǡǲǝǼǍ Ǟ ǂ קּ ȅ ǌǾǆǛǚ  קּ ǡ

ȅ ǌǛ Ǟ  קּ ǡ ǡǒǴǞ  ȹɜȘǡקּ ǡ ȅ

ǽǱǌ¡ 

ø ƿ ǝ  Ǣקּ Ǟǵ ·ǝℓ☼ ȅ ǯǌǆǛǛǝǾǒǴ 

Ǟ Ǟ ǌǾ≥ ǡ ȅ ǾǒǴǡ ǀƾǄȅ Ʒ  קּ ǡ

Ǟ ǴǱǌ¡ 

 

Ũ Ǜ ƿ Ǟ ǌǾ ǘǂǽǞ Ǆǒ ǡ  

¹ ǚ ǄǼǿǙƷǾ Ʒ ǡ Ƿ ǡ ǞǗƷǙ  Ʉº

ɉɃºȡǷ ǵǽǷ ƈƃƈ ȅ Ǌ ȅ ǊǱǌ¡Ǳǒ ȋȴɇɔȏȐɔ

ȾȐȋÈ Éǡ ƾǼ  ƿǻǽ Ʒ ǛǝǾǻƹǞ ǽ ǲ ɃȬȱ

ǡ ╔ǡɔºɔǷɇȳºǡ ǞǗƷǙǵ ǊǙƷǀǱǌ¡ 

¹ ╓ǚ ǼǊǙƷǾ Ʒ ǡƷǝƷ Ǜǡ È ╓ Éȅ Ǌ  ǡ

Ƿ Ʒ ǡƷǝƷ ǡ ȅ ǌǾǒǴǞ  ₲ Ǜ

Ǌ  ǡ ȅ ǛǊǒƉƃƇ ȅ ǊǱǌ¡  

ŨǞƽǄǾ ǡ  

È Éǡ  
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ƿ ǽ ǴǾǆǛ 

ƤǛȆȋǦǷǚǵɛȢ ǭ ǔǦǷǚșǞǱǋǱǰƲɩɶɩȋɜɈɶșὃȒƳ 

Ƥ ₡ ǵʴǮ ǠȒ ȋ ҲǱǰǲǫǋǭ ǿǵ șⱲǓǘȒƳ 

Ƥ ѝǓ̮ȚǮǋȒ᷂Ḣǵ ƲȅǨǵ ӓ Ҳǲ ǲ֓қǠȒƳ 

Ƥꜝ Ǳ ṑșὃȒǦȈƲ̮ᾱȋ ᷂ș ǲ ǠȒƳ 

Ƥ᷂Ḫ̇ ǲ șǒǘǱǋȏǍǲ ̑șȉǪǭɘɁɆǯ ȐǠƳ ǶƲ ǵы

ș⸗ȓǡǲ ǍƳ 

ƤɘɁɆș ǍǯǔǶ ♥ȅǮ ̑șȉǪǭ ǠȒƳ 

Ƥ˗ ȋǤǵק ǵ ƲȅǨǵ ӓ Ҳǲ ǲ֓қǠȒƳ 

Ƥʥ ǵ ǲӲҘǞƲ ǞǦȐ ͜ ǲǠǗǲ ḸǠȒƳ 

Ƥ˗ ǵ┴ ȋ ǶƲק ǵ ǲ ǞǦȉǵǲǠȒƳ 

Ƥꜝ Ǳ ṑșὃȒǦȈƲ┴ ȋ ᷂ș ǲ ǠȒƳ 

        ÔƉƃƇ Õ 

守谷市動物愛護協議会では、市内における飼い主のいない

猫の不妊去勢手術を進めるため、手術費用に対する助成を行

っています。 

「野良猫が増えて困る、糞尿被害に困っている、子猫を保

護してほしい」など、飼い主のいない猫についての相談が寄

せられますが、全てに対応することは難しい状況です。さら

に、猫は繁殖力が非常に強く、子猫も殺処分の対象となって

しまうことがあります。 

このような問題への対応策として、守谷市動物愛護協議会では、野良猫の繁殖制限を目的と

したＴＮＲ活動を推進しています。 

ＴＮＲ活動とは？ 

猫を捕まえ（Trap）、不妊去勢手術をし（Neuter）、元の場所へ戻す（Return）ことにより、

殺処分をすることなく自然に野良猫の頭数を減少させ、トラブルを未然に防ぐ、人にも猫にも

優しい方法による活動です。 

★未手術の猫と区別するために、手術の際に片方の耳先をカットしま

す。カットした耳の形が桜の花びらに似ているため、「さくら猫」と

呼ばれます。（右写真参照） 

 

 

※詳細や注意点につきましては、守谷市ホームページをご確認ください。 
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ũ ╓ ǡ Ǟ ǽ ǳ 

וּ  ℓ   Ǧ ǡ ȅ №ǌǾǆǛǞǻǽ  ǝǜ

ǡ ȅ Ǟ ǌǾǛǛǵǞ  Ǌǒ ǞǢ ǝ ꞌȅ ǷƾǞ ƹǆǛǚ 

ǡ ȅ ǽ  ǝ ȅ ǊǱǌ¡Ǳǒ  ꜠ ǓǄǚǝǂ ǵ

╥ǀ ǆǌ ǞǗƷǙǵ ȅ Ʒ  ǝ ƿǚǀǾǻƹǝ ȅ

ƷǱǌ¡ 

ȅוֹ ɄºɉɃºȡ ǚ Ǌ Ǟ ƾǽǷǌƷ ǚ Ƿ ≥ ȅ

ƷǱǌ¡Ǳǒ  Ǟ ǊǙ ǡ ȅ ǌǾǆǛǚ  ǡ↨ ǡ

Ǟ ǴǱǌ¡ 
 

Ŧ ּו  ℓ ǡ  

¹ Ǟ ǾÔ וּ Õ Ô Õ Ôℓ ÕǞ ǘǂ ƿ

Ǟ ȂǿǾǻƹǞ  Ƿ Ǜ Ǌ  ǦƾǄǷ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹  ǞǗƷǙǢוּ ⱲƷǞƽƷǙ ȅ ƹǛǛǵǞ 

ǡɇȳº Ǟ Ǆǒ ȅ ƷǱǌ¡ 

¹ Ƿȓºȱȹȍǡ וּ ǞǻǾ ȅוּ ǌǾǒǴ  Ǜ Ǌ 

ȅ ǊǱǌ¡ 

 

ŧ ǡ  

פ¹ֿ ǡ ╓ǞƽǄǾ ǡ꜠ Ǧ זּ   זּ

  פֿ ȅ ǊǙ ǊǙƷǀǱǌ¡ 

¹ Ǟ ƹ ǝ ǫǡ ǦƾǄǷ ꜠ ǡ Ǟ ǽ ǲǱǌ¡ 

 

Ũ ּט ǡ ǝɓȢȘ  

¹ ƿ ǊǙƷǾ Ǜ Ǌ ּט ǞǻǾ ɓȢȘȅ ǌǾǒǴǡ 

ǞǻǾּט ǡ ǝ ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ƿ ǱǖǙƷǾƅŻŶƈ ǡ ǝּט ǞǗƷǙ  Ǟ Ǵ 

ǝ ȅ ƹǝǜ  ǡ ↨ ǞǗǝƿǾ ȅ ƷǱǌ¡ 

 

ũ Ǟ ǌǾɋȴȨɓɜș ǡ  

¹ ≠╢ ƿ ǌǾ ꞉ ǡɋȴȨɓɜșɆȢȱǚ

Ǟ ǈǿǾ ȅ  Ǜ ǊǙ ǊǙƷǀǱǌ¡ 

¹ɀɖɉȳºȲ ǡ ȅŨ￼ ǚ ŧ Ǌ ǐǡ ȅוֹ ǊǙƷǀ

Ǳǌ¡  

ũǞƽǄǾ ǡ  

È Éǡ  
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ƿ ǽ ǴǾǆǛ 

Ƥ Ҳ ǱǰǲȏȑƲ ǿǵ◙ ș֗ȃǜǱǋȏǍ șǫǘȒƳ 

ƤȦȱɇɧȢɔșὕ ǞƲẎ ǵԍᶦǯǱȒ Ҳ ǵ Ȫȷș ȐǠƳ 

Ƥ ₡ ǲǑǋǭ Ȁ Ǟȋ∕ șǤǵȅȅ ֥ǲ ǜǡƲֻ ҃ȉⱳ ̊ʣǲ̓

ȖǱǋȏǍǲǠȒƳ 

Ƥӓἶ ȋ ᾑר ǲ ǠȒ Ǟǋ ș ǲǫǘȒƳ 

Ƥ˗ ҲǒȐ ǟȒ Ҳǵ̭ ȋ ǵ ǲҟȈƲ ͜ ̉șὃȒƳ 

Ƥ ̉ș ὃǞƲ ὡ ǵ ṑʴǿǵ їș ѰǠȒƳ 

Ƥ˗ ǮȦȱɇɧȢɔșὕ ǞƲẎ ǵԍᶦǯǱȒ Ҳ ǵ Ȫȷș ȐǠƳ 

Ƥ ȋ ҃Ʋӓἶ ǵ̓ șᾜǱǖǠȒƳ 

        Ô ╗ ȷºɇȍȔºȏȌºȘÕ 

守谷市では、平成 22 年度から、地球温暖化防止を目的とした「市内一斉ノーマイカーウィ

ーク（マイカーでの通勤を自粛する週）」を実施しています。実施期間中、自家用車の代わり

に、公共交通・徒歩・自転車などを利用することで、市民・事業所・行政が一体となって、「環

境にやさしいまち」を目指す取り組みを行っています。（実施期間中、２日以上、自家用車の

利用自粛へのご協力をお願いしています。） 

★参加するメリット★ 

・二酸化炭素の排出量を削減して地球環境の保全に貢献！ 

・徒歩や自転車で移動して健康習慣が身につく！ 

・自転車や徒歩の場合は、ガソリン代が節約できる！ 

・交通渋滞を減らして誰もが暮らしやすいまちを実現！ 

【近年の取組状況（令和６年度までの状況）】 

■事業所 ■市役所職員 

  
※市役所職員の対象者数について、令和６年度から会計年度任用職員を含めて実施しました。 

※令和２年度から令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止としました。 
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Ũ ǝǂ ƿ ǌǾǱǔȅ ǊǱǌ 

È É 

þ ÈȞºȖɎɒºȑȜȷɈºÉǡ Ǟ Ǆǒ  

ǡ Ǟ ȅ ǄǾǛ ﬞ ÈEUÉƿ 2015 12 ǞÔȞºȖɎɒºȑȜȷ

Ɉº ȺȬȚºȡÕȅ Ǌ ǐǡ ǚ ǡ ȅ ǔ ǊǱǊǒ¡ ǛǢ 

Ô È סּ ǝ ȅ ǳ¡ÉǷ

ǡּל ȅ┐   Ǣ ǌǾǆנּ

Ǜǚ ǐǿǼȅ Ǟ ǌǾ

ȠȢȯɉÕǛǈǿ ǆǿǱǚǡ

¤ ¤ ǡ ¤

ǞǗǝƿǾ╗ ǡ

ƾǼ  סּ ǝ ǚ ȅ

¤ Ǟ ǌǾȠȢȯɉǡ

ƿ ǴǼǿǙƷǱǌ¡ 

出典：環境省 

þ ɀɒȢȪȬȘǇǲǡ  

ɀɒȢȪȬȘǢ↨ּלƾǗ ǚ ǝ ǚƵǽ  ǒǔǡ Ǟ Ǟ ǈǿǙ

ƷǾ╗ ǚ  Ʒ ǙɀɒȢȪȬȘǷɀɒȢȪȬȘǇǲǞǻǾ ꜠ ƿ ǝ

ǛǝǖǙƷǱǌ¡2022 Ǟ ǈǿǒ ǞƽƷǙ  ǞƽǄǾɀɒ

ȢȪȬȘ꜠ Ǟ ǌǾ ǡ Ǟ Ǆǒ≠╢ ȅ ǔ ǅǾ ƿ ǈǿǱǊǒ¡

źƊÈﬞ ÉǚǢ 2021 Ǟ ɓȞȍȘɔ ɀɒȢȪȬȘǞ ǌǾ ǡ ȅ

ǔ ǅǒǮƾ 2030 ǱǚǞǌǬǙǡ ȅ ǷɓȞȍȘɔּס ǛǌǾǆǛȅ

ǊǙƷǱǌ¡ 

 

þ  

ǡ ǡ ǦɆȍɜȱǛǊǙǢ ӡ ǡ Ǟ ǄǙ

¤ ȅ ǴǾ ȅ╗ Ǜ  ǌǾǒǴǞטּ ÈȞºȖɎɒºȑȜȷ

ɈºÉǫǡ┌ ǡ  Ӣ ǡȲɒȍȼɜșȾȒºȢǛǝǾÔ Õǫ

ǡ┌ ǞǻǾ   ǡ   ꜠ ǡ ȅ Ǌ 

ǡ  טּ ↨    ǐǊǙ ǡ Ʒ ǼǊǡ  ӣ ǞȂǒǖǙ

ǡ Ʒ ȅǵǒǼǌÔ ǒǝ Õȅ ǈǎ ÔȏȐɔȼºȍɜș/ Ʒ ǡ Õǡ

ƿƵǽǱǌ¡ǆǡӡ ӣǡ ǡǵǛ  ǡ ǚǢ  ǫǡ┌ ȅ

ƿ╗ ǛǝǖǙ ǽ ǳǬǀ ǝ Ǜ ƻ  Ǟ Ǆǒ

ǡ ȅ ǽǱǛǴǒ קּ ǛǊǙ ƿ ǈǿǱǊǒ¡ 

  

ǡ  
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出典：環境省 

ᶫ ⱦ Ḍ ̝◐ ǵɇɧȢɑɱȮɓȧɶȷǵȢɟɶȶ 

 

þ Ū ǞƽǄǾּק Ǉǲǡ Ǣ15,067ȱɜǛǝǖǙƽǽ  Ǜǝǖ

ǙƷǱǌ¡Ǳǒ Ŧ Ŧ ǒǽ ǵ ŧ ∙ Ǟ Ǌ  Ū

ǚǢ585g/ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

þ ǡ ǡ Ƿ  Ƿȼɜ ǝǜǡ ǐǡǵǡǡ ƿ ǊǙƷ

ǾǒǴ  ǡ טּ Ǣ 24 ∙ ǛǝǖǙƽǽ  Ū ǡ

È   Éǡ טּ Ǣ17.5ðǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

þ ǇǲǞǗƷǙ  20 ƾǼ ɓȞȍȘɔ טּ ȅ Ǌ  טּ

ǫǡ ƿ  ǊǱǊǒƿנּ ǢִיǣƷ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

þ  ɓȪȏɉȍȓɜ ȅ Ǌǒ ƿ ǛǊǙ ǈǿǾ ǚ אל

ƿ Ǌ  ǐǡǵǡǫǡ Ǟּנƻ  ƿ ǾǆǛǞǻǾ ☼ ǡ

Ƿ  ȅ ǌǾ ǐǡǵǡǫǡ☼ ƿ ǈǿǙƷǱǌ¡ 

 

þǇǲǡ ǞǗƷǙǢ  ∙ Ŧ Ŧ ǒǽ ƿ נּ Ǜǝ

ǖǙƷǾǒǴ  Ƿ ǡ ǝǇǲ ǡ ȅ ǴǾǛǛǵǞ 

ƿ ǊǙ ǽ ǳǆǛƿ ǚǌ¡ 

þǇǲ ǞǻǖǙǇǲǡ ǷɓȞȍȘɔƿטּ ȆǚƷǾǆǛȅ ǊǙǵǼƹǒ

Ǵ  ǞǻǾ ƿ ǴǼǿǱǌ¡ 

þ ɓȞȍȘɔ טּ ȅ  ǈǎטּ נּ ȅ ǷǌǒǴǡƅƇ ƿ ǴǼ

ǿǱǌ¡ 

þɓȪȏɉȍȓɜ ƿǜǡǻƹǝ Ǟ ǈǿǙƷǾƾ ȅ Ǟ Ǌ 

ǫ ǝ ȅ ƹǆǛƿ ǴǼǿǱǌ¡Ǳǒ אל ǡ ╣Ǜǝǽ  ǡ

Ǉǲ¤ ǡ   ƿ ǌǾ Ǟ ȂǎǙ  אל ǞǗƷǙǵ ≥

ȅ ƹ ƿ ǴǼǿǱǌ¡ 

  

 

 



 

55 

 

№ 環境指標 
現状値 

（令和６年度末） 

目標値 

（令和 16年度末） 

１ １人１日当たりのごみ排出量 730 g/ 人日 650 g/ 人日 

２ 生ごみ堆肥化事業参加世帯数 5,747 世帯 6,096 世帯 

３ リサイクル率 16.3％ 20％以上 

 

 

  

ǛǌǾ  

        ȤɜȨºǚאל ƿ È ū 12 É 

令和６年 12 月９日に常総環境センターで火災が発生しま

した。 

この施設は、守谷市、常総市、取手市、つくばみらい市の

４市で共同運営しているものです。 

火災事故報告書によると、原因の特定はされていません

が、燃え方や、過去に同様のケースがあったことを踏まえる

と、不燃ごみの処理中にリチウムイオン電池が破砕されたこ

とによる発火が推察されています。この事故で作業員１名が

火災による煙を吸い込み救急車にて搬送されましたが、幸い

なことに健康に異常はありませんでした。 

この火災による不燃ごみ処理設備の焼損によって、令和７

年９月現在も不燃ごみを処理することができていません。 

今後の見通しについては、復旧時期が令和９年９月、復旧工事や外部搬出にかかる経費は約

60億円で、そこから保険適用分を除いた約 40億円が実質的な負担額と見込まれています。 

ごみは普段の生活からとどまることなく出てきます。常総環境センターに集められた不燃ご

みは、自前で処理することができないため、県外の民間廃棄物処理施設に運び込んで処理をお

願いしています。そのためには多額の委託費用が必要となり、それが長期間に及ぶことになり

ます。 

そこで常総環境センターでは、火災事故防止と外部搬出量を減らすため、令和７年４月から

不燃ごみの出し方を変更し、「金属類、割れ物」と「ビニール、プラスチック製容器包装以外

のプラスチック類」に細分化して収集を行っています。 

循環型社会の構築のためには、私たちにできることを、日々の暮らしの中で、意識して行動

することが大切です。 
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Ū ǘǂǽȅ ǌǾ 

Ô ╗ ÈǇǲÉ ÕǞ ǘǀ ŪƇǞ ǲ  סּ ǝ

ǡ ȅ Ǌ Ǉǲǡ ȅטּ ǊǱǌ¡ 

Ǳǒ  ƿּס ǝ ǞǗƷǙǵ  ǡ Ƿ ȅ Ʒ  ǡ

ⱱ  Ǉǲǡ טּ Ǟǵ╥ǀ ǀ ǽ ǲ ǈǼǝǾ ȅטּ ǴǱǌ¡ 

ǡ ȅ ǌǾǒǴǞ  ǫǡ ꞌ Ƿטּ  

ȅ ǊǱǌ¡ 

 

Ŧ Ǉǲ ǡטּ  

¹Ǉǲǡ ǞǗǝƿǾטּ ǞǗƷǙ  ɄºɉɃºȡǷ ǵǽǷ ȺɜȾɕ

ȬȱǓǄǚǝǂ ƈƃƈ ȅ Ǌ  ƾǽǷǌƷ ǚ ȅ ƷǱǌ¡ 

¹ɇȍȹȬș ɇȍɅȱɔǷɇȍȔȬɀÈ ǡ  Ȩɜȿɒº ȜȬɀ ÉǞ ǌ

Ǿ ȅ Ǌ Ǉǲǡ ȅ ǽǱǌ¡ 

¹Ǉǲ ȅטּ ǴǾǒǴ  ƿּס ǝ ǡ ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

 

ŧ Ǉǲ ǡ  

¹Ǉǲǡ Ǟ ǌǾ≥ ǡ ȅ ǾǆǛȅ Ǟ  ȤɜȨºǡ

ȅǢǋǴ  Ƿ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ Ǟ ǊǙǀǒ  ╗ ǼǊȅ ǴǾ ǝǜȅ ǛǊǒ Ǉǲǡ

ƿ ƾǾ ȅ ǌǾǝǜ  וֹ ǝ ǞǗƷǙ ǊǱǌ¡ 

¹ ǝ ȅ ǚǀǾǇǲ ȋɀɓǝǜǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

 

Ũ ɓȞȍȘɔ טּ ǫǡ נּ Ǧ ɖȢ ǡ  

¹ ɖȢǡ Ǟ Ǆ ╜ Ƿ Ǜ ǊǝƿǼ  ǝ Ʒ ǡ Ƿ

Ǭ Ǌ ǞǗƷǙǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ Ǜ Ǌ  Ǟ ǈǿǙƷǾÔǀǍǝŷƄƍÈ ÉÕǞ

ǌǾ ȅ ǌǾǝǜ  ǡ ⱱȅ ƷǱǌ¡ 

 

ũ  Ǉǲ ǡטּ  

¹Ǉǲǡ ȅטּ ǌǾǒǴǡ Ƿ ȅ ǊǙ ƷǱǌ¡ 

¹ ȅ Ǟ ǌǾ ȅ Ǌǒ ǞǗƷǙ ǊǱǌ¡ 

  

ŪǞƽǄǾ ǡ  

È Éǡ  
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Ū ŪƇǫǡ Ǟ ǌǾ ǡ  

¹ ╓ǞƽƷǙ ȅ ƹ Ʒ ǡ ǝ ǡ╔   ·ǝ ǚǡ

╔Ƿ Ǜǡ ȅ ǌǾǒǴǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ǡ≥ ȅ Ǵ  ≥ ȅ ǙǾǻƹǝ ǡ Ƿ  ǡ Ǟ┌ǎ

Ǿǻƹǝ ǲǘǂǽȅ ǴǾ ǡ ȅ ƷǱǌ¡Ǳǒ ǐǡ Ǟ  ǊƷ

ǷȞºȼȢȅ ǊǝƿǼ  ǞƽǄǾ ǒǝ ǡ ȅטּ Ǳƻǒ

ȅ ƷǱǌ¡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ƿ ǽ ǴǾǆǛ 

Ƥ ǛȆǶ ѝșȏǖўȑƲǛȆǵ ӓǲҟȈȒƳ 

ƤɘɁɆɚɆɩƲǺȚƲǒȚƲ ǱǰșǞǪǒȑѝѩǞƲ ǯǞǭПѫ ǠȒƳ 

Ƥ ǲ ǋ șǞǦȑƲ ș›ẑǞǭ ᴜɫȷǵѹ ǲҟȈȒƳ 

Ƥ ҈Ӌ ᵀᴜș ǘƲ ǏᵀᴜȋȦȱɜɶȭᵀᴜǱǰ ṑͪЋǲ֝ ȚǮǋȒᵀᴜș

Ϯϼ ǲ ǽƳ 

ƤɜȢɎɁȮȋɜȢ ƲɜȢȩɁɕƲɜȢɚɆɩǱǰ ȑ Ǟ̓ǏȒȉǵș̓ǍƳ 

ƤɜȢɎɁȮǵᴀǺǒǘǯֻȖǢǭƲᵀᴜǵ Ӌ ǲҟȈȒƳ 

Ƥ ᴜɫȷșїǜǱǋ ȋɟɉɣɶǵ ͑Ʋ ᴜǵ ȑṸȑǲ֝ ȇƳ 

ƤɘɶɏɶɪȷӓǱǰǲȏȑƲ ӓǲ֝ ȇƳ 

Ƥԍ ȋȳɶɑȷǱǰș ǠȒ ǶƲ ṑ ǵᾛǜǋȉǵșϮϼ ǲ ǠȒƳ 

Ƥ ⱦ ǲ ǞǦ ᴜǵ Ʋ Ʋ ṸȋɨȳȢȭɩ ᴜǵ Ǳ̓ ǲҟȈȒƳ 

        ȤɜȨºǡ Ǟ ǖǙǲǻƹ 

常総環境センターでは、市民の皆さんに、ごみの分

別方法や収集された後のごみ処理の流れなどについ

て知ってもらうために、工場見学を無料で実施してい

ます。 

小学生の校外学習はもちろんのこと、町内会、婦人

会などからの申し込みも多くなっています。 

守谷市に転入したばかりで、分別の方法についても

っと知りたいという方にもおすすめです。 

申し込み方法ついては、常総環境センターの公式ホームページをご覧ください。 

ＵＲＬ：http://www.jyouso - koiki.or.jp/kankyo/kengaku.html  
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ũ ǞǷǈǊƷ ǡǱǔȅ ǊǱǌ 

È É 

þ דּ ǡטּ  

2024 ǡ ǡ  Ǣדּ Ǜǝǽ  ǚ│ ƿ Ǌ 

ǝ ƿ  ǌǾǝǜנּ Ǣ  Ƿ Ǚǡ ǀ ǞǛǖǙǡ

ȅ ǾƿǌÔ ÕǛǵ ȂǿǾ ǚǌ¡ ǞƽƷǙǵ 2024 Ǣ

ǡ ȅדּ ǊǒǆǛǞּנƻ  ǡ Ǧ ǡ  זּ ǡɓȢ

Ș נּ   ǡ☼ ƿ ǚ ǿǙƷǱǌ¡ 

ǞǻǾ ǝ☼ Ǟ Ǌ  27È2015É ǡŸƄƅ21È

ǲ 21 ÉǞƽƷǙ ӡ ǡ דּ ȅ ∙טּ ƾǼŧë∙

Ǟ ƻǾǛƷƹÔŧë Õ ǈǼǞ ǛǊǙǢÔŦ.Ūë Õȅ Ǌ ӢǌǬ

Ǚǡ ƿ ȅŪ ǇǛǞ ǌǾǆǛȅ Ǆ ӣ ǡ ǞǗƷǙɕ

ȼɎºȅ Ʒ ӤŪ ǇǛǞ ǚǡ ȅ ǌǾÔȺɓ Õƿ ǈǿǱ

Ǌǒ¡ 

Ǟ ȂǾ ּש     ǝ ǡ ȅלּ ƹ ǚקּ

ǈǿǾžƅŸŸÈ Ǟ ǌǾ ȺȶɔÉƿ ŨÈ2021É ŭ Ǟ Ǌǒ

ÔžƅŸŸ ū לּ  Ŧ ÕǚǢ Ô ƿ ¤ Ǧ

╓ȅּד ǈǎǙǀǒǆǛǞǢטּ ƹ ƿǝƷÕǛǈǿ  ǱǚǞ 3.3 5.7ëǡ

(ƈƈƅŹ- 8.5) ƿ ǈǿǙƷǱǌ¡ 

 

 
出典：全国地球温暖化防止活動推進センター  

ǡ  
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þȥɖȔºɅɜǞ Ǆǒ ǀ 

Ǣ ŧÈ2020É 10 Ǟ  32È2050É ǱǚǞּד ȕȢוֹ ȅ ȥ

ɖǞǌǾÔ2050 ȔºɅɜȴɎºȱɒɔÕȅ ǊǱǊǒ¡Ǳǒ  ǞǢ 2030

ǱǚǞּד ȕȢוֹ ȅ 46ð È2013 ÉǌǾǆǛȅ ǊǱǊǒ¡ 

È2019É 12 ƾǼ Ǣ Ô2050 ǱǚǞּד ȕȢוֹ ȅ ȥɖǞ

ǌǾǆǛȅǴǉǌÕǛƷƹ ǡ ȅ Ǟ Ǧ Ǆ  ȅ ǳ 1,182 ƿ

ȥɖȔºɅɜȠȯȌȅ ǊǙƷǱǌ¡ 

ǈǼǝǾ ǝ ȅ ǌǒǴǞ  ┐ Ƿ ǡ ╓

Ƿ ╓ǡ ȅ ǈǎǾǒǴǡ ╔ Ƿ ǡ  

╓ ǛƷǖǒ ƾǼ ╓ ǞꞌǋǙ Ǟ Ǆǒ ƿ ǴǼǿǙƷǱǌ¡ 

 

þ סּ ȑȶɔȗºǡ  

ȹȍȓɇȢǛƷǖǒ סּ ȑȶɔȗºǢ ּד ȕוֹ

Ȣȅ ǎǍ  ǚ ǚǀǾǆǛƾǼ ȑȶɔȗº↨ Ǟǵ ǚǀǾ ƾ

Ǘ ǚ  ǝ ǡ ȑȶɔȗº ǚǌ¡ 

ǚǢ סּ ȑȶɔȗºǡ ȅטּ Ǌ  ╓Ǜǡ Ƿ ǡ ȅ

ǽǝƿǼ ǡ ȅ ǌǛǊǙƽǽ  Ǟ ǴǾ סּ ȑȶɔȗºǡ

ȅ ŪÈ2023É ǡ 22.9ðƾǼ 22È2040É ǱǚǞũ Ū Ǳǚ╥

ǀ ǅǾǛǊǙƷǱǌ¡ 

 

 
出典：環境省「こども環境白書 2019」 
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þ Ǟ ƹ ǡ טּ  טּ

ǡ Ǟǻǿǣ 2024 ǵ ǚ ·ǝ ƿ ǼǿǱǊǒ¡Ǳǒ 

ÈƌƂƄÉǢ 2024 ƿ ǵ Ʒ Ǜǝǽ  ǡ ƿדּ

טּ Ǜ ǬǙ 1.55ë Ǜ  ǚǢƵǽǱǌƿ ǴǙ 1.5ëȅ ƻǒǆǛȅ

ǊǱǊǒ¡ 

ǞƽƷǙǢ ּפÈū ŭ Éǡ דּ Ǣ ǚÚ1.7ëǛǝǽ 1946

ǡ ∙ ǛǊǙפּ  ǚǢ 1 ∞Ȩȍǡ ǡפּ ǛǝǽǱǊǒ¡Ǳǒדּ

Ǣ ū Ŭ ǡ ▓ Ǜŭ ǡ 10 ǝǜǡ☼ ȅ Ǆǒ ǚƾǝ

ǽ ǂǝǽǱǊǒ¡ 10 Ǣ  Ǟ Ʒ ǚⱩ   Ǟ Ǌǒ  

ȅִי ǊǱǊǒ¡ ǚǡ ǡ ǀƿ ƾǖǒǒǴ  ǡ▓◗Ƿ

ƾǂ ǖǒ ǡ☼ ƿ ǂ ǀ  ƾǼ ǡ ȅ Ǟ ǝ ▓

ǛǝǽǱǊǒ¡ 

 
ᶫ 100mm̊ ʣǵ₴ ǵ ₴Ẁӓ 1901 2024₴  

șɒȾÈ É¥ ǡ È 51ǡ ǞǻǾ ǡ ǡ ȅ ǡ ǚ

ǖǙŦ ǒǽǡ Ǟ Ǌǒ É 

ǿ È É¥Ū ┌  

  È É¥ טּ ȅ ǌ 

出典：気象庁「日本の気候変動 2025」 
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þ ǞƽƷǙǢ  ŧÈ2020É Ǟ ╓ǡ Ǜ ǚ ǈǿ

ǒÔ Ǜ ȅ ƻǾ ÕǛ ǚȥɖȔºɅɜȠȯȌȅ Ǌ  32

ǱǚǞ טּ ǡ ȥɖȅ ǊǙƷǱǌ¡ 

þ דּ טּ È ╓ Éǚǡ2030 ǡּד ȕȢוֹ Ǣ 

43.1 Ʃ-ŸƄŧÈ2013 47ð Éǚǌƿ  ǞƽǄǾ ũ(2022) ǡ

טּ Ǣ 63.0 Ʃ-ŸƄŧǚǊǒ¡ 

þ ǞǻǾ ╢ Ǣ Ǟǵ ƻǙƷǱǌ¡╜ ǡ ǞǻǾ

ǡ ┌È ŧ ƾǼ ū ÉȅǲǾǛ  נּ ǛǝǖǙƽǽ ū

ǡ ╢ Ǣ1,989 ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

 

 
ᶫ ὃ ⁸ǵ ѩ ї ǵ  

出典：環境省 

 

 
ᶫ ̉ᴇ ₴ ̉ᴇ ₴ ʴ ǲȏȒ ל Ḝ  

出典：総務省消防庁  
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þ Ǣ  ƿ ǊǙƷǾ סּ ȑȶɔȗº ȠȢȯɉÔƇźƅƄ

ƈÕǞǻǾǛ  ǡ ɆȯɜȠɌɔƿ ƷǒǴ  ȅ Ǟ

סּ ȑȶɔȗº ȅ ǊǙƷǱǌƿ ǈǼǝǾ Ǟטּ ǄǙȘɓºɜ

ȑȶɔȗºǡ ȅ ǴǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

þ דּ טּ È ╓ Éǚǡ2030 ǡּד ȕȢוֹ Ǣ 

43.1 Ʃ-ŸƄŧÈ2013 47ð É ǈǼǞ2050 ǱǚǞ טּ ǡ

ȥɖǞ ǄǙ ǝǾ ƿ ǴǼǿǙƷǱǌ¡ 

þ ǞǻǾ ☼ Ǣ  ǝǜǡ ǞǻǾ   ▓ǝǜ

ǡ ǞǻǾ   Ƿ   ǝǜǡ ǞǻǾ ǡ ǝǜƿƵנּ

ǽ Ô ǡ ÕǛÔ ǡ Õȅ Ǟ ƻ ÔɀɒȶȨɓº ɁɔȢÕǡ ƾ

Ǽ Ǟ ǽ ǳǆǛƿ ǴǼǿǱǌ¡ 
 

 

№ 環境指標 
現状値 

（令和６年度末） 

目標値 

（令和 16年度末） 

１ 守谷市の二酸化炭素排出量 63.0 万 t - CO2
 ※１ 30.6 万 t - CO2

  

２ 
市が行う事務事業によって排出される温室

効果ガスの総排出量 
6,740t - CO2

 ※2 2,862t - CO2
  

３ クーリングシェルター協力施設数 52 施設 増加 

ăŦ Ô ŸƄ2 ǡ È2022È 4É ÉÕǡ  

ăŧ È ū ÉǞƽǄǾ Ū  

 

 

  

 

ǛǌǾ  

        ȰȜ  

デコ活とは、地球温暖化対策として、暮ら

しを豊かにしながら、二酸化炭素（COϒ）を

減らす（DE）脱炭素（Decarbonization ）と、

環境に良いエコ（Eco）を含む"デコ"と活動・

生活を組み合わせた新しい言葉です。2050年

カーボンニュートラル及び 2030年度削減目

標の実現に向けて、国民・消費者（生活者）

の脱炭素に向けた行動変容、ライフスタイル

転換を促すため、2022年 10月に開始しまし

た。 

夏の暑さや冬の寒さを我慢してまで節電や省エネなどに無理して取り組むのではなく、環境

にやさしい商品やサービスをうまく生活に取り入れることで、脱炭素なのに快適で健康な生活

を実現することが大切です。 

出典：デコ活 ウェブサイト 
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ū ּד טּ ȅ ǌǾ 

ȥɖȔºɅɜȠȯȌȅ ǌǾǒǴǞǢ  È Éƿ ȑȶǷ סּ

ȑȶɔȗºǡ Ǟ Ǟ ǽ ȆǚƷǂǆǛƿ ǴǼǿǱǌ¡ 

Ǜǡ Ǟ ≥ǊǗǗ  ǡ ǷǱǔǘǂǽǡ Ǜ

ȂǎǙ  סּ ȑȶɔȗºǡ ǡ ȅ ƹǛǛǵǞ  Ǌǒ ȑȶɔȗ

ºǡ ȅ Ǿǝǜ  Ǟꞌǋǒּד ȕȢוֹ ǡǒǴǡ

ȅ ǊǱǌ¡ 

 

 

Ŧ Ƿ Ǟ ǌǾ סּ ȑȶɔȗºǡ  

¹ קּ ǡ È ǵ ǳÉǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ƾǼ ǌǾ ǞǗƷǙǵ  סּ ȑȶɔȗº ǡŸ

Ƅŧ ǡ ǝƷ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ȅ Ǌǒ ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

 

ŧ ȑȶɔȗº ǡ  

¹ ȑȶɔȗº ǷƏźŽÈȶȬȱ ȥɖ ȑȶɔȗº ȸȏȢÉ ƏźŷÈȶȬȱ ȥ

ɖ ȑȶɔȗº ȼɔÉǡ ǝ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ȅ ǌǾ Ǣ ǡ ǞǳǄǒ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ȑȶɔȗº ǡȤɈȳº ȅ Ǌ  Ǟ ǽ ǲǱǌ¡ 

 

Ũ È Éǡ ȑȶɔȗºּטǞ Ǆǒ ǡ  

¹ ȑȶɔȗº ǡ Ƿ סּ ȑȶɔȗº ǡŸƄŧ ǡ

ǝƷ ǝǜ ǡ ȅטּ ǊǱǌ¡ 

¹șɓºɜ ǡ Ƿ ǡ  ɓȞȍȘɔǡ  ȍɂɜȱ ǞƽǄǾ

ǡ ǲ   ǡ ȑȶɔȗºּטǞ Ǆǒ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ǝ Ǣ Ǌǒǽ Șºɔȼȣ ȏȒºɉȼȣǞ ǽ ǳ ǡ ȑȶɔȗº

Ƿ ȜȽº Ƿ ǡ Ǟ Ǆǒ ȅ Ǌ  ╢╗

ǥǛǽǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ǡ ǡ ǷƅƅŶÈ ÉɋȰɔȅ Ǌǒ

ǞƽǄǾ ǡȥɖȔºɅɜȠȯȌ Ǟ Ǆǒ ȅ

ǽǱǌ¡ 

  

ūǞƽǄǾ ǡ  

È Éǡ  
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ƿ ǽ ǴǾǆǛ 

Ƥ ̝Ǳǰș ǟǭ ȦɋɩȬɶǲ ǠȒ ș ȈȒƳ 

ƤẐ Ͻ ȵȷɄɞȋ Ʋ ҧ ᶅƲП ֯ ȦɋɩȬɶ ǵ ҘǱǰșᾚ

ЊǠȒƳ 

Ƥ̮ὁș ʹǠȒ ǲǶƲ̮ὁǵ ר ǵׄʣȋ ȦɋɩȬɶ ʹƲZEH ǵᾚЊ

ș ǠȒƳ 

Ƥὤ ᴜȋ Ҳ Ʋȳɶɑȷș ЊǠȒ Ƕ ȦɋɩȬɶר ǵ ǋȉǵȋ ṑǲ

ǞǦȉǵș ǲ ǠȒƳ 

Ƥ⁸ ˗ Ǔʝ̱ǯǱǪǭɌɶɜȢȩɶǲ֝ȑ ȇƼὃ ⁸ʝ ɌɶɜȢȩɶȤ

ȡɶȭƽǲ֓қǠȒƳ 

ƤǋǷȐǔȦȱȿɡɪɱȶǲ֓қǞǭƲCO 2 ї ǵѹ ǲ֝ ȇƳ 

Ƥ ̝Ǳǰș ǟǭ ȦɋɩȬɶǲ ǠȒ ș ȈȒƳ 

Ƥ˗ ǿǵẐ Ͻ ȵȷɄɞǵ ȋƲП ֯ ȦɋɩȬɶ ǵ ҘșᾚЊǠȒƳ 

Ƥ┴ ș ʹǠȒ ǲǶƲ ȦɋɩȬɶ ʹȋZEB ӓǱǰș ǠȒƳ 

Ƥ ₡ Ǳ ȦɋɩȬɶǵ֝ ǯǯȉǲƲȦɋɩȬɶҧ ǵ ǋ ρƲ ᶅșᾚЊǠȒƳ 

ƤȢɗɱɆș σǠȒ ǶƲȦȱǲ ǞǦȉǵǯǠȒƳ 

Ƥ⁸ ˗ Ǔʝ̱ǯǱǪǭɌɶɜȢȩɶǲ֝ȑ ȇƼὃ ⁸ʝ ɌɶɜȢȩɶȤ

ȡɶȭƽǲ֓қǠȒƳ 

Ƥ ḜȦȱ˗ ǲ ǞƲ ṑ ǵ̭ ǲ֝ ȇƳ 

        ȔºɅɜȴɎºȱɒɔǡǱǔǘǂǽǞ Ǆǒ È ũ Ũ 30 É 

ゼロカーボンシティの実現を目指し、相互の脱炭素社会に関する知見や技術を活用して、カ

ーボンニュートラルのまちづくりを連携して推進するために、守谷市は、「東部ガス株式会社」

と「東京ガス株式会社」の３者で、包括連携協定を締結しています。 

【連携内容】 

・カーボンニュートラルに向けた取組に関する事項 

・エネルギーの地産地消に関する事項 

・低炭素エネルギーの市域への普及に関する事項 など 

 

【これまでの主な取組】 

・東部ガスさすてな電気（実質再生可能エネルギー）の導入 

（３か所：守谷駅公開通路・守谷駅東口トイレ・守谷駅西口トイレ） 

・カーボンオフセット都市ガスの導入 

（３か所：守谷市役所庁舎・もりりん北守谷・もりりん高野） 
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Ŭ ǫǡ ꞌǞ ǽ ǳ 

ǝ ƿ ǛǊǙ ȅǛǼƻǾǛǛǵǞ ǐǡ ȅ ǌ

ƿƵǾǆǛƾǼ ּש ǡ ƿ ǈǿǾǻƹǞ  Ƿ ǡ ȅ

ǴǙƷǀǱǌ¡ 

Ǳǒ  Ǟ Ʒ ƿ  ǊǙƷǾǒǴטּ Ƿ ƿ Ǟ ƻǼǿǾ

ǻƹǞ  ȸȟºȲɇȬɀǡ Ƿ ɓȢȘǡ Ʒ ╓ǫǡ ȅ ǌǾǒǴǡ

ǡ ȅ ǴǙƷǀǱǌ¡ 

ǐǡǮƾ  ǡ Ƿ ȘºɓɜșȠȐɔȨºÈ Éǡ

ȅנּ ǌǾǝǜ  Ǟ ǽ ǲǱǌ¡ 

 

 

Ŧ Ƿ ǡ ￼ ǡ Ǧ ǡ  

¹ ╓ǡǵǗ ȅ ǌǾǝǜǡ ǝ ȅ Ǌ

Ǳǌ¡ 

¹ ƿ Ǌ ǖǙƷǾ￼ Ƿ Ǟ ǌǾ ǝǜ ƷǡǔǛǂǼǊȅ ǾǒǴǡ

Ǟ ǌǾ ȅ ǷƾǞ ƾǗ ƾǽǷǌǂ ǌǾǆǛǞ ǴǱǌ¡ 

¹ȸȟºȲɇȬɀǡ ǝǜȅ ǋǙ ǡ ȅטּ ǾǛǛǵǞ  Ƿ

Ǟ ǌǾ ꞌǡȷȏȸȏǷ   ǡ Ǟǻǽ  Ǟ ǌǾ

ȅ ǖǒ ǡ╔ ȅ ǊǱǌ¡ 
 

ŧ ǫǡ ǡ  

¹ Ƿ ǝǜǞ ǦƾǄ ȘºɓɜșȠȐɔȨºǡ Ǟנּ ǽ

ǳǛǛǵǞ  Ǟ Ƿ ǝǜȅ Ǌ  ǡ Ǟ ǽ ǲ

Ǳǌ¡ 

¹ȑȋȜɜ ǡ ȅ ǌǾǛǛǵǞ  ȅ ǋǒ ǽǷ ƾ

Ǆȅ  Ǌטּ Ƿ ǡ ǡǒǴǡ ȅ ǊǱǌ¡ 
 

Ũ Ƿ ǫǡ☼ Ǟ ǌǾ  

¹ ǌǾטּ Ǟ ꞌǌǾǒǴ  ǡ ǛǊǙ  Ǟ Ʒ ȜȢ

ȱ ȸȏȢǡ  ȺȍɀȸȏȢǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ▓ǡ נּ Ǟ ꞌǌǾǒǴ  Ƿ ǡ ǝ┐ Ǟǻǽ

ǡ ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

  

ŬǞƽǄǾ ǡ  

È Éǡ  
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ƿ ǽ ǴǾǆǛ 

Ƥ ̝Ǳǰș ǟǭ ΒẀҲǲ ǠȒ ș ȈȒƳ 

ƤɍȴɶɇɜɁɕș ǞƲ ὡ ǲ ўǱ ҲǓǯȓȒȏǍǲρǏȒƳ 

ƤǚȅȈǱ ѝ ȋȭɶɨɱȮȵȥɩȽɶǵ ǱǰƲ ʴ ǵ˔ ǲҟȈȒƳ 

Ƥ̮ὁǵ ʹ ǲǶƲ ρȋ ȵȷɄɞǱǰ Β ὡǲ☻ ǫǦȈǵ ρǵ

ᾚЊș ǠȒƳ 

Ƥ ṑȋ ΒǵẀӓǲǫǋǭƲὤ ȋ֘˲Ǳǰǯ ǲǠȒƳ 

Ƥ ̝Ǳǰș ǟǭ ΒẀҲǲ ǠȒ ș ȈȒƳ 

ƤɍȴɶɇɜɁɕș ǞƲ ὡ ǲ ўǱ ҲǓǯȓȒȏǍǲρǏȒƳ 

ƤᾶẆ̸ ȋẆїșǠȒ♫ ᴣǲᾍǞǭƲǚȅȈǱ ѝ ǱǰƲ ʴ ᾍ ǵ֝ ș

ȈȒƳ 

ƤȭɶɨɱȮȵȥɩȽɶ ș ͑ǠȒƳ 

Ƥ˗ ǵ ʹ ǲǶƲ ρȋ ȵȷɄɞǱǰ Β ὡǲ☻ ǫǦȈǵ ρ

ǵᾚЊș ǠȒƳ 

Ƥ ΒẀҲǲᾍǠȒ ǵ֝ șⅎǖ ͬǠȒǯǯȉǲƲ֝╠ϼ̔ ǯȉВ ǠȒƳ 

        ȘºɓɜșȠȐɔȨº 

クーリングシェルターとは、熱中症対策として、市町村が「指

定暑熱避難施設（クーリングシェルター）」として指定した施

設のことです。冷房設備などの要件を満たす公民館や図書館な

どの公共施設、ショッピングセンターや薬局などの民間施設が

これにあたり、暑さをしのぎ、誰でも休息できる場所として開

放されています。 

熱中症警戒情報運用期間（４月第４水曜日～１０月第４水曜

日）に開設しています。 

市内の設置場所については、守谷市のホームページから確認

することができます。 
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Ū ƿ ǝǱǔȅ ǊǱǌ 

È É 

þȰȜ È ǞǗǝƿǾ ǊƷ ƾǝ ǼǊȅ Ǿ ◖ É 

2050 ȔºɅɜȴɎºȱɒɔ Ǧ 2030 ǡ Ǟ Ǆ 2022 10 Ǟ

Ǌǒ ǡǲǝǈǱǡ ɒȍȾȢȨȍɔ ȅ Ǟ fiǊǌǾǒǴǡ

◖ ǚǌ¡ 

ǡ│ ǡ Ǣ ǊǙƷǾǵǡǡ ǐǿƿ דּ ǞǻǾǵǡǚƵǾǛטּ

Ʒƹ ╣Ǟ ǌǾ Ƿ ǐǡǒǴǞ ╗ ╗ ǡɒȍȾȢȨȍɔǷ ǡ

ƿ ǚƵǾǛƷƹ ǞǗƷǙǡ ƿ ǊǙƽǽ  ǡ ǫǡ≥ Ƿ

Ǟ ǍǊǵ ǊǙƷǝƷ ƿƵǾǒǴ  ȴºȣǞꞌǋǒ ǡ

Ǟ Ǆǒ ǡ ȅ ǋǙ  ɒȍȾȢȨȍɔ ȅ ƾǗ Ǟ

ǊǙƷǱǌ¡ 

 

  

ǡ  
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þ ╔ źƈŹǡ  

╔ ȅ ǽ ǂ ǛǊǙ  ȜɖȳȏȍɔȢ ǡ☼ Ƿ

ǚǡÔżžżŶȢȘºɔ ÕǞǻǽ žŸƉ ǡ ǞǻǾ ǡ Ǧǡּס

ƿ ǊǙƷǱǌ¡Ǳǒ  ǡ ǊƷ Ʒ Ǜ ǈǿǾ ǡ  

╔ Ǟ ǽ ǳ ǡ ╔   ╢ ǡ   ╔ǡ ǡ

ǵ ǱǖǙƷǱǌ¡ 

ǐǆǚ  סּ ǝ ǫǡ Ǟ ǄǙÔ Õ Ô ╔Õ Ô Õ

ǡŨǗǡ ȅ Ǟ ȆǚƷǱǌ¡ Ǟ ╔Ǜ ǞǗƷǙǢ 

ǞƽǄǾ ǝ ȅ ǄǙƽǽ Ô ╔ÕǞǗƷǙǢ  ǞƽǄǾ ╔ǡ

╗ ǡ Ƿ ╓ǡ Ƿ ȅטּ ǌǾ ǝ Ǧǡ ǛǝǾ ǡ  Ô

ÕǞǗƷǙǢ źƈŹ ⱱȤɜȨº ǡ ⱱ ȅ Ǌǒ ╔

ǡ Ƿ ǡ╔ ǡ ǲǷ  ǚǡ Ǜ ǞǻǾ Ǧǡ ȅ

ǖǙƷǱǌ¡ 

 

 
出典：環境省「環境教育･ＥＳＤの最新動向等について」 

 

  

        ǵǽǷ  

市民、団体、事業者、行政が互いに連携し「協働のまちづくり」を目指す守谷市は、2012 年

に「もりや市民大学」を開校いたしました。 

令和７年度の公開講座のうち、環境に関するものとして「炭素がつなぐ自然と私たち」とい

う題目で、松本雄二東大名誉教授による公開講座が行われました。 
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þ ǡ ǞƽǄǾ ╔Ǣ  ·ǝ Ǟשּ ǲ ǱǿǙƷǱǌƿ 

ǡ ȅ ƹ ╔ȅȔɓȖɎɒɉǞ ǲ ǳǆǛƿ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

þ ǡ Ǟ ǽ ǳ ǞƽƷǙ  Ƿטּ Ʒ Ǟǻǽ

Ƿ   ǡ ǞǗǝƿǖǙƷǱǌ¡ 

þǱǔǘǂǽ ȋɜȚºȱÈ ū ÉǞǻǾǛ   ƃƅƄ  Ʌ

ɒɜȯȌȋ ǝǜǫǡ נּ ǞǗƷǙǢ Ö ǊǒƷ×ăǛנּ Ǌǒ

ƿ45.7ðǛǝǖǙƷǱǌƿ  ǡ ǚƵǾ ⱱȤɜȨº Ǧ

ǵǽǷ ♬ ǡ Ǣ26.8ðǛ Ʒ ǛǝǖǙƷǱǌ¡ 

ăÔ  ǊǙƽǽנּ ǵ ǊǒƷÕǛÔנּ  ǊǙƷǝƷƿנּ Ǣ ǊǒƷÕǡנּ ¡ 

þ ╓ ǚ ╓Ǟ ǌǾ ȅ ǌǾǒǴǡ ȅ╔ ǌǾǒǴ 

Ƿ ǡ Ǟꞌǋǒ ╔ ɀɖșɒɉǡ ȅ ǾǆǛƿ ǚǌ¡ 

þ ╓ǡ סּ ȅ Ǟ ╓ǚ Ǌ  ╓ǡȢȱȬȘȅ Ǟ┐ Ǌ 

ǚǀǾǓǄ ǂ ǂ ǖǙƷǂǒǴǞ  ╓ȜɈɎȴȯȌǡ ƿ ǴǼǿǱǌ¡ 

þ ╓ ǡ   ╓ǡ Ǜ ǡ ȅǌǾǒǴǞ  Ʒ

ǛǝǾ ȜɈɎȴȯȌ ǡ ╔ ƿ ǴǼǿǾǒǴ  ╓ǡȴºȣǞ

Ȃǎǒ ⱱ ȅ ǋǾ ƿƵǽǱǌ¡ 

 

 

№ 環境指標 
現状値 

（令和６年度末） 

目標値 

（令和 16年度末） 

１ 
公立小中学校での環境教育としての取組事

例数 
142 事例 継続実施 

２ 環境に関する市民活動団体構成人数 227人 250人 

  

 

 

וֹ  
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ŭ ╔ ȅ ǌǾ 

╓Ƿּק   ǞƽƷǙ  ƾǼ ǞȂǒǽ ≥ ǞꞌǋǙ ǿ ǝǂ

ǞǗƷǙ ǩǆǛƿǚǀǾǻƹ  וֹ ǝ ╔ ȅ ǅǙƷǂǆǛƿ ǚƵǾ

ǒǴ  ȅ Ǵǒ ǐǡ ǡ ǫǡ ǡנּ ǡ ȅ

ǊǱǌ¡Ǳǒ  ╢ǡ ȅ ǊǝƿǼ ╔ǡ Ƿ ȅוֹ ǴǾǒǴǞ  ╓ Ƿ

Ǜ Ǌǒ   ǞƽǄǾ Ŷžǡ ǝ ǞǗƷǙǵƵȂ

ǎǙ ǊǱǌ¡ 

Ƿ  źƈŹ ⱱȤɜȨº ǡ Ǜ ȅ ǽ  ╓

ǞƽǄǾ ╔ ȅǻǽ ǌǾǆǛƿ ǴǼǿǱǌ¡ 

ǝ Ƿ ȅ Ʒ  ǡ ǞǗǝƿǾ Ǜ Ƿ

ǡ Ǟ Ǌǒ  ╔ ȅ ǊǱǌ¡ 

 

 

Ŧ ╔ Ǧ ǡ  

¹ ǊǙƷǾטּ ǞƽƷǙ  ƿ╗ ǛǝǖǙ ǽ ǳ ƿƵǾǆǛƾ

Ǽ  ǝ Ƿ ǛǛǵǞ  ╔ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ǡ ȅ ǴǾǒǴǞǢ  ·ǡ Ǜ ȅ Ǵ  ǡ ǞǗǝטּ

ǅǾǆǛƿ ǚƵǾǆǛƾǼ  ╓Ƿּק   ǞƽǄǾ ȅ Ǵǒ

╔ǡ Ǜ ǐǿȅ ƻǾ ǡ╔ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ סּ ǝ ╓ǘǂǽǞ Ǆǒ ǡ ȅ ǋǒ ȅ

ǌǾǒǴ  ǡ Ƿ ǡ ǡǒǴǡ≥ ǡ ȅ

ǊǱǌ¡ 

 

ŧ ǡ ǡ  

¹ȰȡȨɔּטƿ ǳ ǚ  ǡǵǒǼǌ  ɓȋɔǝ ƿǵǒǼǌ ♬

È   ǝ ǜǵǡ ╔ǝǜÉǞ Ǌ  ǛǡǨǿƵƷǡ ǡ

ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ ǚ ǊǙƷǾ ǡ ȅ ǊǙ Ʒ  ǝ Ƿ

ǞǨǿƵƻǾ ǡ ȅ ǽǱǌ¡ 

¹ Ǜ Ǌ  ǐǡ ǡ ǫǡ ǡנּ ǡ ȅ ǽǱ

ǌ¡ 

¹źƈŹ ⱱȤɜȨºǷ   Ƿ Ǜ ȅ ǽ  ╓ Ǟ

ƽǄǾ ╔ ȅǻǽ╗ ǈǎǱǌ¡ 

  

ŭǞƽǄǾ ǡ  

È Éǡ  
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Ũ ǡ ǝ Ǟ ǌǾ ǡ  

¹ ǡ ǫǡ ǞƽǄǾ ȅ ǌǾǒǴ  ǡ Ƿ ȅ Ǌ

ǗǗ ƷǗǚǵ ǜǆǚǵ  ƾǽǷǌƷ ǚ ȅ ǚǀǾǻƹ  ǡ

ȴºȣǞꞌǋǒ ǡ ȅ ǴǱǌ¡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ƿ ǽ ǴǾǆǛ 

Ƥ ṑǲ ǠȒ ȋ ˗Ʋ ̱ǱǰǓ ͬǠȒ ṑ Ḹș֛ ǞƲ ṑǿǵ

ș ȈȒƳ 

Ƥ ̱ ἶ ȋ ṑἶ ↔ǱǰƲ ṑȢɗɱɆǲ ǲ֓қǠȒƳ 

Ƥὤ ȋ֘˲Ʋ ǵקȑǵ˲ǯƲ ṑǲ ǠȒ Ḹș ǲǠȒƳ 

Ƥ ṑǲ ǠȒ ȋ ˗Ʋ ̱ǱǰǓ ͬǠȒ ṑ Ḹș֛ ǞƲ ṑǿǵ

ș ȈȒƳ 

Ƥ♫ ᴣ ᴣƲ ᴣ șᾍ ǯǞǦ ṑἶ ṑ ʹșὕ ǠȒƳ 

Ƥ ǵ ṑǿǵ ǲ ǠȒ֝ ȋ Ḹș ǲ ͬǠȒƳ 

        ǞƽǄǾ È ǡ É 

令和６年 12 月に守谷市にある常総環境センターで

リチウムイオン電池の混入が原因と推察される火災

が発生しました。常総環境センターは現在も不燃ゴミ

のラインが稼働しておらず、不燃ごみを外部に委託し

て処理している現状があります。 

これを受け、黒内小では「常総環境センターを救

え！～守谷市役所職員としてできることはなんだろ

う？～」という単元を設定し、デジタル・シティズン

シップ教育や生成ＡＩ教育を生かした探究学習に取

り組んでいます。 

児童は市役所職員の立場で問題解決をするために何をすれば良いかを考え、チラシやチャー

ト作りを行い、完成次第、市に提案する活動を行っています。 
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Ů ≥ ǡ ȅטּ ǴǾ 

ǡ ȅ Ǟ ǴǙƷǂǒǴǞǢ  Ƿ ǞǻǾ Ʒ Ƿ 

ǡ╔ ƿ סּ ǛǝǾǒǴ      ƿǐǿǑǿǡ ȅ Ǌǒƹƻ

ǚ Ǌ  ȅ ƻǒ ȅ ǊǱǌ¡ 

Ǳǒ  סּ ǝ ǘǂǽǡ Ʒ ǛǊǙ ǚƵǾ Ǟ ǌǾ ǡ

Ƿ  ǞǻǾ ǫǡ נּ ȅ ǌǾǒǴ  ⱱǡ ǞǗƷǙǵ Ǌ  ·ǝ

ǡ≥ ȅ Ǟ ǽ ǿǼǿǾǻƹǞ ȅ ǴǱǌ¡ 

ǈǼǞ  סּ ǝ ╓ǘǂǽǞ ǄǙ        ǞǻǾ

ȅ ǋǒ ǞǻǾ ȅ ǌǾǒǴǞ  ǡ Ƿ ǡ ǡǒ

Ǵǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

 

 

Ŧ ɄºɉɃºȡǷ ǵǽǷǝǜȅ Ǌǒ  

¹ ɄºɉɃºȡǷ ǵǽǷ MorinfoÈǵǽȆǨƼÉ FacebookǷƍÈ Twitter É

ǝǜǡƈƃƈȅ Ǌ ǻǽ ∫Ǟ  Ǟ ǌǾ Ƿ ǡ ƾǝ ǡ

ȅ Ǟ ǊǱǌ¡ 

 

ŧ Ƿ ɅɒɜȯȌȋ ǫǡ ⱱ 

¹ Ǟ ǽ ǳ ǡɅɒɜȯȌȋ ȅ ⱱǊǱǌ¡ 

¹ǵǽǷȜɈɎȴȯȌ ȢȘºɔɅɒɜȯȌȋȹɜȘȅ Ǌ  ╓ ǡ Ƿ

ǡ ȅ Ǟ ǄǙ ȅ ǊǱǌ¡ 

¹ Ǟ ǊǙǢ  ǡ Ǧ Ƿ ǞǻǾ ǫǡ ǡנּ ȅ ⱱǌǾ

ǛǛǵǞ  ǡ≥ ƿ Ǟ ǽ ǿǼǿǾǻƹǝ ǡ ȅ ƷǱǌ¡ 

¹ ƿ ǛǌǾ ǡ Ƿ ⱱǞǻǽ  ╓ Ǟ Ǿ ǡ

ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

 

Ũ ǞǻǾ ǡ  

¹ ȋȲȹȍȟº ǡ ȅ Ǌ  ǡȋȲȹȍȢǷטּ ⱱ

ȅ ƹ ȅ╔ ǊǱǌ¡ 

 

ũ Ǜǡ  

¹ ·ǝ Ǟ ǊǙ ╓ Ǟ ǊǙ ǽ ǳǒǴ  ╓

ǡ ȅǢǋǴǛǊǒ  Ǜǡ ȅ ǽǱǌ¡ 

¹ Ǜ ǚ ǊǒÔȥɖȔºɅɜȠȯȌÕǞ ǘǀ ּד ȕȢוֹ Ǟ

ǄǙ  ╓ȅ ƻǒ ȅ ǊǱǌ¡  

ŮǞƽǄǾ ǡ  

È Éǡ  
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ƿ ǽ ǴǾǆǛ 

Ƥ⁸ ᷂Ḣᶧ̱ȋNPO Ǔ Ǎ ṑἶ ṑͪЋ Ҳǲ ǲӲҘǠȒƳ 

Ƥ Ȑǵ ȋ Ʋ ș ǒǞǭƲ᷂Ḣǵ ṑ Ҳǵ σǲӲҘǠȒƳ 

Ƥὤ ȋ֘˲ǯ ṑǲǫǋǭ ǞֻǋƲ ѝǱȑǲ֝ȑ ȈȒǚǯș ǞǭƲ ẺǱ

ṑǵ ǲҟȈȒƳ 

Ƥ⁸ȋ˗ ǯ ǞƲ ṑͪЋ Ҳǲ֝ ȇƳ 

Ƥ ̔ ȋ֝╠ϼ̔ ǲᾍǞƲ ṑͪЋȋ ṑǿǵ ǵ̭ șᴀǺǒǘȒƳ 

Ƥ⁸ǵ ṑἶ ȢɗɱɆȋ⁸ ҲǿǵӲҘ Ʋ ἶ̝ǵὕ ǱǰƲ Ҳǯ

ǞǭƲ ṑ ṑἶ ǵ ̝ș ͑ǠȒƳ 

Ƥ⁸ȋ⁸ ᶧ̱ǯ ǲɏɶɆɈɶȵɁɕș ǔƲ ṑͪЋ Ҳș ǠȒƳ 

        ǜǵǡ  

大野地区では地域ボランティアの協力により、毎年米作り体験のスタートとして、シロカキ

を兼ねて「田んぼリレー」が行われます。子供達は全身泥まみれになりながら田んぼの中を走

り回り歓声が響き渡ります。 

立沢地区では「田んぼの学校」で稲作体験を行うほか、秋には刈り取った稲藁で子供会が縄

を編んで稲藁トトロの制作に使用します。笹舟を流して小川の土手道を一緒に走る子供は大人

にとっても故郷の原風景を思いださせます。 

観察だけでなく、五感を使って全身で体験することは、子供達の情操教育としても大切なこ

とです。 
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Ū  ǡ Ǧ  

Ū-Ŧ ǡ  

ȅ Ǟ ǊǙƷǂǒǴǞ ∙ּזǡ Ǟ ǽ ǲǱǌ¡ 

 

ӡ     ǡ  

ǡ ȅǻǽ ǴǾǒǴǞǢ    Ǜ ƿ ǡ Ǟ ǌǾ

ǡ ȅ ǔ ǐǿǑǿǡ ȅ Ǌ  ǡ ƿ ǿǾǻƹǝ ƿ Ǜ

ǝǽǱǌ¡ 

Ƿ ƾǼǡ ǝǜƿ ☿ǈǿǾǻƹ ǊǝƿǼ  Ǟ ǌǾ  

ȅ ǊǙƷǀǱǌ¡ 

 

Ӣ ǡ  

ȅ וֹ Ǟ ǌǾǒǴǞ  ╓ȅ ƻǙ ǂ Ǟ ǌǾ ȅ

Ǌ  Ƿ ɄºɉɃºȡǝǜȅ ǋǙ ǝǜǞ Ǌ  Ǟ ǌǾ

ȅ ǊǱǌ¡ 

 

ӣ ╔ ǡ  

Ƿ Ǣ  ╢Ǟ ǊǙ  ╔ ǫǡ נּ ȅ Ʒ  ╓ǡ

ǝǜǞ ǊǙ ǚǀǾנּ ǡ╔ Ǟ ǴǱǌ¡ 

Ǳǒ    ǡ ǫǡ Ǜ ǝ ȅ ǴǾǒǴ  ╔

ǡ Ƿ ǡ ȅ ƷǱǌ¡ 

 

Ӥ ǡ   ǝǜǛǡ  

Ǣ  ǡ Ǜ ǌǾ ǫǡ ꞌǞǗƷǙ      ǡ

  ǝǜǛǡ ȅ ǽǝƿǼ  ╓ ǝ ƾǼ   ǡ

Ǟ ǽ ǲǱǌ¡ 

 

  



 

75 

 

ƞ ̱Ѱᶫ 
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Ū-ŧ ǡ  

ǡ Ǟ Ǆǒ ǝ ȅ ƹǒǴǞ ƅÈƅơƖƣ¥ É ŹÈŹƤ¥

É ŸÈŸƝƚƘƠ¥ ¤ ¥É ŶÈŶƘƩƞƤƣלּ ÉȞȍȘɔȅ ǊǙ

ǝ ȅǊǙƷǀǱǌ¡ 

Ǳǒ  Ǟ ǅǾ ǞǗƷǙ ȅ Ǿƹƻǚ ǝ ȅÔ ÕǛǊǙ

∞ ǘǄ  È ū ÉǛ È 16 ÉȅǵǛǞ  ǡ

ȅ Ʒ  Ǟ Ǆǒ ╣ ȅ Ǟ ƷǱǌ¡ǈǼǞ  ǡ Ǟƽ

ǄǾ ȅǈǼǞ ǈǎǾǒǴ  Ǟ ǌ ǝÔ Õ∙ ǡ

ǞƽƷǙǵ  ǡ Ƿ ╣ ȅ Ǌ  ǡ Ǌȅ Ʒ 

ǞǱǛǴ  ǡ № ƿǚǀǾǻƹǝלּ ǲǘǂǽȅ ǊǱǌ¡ 

ǈǼǞ ǐǡ ȅ ╢ǚ ǌǾǛǛǵǞ  Ǟ Ǌ  ȅ Ǆǒ

  ɄºɉɃºȡǝǜȅ ǊǙ Ƿ ǝǜǞ ǊǱǌ¡ 
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Ŧ  

 

 

 

  

 

 

 ( )  

 ─ ⌐ ∆╢ ( 10 21 )  

 ⁸ ⁸ ┘ ─ ─ ( 22 28 )  

 ─ ─ ( 29 )  

 

 

√∟⅜ ╗ │⁸ ⁸ ⁸ ─ ≈─ ╩│∂╘≤∆╢ ⅛⌂ ⅛

╠─ ╖╩ ↑⁸ ≢ ⌂ ╩ ⇔√╕∟≠ↄ╡⌐╟╡ ⇔≡⅝╕⇔√⁹ 

⇔⅛⇔⁸ ─ ⌂ ⁸ ⌂ ⌐╟╡⁸ √∟─ ╡≢╙ ⁸ ┘

┘⌐ ⌂≥─ ⌂ ╛ ─ ≤⌂╢ ─ ⁸ ⌐

╩ ⅎ╢ ⁸ ─ ─ ⁸ ⌐│♄▬○◐◦fi⁸ ™╦╝╢

ⱱꜟ⸗fi ─ √⌂ ⅜ ∂⁸ √∟╩ ╡ ↄ ⌐ ⅝⌂ ╩ ⅎ│∂╘≡™╕∆⁹ 

╕√⁸ ⌐ ╩ ↑╢≤⁸ ⁸○♂fi ─ ╛ ─ ≤™∫√

⅜ ↕╣≡™╕∆⁹ 

↓─╟℮⌂ ─ │⁸ ─ √∟⌐∞↑≢⌂ↄ⁸ ≥╙√∟╛ √∟≤™∫√

─ ⌐ ╣╢↓≤⅜ ╠⅛≢№╡╕∆⁹∕↓≢⁸ ─ √∟⌐ ╦╣≡™╢─│⁸ ─

┼─ ™╛╡≢№╡⁸ ⌂ ╩ ╢ ≤ ≢№╡╕∆⁹ 

↓─╟℮⌂ ╩ ╕ⅎ⁸ √∟│⁸ ⁸ ⁸ ™╦╝╢ ™ ≡≤™∫√

─ ◦☻♥ⱶ⅛╠⁸ ≢ ⌐ ⅎ╢ ⅜ ⌂™ ┼─ ╩

⇔≡⁸↓╣╕≢─ꜝ▬ⱨ☻♃▬ꜟ⁸ ה ◦☻♥ⱶ╛ ⌂≥─№╡ ╩ ⇔⁸

⌂ ─ ⁸ ≤≤╙⌐ √⌂ ╩⇔≡™ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

√∟│⁸ ⌐ ∆╢∆═≡─ √∟≤ ⇔⁸ ⅛╠ ↑ ™∞ ≤ ⅛⌂ ⌐≈

≈╕╣√ ┘⌐ ≤ ╩ ∫≡™ↄ ╩ √∆≤≤╙⌐⁸ ┘ ─ ∞

╣╙⅜ ⁸ ─ ≤ ⌂ ╩ ⇔⁸ ≢ ⌂ ╩ ╗ ╩ ≢⅝╢

⌐ ↕∑⁸ ─ ⌐ ∆╢√╘⁸↓─ ╩ ⇔╕∆⁹ 
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( )  

 ↓─ │⁸ ─ ⁸ ┘ ₈ ─ ₉≤™℮⁹ ⌐≈™≡⁸

≤⌂╢ ╩ ╘⁸ ⁸ ⁸ ┘ ─ ─ ╩ ╠⅛⌐⇔⁸ ─ ⌐

∆╢ ─ ≤⌂╢ ╩ ╘⁸ ⌐⁸∕─ ╩ ⅛≈ ⌐ ⇔⁸╙∫≡

┘ ─ ─ ≢ ⌂ ─ ┘⌐ ─ ⌐ ∆╢↓≤╩ ≤∆╢⁹ 

( )  

 ↓─ ⌐⅔™≡⁸₈ ┼─ ₉≤│⁸ ─ ⌐╟╡ ⌐ ⅎ╠╣╢ ≢№∫

≡⁸ ─ ⁸ ─ ≤⌂╢⅔∕╣─№╢╙─╩™℮⁹ 

 ↓─ ⌐⅔™≡⁸₈ ₉≤│⁸ ─ ╩ ⌂℮↓≤⌂ↄ ⌐ ∆╢

╩™℮⁹ 

( )  

 ─ │⁸ ┘ ─ ─ ∞╣╙⅜ ⁸ ─ ≤ ⌂ ╩

⇔⁸ ≢ ⌂ ╩ ╗ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ≢№╢ ╩

⌂ ≢ ─ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐ ⌐ ↕╣⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 ─ │⁸∆═≡─ ⅜ ⌂ ─ ≢⁸ ≢ ╖ ⅛⌂ ╩ ⇔≈≈⁸

┼─ ─ ⌂™ ⅜ ↕╣╢╟℮ ↕╣⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 ─ │⁸ ┘ ⌐⅔™≡⁸ ⅛≈ ⌐ ╦╣⌂↑╣┌⌂╠⌂

™⁹ 

 ─ │⁸ ≤ ⅜ ≢⅝╢╟℮ ⌂ ⅜ ↕╣⁸ ┘ ─

╩ ⌂℮↓≤⌂ↄ⁸ ─ ⁸ ⁸ ≤─ ⅜≤╣√⁸ ™≤ ╠⅞─№╢ ⌂

╩ ⇔≡™ↄ╟℮ ↕╣⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

( ─ )  

 ⁸ ⁸ ┘ ─ │⁸ ∆╢↓≤⌐╟∫≡∕╣∙╣─ ╩ √∆

≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐ ∆╢↓≤⌐ ╘⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

( ─ )  

 │⁸ ⌐─∫≤╡⁸ ─ ⌐ ∆╢ ⅛≈ ⌂ ╩ ⇔⁸

┘ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

 │⁸ ─ ⌐ ∆╢ ⁸ ┘ ─ ─ ─ ╩ ╢√╘⁸ ↄ

⁸ ⌐╦√╢ ─ ╩ ╠╣╢ ─ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ⌐ ∂⁸ ⁸ ⌐ ⇔ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ⌂ ─ ⌐

╘⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

( ─ )  

 │⁸ ⌐─∫≤╡⁸ ╩ ℮≤⅝│⁸ ┼─ ╩ ∆╢≤≤

╙⌐⁸∕─ ⌐ ∫≡ ∂╢ ╩ ∆╢√╘⌐ ⌂ ╩ ∂⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 │⁸∕─ ⌐ ╢ ∕─ ─╙─⅜ ↕╣⁸ │ ↕╣╢↓≤⌐╟╢

┼─ ╩ ∆╢√╘⌐ ⌂ ╩ ∂⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 │⁸ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⅜ ∆╢ ─ ⌐ ∆╢ ⌐ ⇔⌂

↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 
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( ─ )  

 │⁸ ⌐─∫≤╡⁸ ─ ⌐ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐ ⌂

╩ ╢↓≤⌐ ╘⁸ ─ ⌐≈™≡─ ╩ ╘╢↓≤⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 │⁸ ⌂ ─ ⌐ ↑ ⌐ ╡ ╖⁸ ╠ ⌐⅔™≡ ⅜

╩ ⌂℮↓≤─⌂™╟℮⁸ ┼─ ─ ⌐ ╠ ╘⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 │⁸ ─ ⌐ ╠ ╘╢≤≤╙⌐⁸ ⅜ ∆╢ ─ ⌐ ∆╢ ⌐

⌐ ⁸ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

( ─ ─ )  

 ┘ ╩ ╣√ ∕─ │⁸ ⌐─∫≤╡⁸ ─ ⌐ ╠ ╘⁸

⅜ ∆╢ ─ ⌐≈™≡─ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸╖∞╡⌐ ⌐ ╩ ⇔⁸

│ ⇔≡⁸ ─ ⌂ ╩ ⌂∫≡│⌂╠⌂™⁹ 

( ⁸ ┘ ─ ≤─ )  

 │⁸ ─ ⌐ ∆╢ ≢ ⌂ ╖⅜ ≤↕╣≡™╢╙─⌐≈™≡│⁸

⁸ ┘ ─ ≤ ⇔≡ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ∆╢ ≤ ─ ⌐ ╠ ╘⁸

∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 ─ ⌐ ∆╢  

( ─ )  

10  │⁸∆═≡─ ─ ┘ ⌐ √∫≡│⁸ ─ ─ ⌐⁸ ┼─

─ ∕─ ─ ─ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌂ ╩ ∏╢╙─≤∆╢⁹ 

( ─ )  

11  │⁸ ─ ⌐ ∆╢ ─ ⅛≈ ⌂ ╩ ╢√╘⁸

( ₈ ₉≤™℮⁹)╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

│⁸ ⌐ →╢ ⌐≈™≡ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

(1) ─ ⌐ ∆╢ ⌂ ⁸ ⁸ ⌂ ─ ┘ ─  

(2) ∕─ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⅛≈ ⌐ ∆╢√╘ ⌂  

 │⁸ ╩ ∆╢⌐ √∫≡│⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ╩ ⇔√ ⁸

⌐ ╩ ╘⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 │⁸ ╩ ∆╢⌐ √∫≡│⁸∕─ ⅜ ┘ ─ ≤ ─

┼─ ⅜ ╠╣╢╟℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ╩ ⇔√≤⅝│⁸ ╛⅛⌐↓╣╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 ─ │⁸ ─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

( ≤─ )  

12  │⁸ ─ ┘ ⌐ √∫≡│⁸ ≤─ ╩ ╠⌂↑╣┌⌂╠⌂

™⁹ 

( ─ )  

13  │⁸ ─ ╩ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐ ∆╢ ─ ⌂ ╩

╢√╘⁸ ⌐ ∆╢ ─ ┘ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 
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 │⁸ ┘ ⅛╠ ⅜№∫√ ⁸ ⌐≈™≡ ⇔⁸ ∆╢╟℮

⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

( ─ )  

14  │⁸ ⌐ ⇔™ ╩ ╓∆⅔∕╣─№╢ ⌐≈™≡⁸ ─ ⌐ ⌂

⅜⌂↕╣╢╟℮⁸ ⌐ ╓∆ ╩ ⌐ ∆╢√╘⌐ ⌂ ╩ ∏╢╙─≤∆╢⁹ 

( )  

15  ⁸ ┘ │⁸ ╠─ ⌐ ╢ ┼─ ─ ╩ ╢√╘⌐ ℮ ⌐

≈™≡⁸ ╩ ℮╟℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ⌐ ⅜№╢≤ ╘√≤⅝│⁸ ┘ ⌐ ⇔≡ ─ ╩ ⇔⁸

∕─ ⌐≈™≡ ╩ ╘╢ ⁸ ⌂ ╩ ∏╢╙─≤∆╢⁹ 

( ┘ )  

16  │⁸ ─ ─ ╩ ∆╢√╘⁸ ⌂ ┘ ╩ ∏╢╟℮⌐

╘╢╙─≤∆╢⁹ 

( ┘ ─ )  

17  │⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√╘⌐ ⌂ ─ ┘ ─

╩ ∏╢╟℮⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

( ⁸ ⁸ )  

18  │⁸ ─ ─√╘⌐ ⅜№╢≤⅝│⁸ ⁸ ┘ ─ ⌐ ⇔⁸

⁸ ┘ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ─ ╩ ↑√╙─⅜∕─ ⌐ ╦⌂™ ⌐⅔™≡⁸ ⅜№╢≤⅝│⁸∕

─ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╙─≤∆╢⁹ 

( ─ ┘ ─ )  

19  │⁸ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⅜ ⇔√≤⅝│⁸ ╩ ⇔⁸ ╩

⌐ↄ™ ╘⁸ ─ ⁸ ─ ─√╘⁸ ⅛≈ ⌂ ╩ ∏╢╙─≤∆╢⁹ 

( ─ ∕─ ─ )  

20  │⁸ ┼─ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ┘ ─ ╩ ╢√╘⁸ ⌂

╩ ∏╢╟℮⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ⌂ ─ ─ ╩ ←√╘⌐⁸ ╩ →⌂™ ≢ ⁸

⁸ ⌐ ⌂≥─ ─ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ⌐ ⇔√ ⌂ ─ ┘ ─ ⅜ ╠╣╢╟℮⁸

⌂ ╩ ∏╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ─ ╩ ⌂╦⌂™ ─ ╩ ↕∑╢√╘⁸ ◄Ⱡꜟ◑⁸כ↔╖

─ ╛ꜟ◒▬◘ꜞה ─ ⌂≥⅜ ↕╣╢╟℮ ⌂ ╩ ∏╢╟℮⌐

╘╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ⇔≡ ⌐ ╡ ╗ ╩ ∆√╘─ ≤⇔≡ ─

⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

( ┼─ ─ ⌐ ∆╢ ─ ─ )  

21  │⁸ ┼─ ─ ╩ ╢√╘⁸ ┘ ≤≤╙⌐ ─ ⌂ ⁸

◄Ⱡꜟ◑כ ─ ┘ ─ ⅜ ↕╣╢╟℮⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 
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 │⁸ ∕─ ─ ┼─ ─ ⌐ ∆╢ ⁸ ⁸ ─ ⅜ ↕╣

╢╟℮⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

 ⁸ ⁸ ┘ ─ ─  

( ─ )  

22  │⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ∆╢√╘⁸ ─ ⌐ ∆╢ ⌂≥⁸

─ ╩ ≢⅝╢╟℮⁸ ⌂ ╩ ∏╢╙─≤∆╢⁹ 

( ┘ ─ )  

23  │⁸ ┘ ⅜ ─ ⌐≈™≡─ ╩ ╘⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩

╠ ℮ ⅜ ↕╣╢╟℮⁸ ─ ∕─ ─ ⌂ ╩ ∏╢≤≤╙⌐⁸ ─

⌐ ∆╢ ┘ ─ ⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ─ ╩ ╢√╘⁸ ⁸ ─ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ╘╢↓≤⅜

≢⅝╢ ╩ ∏╢╟℮⌐ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

( ─ ⌂ ─ )  

24  │⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ℮ ┘ ⌐ ⇔⁸∕─ ⌂

⅜ ↕╣╢╟℮⌐⁸ ⌂ ╩ ℮╟℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

( ─ ≤ )  

25  │⁸ ─ ⌐ ∆╢ ⁸ ⅜ ⇔√ ⁸ ─ ─ ⌐ ∆

╢ ⌐≈™≡│⁸ ( 10 4 )─ ╘╢≤↓╤⌐╟╡

╩ ℮╒⅛⁸ ┘ ─ ╩ ⌂╦⌂™ ╡ ⌐ ∆╢╟℮ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

( ─ )  

26  │⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ∆╢√╘⌐⁸ ─ ╩ ⌐

∂ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

( ─ )  

27  │⁸ ⅜ ─ ⌐ ∆╢ ┘ ╩ ╘⁸ ─ ⌐ ∆╢ ─

⅛≈ ⌂ ⅜ ↕╣╢╟℮⁸ ⁸ ─ ┘ ─ ⌐ ⇔≡ ∂√

⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸↓╣╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

( ─ )  

28  │⁸ ─ ⌐≈™≡ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩

∆╢√╘⁸ ⌂ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ─ ╩ ⌐ ∆╢√╘⁸ ┘ ≤─ ⌂ ╩ ∆╢

╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ─ ≤─ ┘ ≤─ ⌐ ╘⁸ ─ ⌐ ╩⅝√∆

≤ ↕╣╢♄▬○◐◦fi⁸ ™╦╝╢ ⱱꜟ⸗fi⌂≥─ ⌐≈

™≡⁸ ⌐ ⌂ ╩ ⇔⁸∕─ ╩ ↕∑╢√╘─ ╩ ∏╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ⁸ ⌐ ∆╢ ─ ⁸ ⌐ ╘⁸ ─ ⌐ ≢⅝╢╟℮

⌂ ╩ ∏╢╙─≤∆╢⁹ 

 ─ ─  

( ─ ⌐ ∆╢ ─ )  
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29  │⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ⌂ ╛ ─╙≤⌐ ⁸ ⁸ ┘

─ ┘ ≤ ⇔⁸ ─ ─ ⁸○♂fi ─ ∕─ ─

─ ⌐ ∆╢ ╩ ╠ ⌐ ⇔⁸ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 

↓─ │⁸ ─ ⅛╠ ∆╢⁹ 
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ŧ Ũ È∏É    
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Ũ Ũ ǡ  

 

日付 会議名 議事事項等 

 

28   
 

ה  
ה  ꜟכꜙ☺◔☻
ה ▪fi◔כ♩─  

26  
10 18  

▪fi◔כ♩ ─  
3,000 ⁸ 400 ⁸  

12 24   
 

ה ⌐⅔↑╢  
ה ▪fi◔כ♩  
ה ─  

  
 

ה ─ ⁸ ⁸ ─  
ה ⱥ▪ꜞfi◓ ─  
ה ▪fi◔כ♩ ─  

 

 
 

ה ─  
ה √√⅝ ─  
ה ─ ─ꜟכꜙ☺◔☻─≢╕  

 ꞉כ◐fi◓♅
ⱶכ  

12  
ה ─  

16  ⱥ▪ꜞfi◓ ה ─  
ה ┘꞉כ◐fi◓♅כⱶ─  
ה ⌐⅔↑╢  

30  ⱥ▪ꜞfi◓ ה ⌐⅔↑╢  

12  
30  

꞉כ◐fi◓♅כⱶ  
ה ⌐⅔↑╢ ─  

16   
 

ה ⌐ ↑√  
ה ⌐ ∆╢ ꞉כ◐fi◓♅כⱶ ─

 
ה ⌐ ↑√ ┘ ⌐⅔↑╢  
ה ─  

28  
 

꞉כ◐fi◓♅כⱶ  
ה ⌐⅔↑╢ ─ ─  

 
 

ה ─  

20   
 

ה ─  

 
 

꞉כ◐fi◓♅כⱶ  
ה ─  

18   
 

ה ─  

ừ ừ  
ừ ừ  

ⱤⱩꜞ♇◒◖ⱷfi♩⌐╟╢  

ừ ừ   
 

ה ─  

  



 

86 

ũ ≠╢  

 

Ẽ ὃ ⁸ ṑᾃ ̝Ỗᴣ׀  

委嘱区分 所属･役職 
氏 名 （◎：会長） 

令和６年度 令和７年度 

┘ 

─  

   

   

   

☿fi♃כ 

ה  
    

☿fi♃כ     

╩ ∆╢   

ⱦ○♩כⱪ  
Ừ   

 

▪♪Ᵽ▬◙כ  
  

 

 
  

  

 fiכꜞ◒♫▬◦
  

▪◘ⱥⱦכꜟ  

 
  

     

●☻  

 
    

─     

   

 

Ẽ ὃ ⁸ ṑ Ỗᴣ׀  

 役職 氏 名 

    

    

    

   ѿ  

    

 ẫ    

 Ȧȼɕ    

 ở   ᾥ  

   ᵈ  

 ҉Ҋ Ԋּף    
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Ẽ ὃ ⁸ ṑ ɭɶȫɱȮȿɶɞᴣ׀  

部名 課名 氏 名 

   

   

   

   

   

   

   

   

↓≥╙  ─┘─┘ ≡   

   

   

   

   

   

   

  

確認中 
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Ū ȋɜȚºȱ ǡ וֹ  

ÈŦÉ ǡ  

ӡ ǡ  

Ũ ǡ ǞƵǒǽ  Ǟ ǌǾ≥ ȅ №ǌǾǒǴ 

Ǟ ǊǙ≥ ȅ Ǌ  ǛǝǾȰºȨǡ Ǧ ȅ Ʒ 

╓ǡ ƻǾ ȅ ǌǾǆǛȅ Ǟ ǊǱǊǒ¡ 

 

Ӣ ǡ  

ǐ調査地域 守谷市内 

ǐ調査対象 

①：守谷市内の市民(16歳以上の市内在住者から無作為抽出) 

②：守谷市内の事業者(守谷市商工会に所属する企業) 

③：守谷市内の中学生(市内の４中学校、２年生の１クラス) 

ǐ調査方法 

①・②：調査票の配布は郵送にて実施し、回収は調査票に直接記入

したものを、返信用封筒にて返送 

③：各学校へ Webアンケートを実施 

ǐ調査時期 令和６年９月 26日（木）～６年 10月 18日（金） 

 

ӣ  

ǐ対象件数 

①：3,000人 

②：400事業所 

③：139人 

ǐ回収数(率) 

①：1,203人(40.1%) 

②：135事業所(33.8%) 

③：139人(100%) 
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ū ǡ №  

 

 環境指標 単位 把握方法 

基
本
目
標
１ 

一人あたり公園・緑地面積 ㎡/ 人  

自然環境に満足している市民

の割合 
％  

耕作放棄地面積 ha  

農地の集積率 ％  

公園等里親事業における参加

団体数 
団体  

基
本
目
標
２ 

良好な生活環境が保たれてい

ると思う市民の割合 
％  

公害苦情受付件数 件  

要請限度超過件数( 自動車騒

音、振動調査)  
件  

狂犬病注射接種率 ％  

基
本
目
標
３ 

１人１日当たりのごみ排出量 g/ 人日  

生ごみ堆肥化事業参加世帯数 世帯  

リサイクル率 ％  

基
本
目
標
４ 

守谷市の二酸化炭素排出量 万 t - CO2  

市が行う事務事業によって排

出される温室効果ガスの総排

出量 

万 t - CO2  

クーリングシェルター協力施

設数 
施設  

基
本
目
標
５ 

公立小中学校での環境教育と

しての取組事例数 
事例  

環境に関する市民活動団体構

成人数 
人  

  

確認中 
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Ŭ  

 

 用語 意味 

 2050 כꜙ♬Ⱳfiכ◌

♩ꜝꜟ  

2020 10 ⁸ │ 2050 ╕≢⌐ ●☻─ ╩

╩ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⁸╢∆⌐꜡♀≡⇔≥ ∆↓≤╩

⇔╕⇔√⁹₈ ╩ ≤⇔≡♀꜡₉≤™℮─│⁸
╩│∂╘≤∆╢ ●☻─₈ ₉β ⅛╠⁸

⁸ ⌂≥⌐╟╢₈ ₉β╩ ⇔ ™≡⁸ ╩

⌐♀꜡⌐∆╢↓≤╩ ⇔≡™╕∆⁹β↓↓≢─

●☻─₈ ₉₈ ₉≤│⁸™∏╣╙ ⌂╙

─╩ ─ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⁹∆╕⇔ ─√╘⌐│⁸

●☻─ ─ ┘⌐ ─ ┘ ╩

∆╢ ⅜№╡╕∆. - │≥ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌  

ⱳכ♃ꜟ  

  COP │ 1995 ⅛╠

↕╣≡™╢⁸198⅛ ה ⅜ ∆╢ ⌐ ∆

╢ ─ ≢∆⁹2024 ─ COP29│⁸2024 11

11 24 ⌐▪♀ꜟⱣ▬☺ꜗfi ≢כ◒Ᵽה ↕╣

╕⇔√⁹  ⱳכ♃ꜟ  -  ⱳכ♃ꜟ

 

  EV ≤│⁸ ⅜ ∆╢ ⌂

─ ≈≢∆⁹ │⁸ ◄Ⱡ ≤ EV ╩

╩Ⱪ₉▬ꜝ♪הⱲfiכ◌꜡♀₈√⇔ ⇔≡⅔╡⁸

╛ ≢─ ─ ╩ ⇔≡™╕∆⁹

│⁸Ᵽ♇♥ꜞכ⌐ ⅎ√ ╩כ♃כ⸗≢ ⇔≡ ∆╢

≢⁸ ⌐ ⇔™ ≤⇔≡ ↕╣≡™ 

╕∆( ┼╟℮↓∕  

  FIT ≤│⁸ ⅜ 2012 7 ⌐ ⇔√₈

◄Ⱡꜟ◑כ─ ₉─↓≤⁹ 

↓─ │ ◄Ⱡꜟ◑כ⅛╠ ╠╣√ ╩⁸

⅜ ≢ ™ ╢↓≤╩ ⅜ ∆╢ ⁹

◄Ⱡꜟ◑כ https://www.enecho.meti.go.jp  

  ◄Ⱡꜟ◑כ─ ─↓≤⁹

─ ⌂ ≢№╢ ╩ ∆╢√╘⁸

≢│₈ ⌐╟╢ ◄Ⱡꜟ◑כ ─ ⌐

∆╢ ₉╩ ⇔⁸ ◄Ⱡꜟ◑כ

⁸ ⁸ ⁸ ⁸Ᵽ▬○ⱴ☻ ╩ ™≡ ↕╣

√ ╩⁸ ⅜ ╘╢ ≢ ⅜ ™

╢↓≤╩ ↑≡™╢⁹

╟╡  

  GX≤│◓ꜞכfi♩ꜝfi☻ⱨ◊כⱷכ◦ꜛfi─ ⁹ ⌐

℮≤⁸ ╩≢⅝╢∞↑ fi⌂◄Ⱡכꜞ◒⁸∏╦

╩כ◑ꜟ ⇔≡™ↄ√╘─ ╛∕─ ⌐ ↑√

─↓≤≢∆⁹ 

⁸ ⅜ ⅝╢√╘⁸ ⅛⌂ ╩ ╢√╘─↕╕↨

╕⌂ ─◄Ⱡꜟ◑כ │⁸ ╛ ⌂≥─

⅜ ≢∆⁹ │⁸ ∆╢≤⅝⌐

╩√ↄ↕╪ ⇔╕∆⅜⁸ ─ ─ ≤

【精査中】 

本編に出てくる頁数も示します。 

https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/about/
https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/about/
https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/words/
https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/words/
https://www.env.go.jp/
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⌂∫≡™╢─⅜⁸↓─ ╩│∂╘≤∆╢

●☻≢∆⁹ 

⌐ ╠∏⁸ ╛ ⌂≥ ⌐ ─

⌂™◄Ⱡꜟ◑כ─ ╩ ╘╢↓≤≢ ─

╩ ╠∕℮⁸╕√⁸∕℮⇔√ ╩ ─

⌐∆╢√╘⌐ ─ ╩ ⇔≡™↓℮≤™℮

╡ ╖─↓≤╩₈GX₉≤ ∫≡™╕∆⁹

METIJournalONLINE 

https://journal.meti.go.jp  

  Non- ProfitOrganization ╩ ⇔√╙─⁹ ≢№╡⁸

╛ ≤│ ⌂∫√ ⅛╠ ╩☻ⱦכ◘⌂

⇔ ─ ╩╘↨∆⁸ ─ ─√╘⌐ ╩

∆╢ ─↓≤╩™℮⁹

╟╡  

 100 RE100≤│ ⅜ ╠─ ─ ╩ 100 ◄Ⱡ≢

℮↓≤╩ ∆ ⌂▬♬◦▪♥▫Ⱪ⅜№╡⁸ ╛

─ ⅜ ⇔≡™╢⁹ 

│ 2018 6 ⌐ RE100⌐ ≤⇔≡│ ≢

╘≡▪fiⱣ◘♄כ≤⇔≡ ⇔⁸RE100─ ─ ─╒

⅛⁸ ╠─ ╛ ≢─ ◄Ⱡ ⌐ ↑√

⌂ ╖╛∕─ ╩ →≡™ↄ↓≤≤⇔≡™╢⁹

https://www.env.go.jp αearth  

  ₈V2H₉≤│₈Vehicle to Home₉─ ≢ ╩ ∆

╢∞↑≢│⌂ↄ⁸ ╘√ ╩↔ ≢ ∆╢ ╖≢

∆⁹ ≢ ∫√ ╩ ⌐ ╘≡⁸

⌐╙ ⌐╙ ℮↓≤⅜≢⅝╕∆⁹╕√⁸ ⅜ ─

≢╙⁸ ⌐ ╘√ ⅜ ≢⅝╕∆⁹(

◄Ⱡה ◄Ⱡ ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ 

)  

  World Meteorological Organization: WMO

│ ─ ─ ≈≤⇔≡⁸ ─ ─ ≤

─≤╣√ ⌐ ⌂ ה ⌐№√∫≡™╕

∆⁹ 

≤⇔≡₈ ─ ╩ ⇔⁸ ⇔⁸ ┘

⇔⁸ ┘⌐ ─ ─ ⌂ ╩ ⇔⁸╙∫

≡ ─ ⌐ ∆╢₉√╘⁸ 22 1947 ⌐

꞉◦fi♩fiD.C.≢ ⅛╣√ ⌐⅔™≡⁸

⅜ ↕╣╕⇔√⁹ │ 25

1950 23 ⌐ ⇔⁸WMO│ ╩╙∫≡ ⌐

↕╣⁸ 12 ⌐ ─ ≤⌂╡╕⇔√⁹

⌐≈™≡ |  

  ừZEB ♀Ⱪ ≤│⁸Net Zero Energy Building Ⱡ♇♩ה

ꜟⱦהכ◑ꜟⱠ◄ה꜡♀ ─ ≢⁸ ⌂ ╩

⇔⌂⅜╠⁸ ≢ ∆╢ ─ ◄Ⱡꜟ◑כ─

╩♀꜡⌐∆╢↓≤╩ ⇔√ ─↓≤≢∆⁹

 ⱳכ♃ꜟ  -  ⱳכ♃ꜟ  

https://www.juutakuseisaku1.metro.tokyo.lg.jp/syoene_saienejuutakuplatform/platform_02/setsubi08.html
https://www.juutakuseisaku1.metro.tokyo.lg.jp/syoene_saienejuutakuplatform/platform_02/setsubi08.html
https://www.juutakuseisaku1.metro.tokyo.lg.jp/syoene_saienejuutakuplatform/platform_02/setsubi08.html
https://www.jma.go.jp/jma/kokusai/kokusai_wmo.html
https://www.jma.go.jp/jma/kokusai/kokusai_wmo.html
https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/words/
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ừZEB ♀Ⱪ ≤│Net Zero Energy Building Ⱡ♇♩ה♀

ꜟⱦהכ◑ꜟⱠ◄ה꜡ ─ ≢⁸ ⌂ ╩

⇔⌂⅜╠⁸ ≢ ∆╢ ─◄Ⱡꜟ◑כ ╩♀꜡⌐

∆╢↓≤╩ ⇔√ ≢∆⁹╙∟╤╪⁸◄Ⱡꜟ◑כ

╩ ⌐♀꜡⌐∆╢↓≤│≢⅝╕∑╪⅜⁸ ─

⌂≥⁸ ⌐╟╢◄Ⱡꜟ◑כ ─ ╛ ⌂

≢◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ╠∆≤ ⌐⁸ ⌂

≥ ◄Ⱡꜟ◑כ⌐╟╢ ◄Ⱡ≢◄Ⱡꜟ◑כ╩≈ↄ

╢↓≤≢⁸◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ♀꜡⌐∆╢↓≤⅜≢⅝

╕∆⁹⌂⅔⁸ √╟℮⌂ ⌐ ZEH ♀♇♅ Ⱡ♇♩ה♀

─☻►Ɫהכ◑ꜟⱠ◄ה꜡ ⅜№╡╕∆⅜⁸↓∟╠│

╩ ≤⇔√╙─≢∆⁹ZEB│ⱦꜟ╛ ⁸ ⌂

≥ ─ ╩ ≤⇔≡™╕∆⁹ HTT◖ꜝⱶ | HTT

♫ⱦ◕כ♃כ  

  ZEH ♀♇♅ │₈NetZeroEnergyHouse₉─ ≢⁸1 ╩

∂≡ ∆╢◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ⌐♀꜡ ⌐∆╢↓≤

╩ ⇔√ ⁹ 

─ ╩ ⌐ ↕∑⁸◄Ⱡꜟ◑כ ─ ™

◦☻♥ⱶ╩ ∆╢↓≤≢⁸ ₁─ ≢ ∆╢◄Ⱡ

╩כ◑ꜟ ∆╢⁹ 

↕╠⌐ ⌂≥╩ ⇔≡ ╠◄Ⱡꜟ◑כ╩ ╡ ⇔

≡⁸ ◄Ⱡꜟ◑כ╩ ™⁸ ─ ◄Ⱡꜟ◑כ

─ ⅜♀꜡⌐⌂╢↓≤╩ ≤⇔≡™╢⁹( ◄Ⱡ

כ◑ꜟ https://www.enecho.meti.go.jp)  

 

№  ⅝  ừ ⅜ ⅝ ⅛⌂™ ⅝ ─⌂™ ─℮∟⁸

─ ┘ ─╖─ ∞↑ ⇔

≡™╢⁸ ⅛─ ⅜ ≢ ╕╡⇔≡™╢⌂≥⁸

⇔≡™╢ ⅜ ╙™⌂™ ╩ ™√╙─ ⅜

∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ⌂≥─ ⁸ ⌂≥─ ⁸

∕⇔≡ ⌂≥─ ⌂≥⁸↕╕↨╕⌂ ≢ ╩

╓∆ ─↓≤⁹ ╟╡

ừ ⁸ ≢│ ⅝ ⅜ ⅎ ↑≡⅔╡⁸

─⌂™ ⅝ ─ │↓─ 20 ≢ 2 ⌐ ⇔

≡™╕∆⁹ ⅝ ╩ ∆╢≤⁸ ⁸ ⁸

⌂≥ ₁⌂ ⅜ ∂╢⅔∕╣⅜№╡⁸

⅝⌂♩ꜝⱩꜟ⌐≈⌂⅜╡⅛⌡╕∑╪⁹∕↓≢⁸∕

─╕╕ ∆╣┌ ⌂≥─ ⅜ ↄ⁸ ⌐

╩ ╓∆ ⅝ ╩₈ ₉⌐ ⇔⁸

⌐╟╢ ╛ ⁸ ⌂≥─ ╩

℮↓≤⅜≢⅝╢↓≤╩ ╘√₈ ─ ⌐

∆╢ ₉ ₈ ₉≤™™╕∆⁹

⅜ ↕╣⁸ ⅜ ╡ ╕╣≡⅝╕⇔√⁹⇔⅛⇔⁸

⅝ ⌐⌂∫≡⅛╠─ ⌐│ ⅜№╢↓

≤⅛╠⁸ 5 2023 ⁸ ⅜ ↕╣⁸

⅝ ─ ה ה ⌂ ╩ ∆╢

√╘─ ⅜ ↕╣╢↓≤⌐⌂╡╕⇔√⁹ 

https://www.httnavi.metro.tokyo.lg.jp/category/column/
https://www.httnavi.metro.tokyo.lg.jp/category/column/
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⅝ ─ ╛ ⌂ ⌂≥⌐ ↑√ ⅜ ⁹♩ꜝ

Ⱪꜟ⌐⌂╢ ⌐ ╩  | ○fiꜝ▬fi  

  ⌐ ↕╣√ ─ ⁹ ─ ╩

≤⇔⁸ 2 ─ ⌐≈⌂⅜╢ ─ ╩

⌂⇔≡™╢⁹ ⌐│⁸™ↄ≈╙─ ↕⌂ ⅜ ╡

╪≢⅔╡⁸ ╘≡ ─ ™ ╩ ⇔≡™╢⁹

╟╡  

  ⁸ ⌐╕√⅜╢ ⁹ ┘ ─

╩ ∆╢↓≤⌐╟╡ ─ ⌐

╩ ⅎ⌂™↓≤╩ ≤⇔≡ ↕╣≡⅔╡⁸ 25

≢⁸ 4.48km2⁸ 19,000m3≢№╢⁹

╟╡  

  ừ ⌐⁸ ⌐ ⇔√ ⅛╠ ⅝ↄ ╣√ ≢⁸

⅜ ─ ⌐╕╣⌐⇔⅛ ⇔⌂™ ╩ ℮⁹ ╛

⌂≥─ ⇔™ ─ ⅛╠ ⅛ ╙ ↄ ┌≈⁸

⌂ ה ⌂≥╙ ╕╣╢⁹╕√⁸ ╙

⌐ ╗ ⅜№╡⁸ ≢│⁸ ╛ ⌂≥─

╩ ∆╢ ⁸ ≤⇔≡₈№╢ ╢№ה

ה ה ⌐⅔™≡ 30 ⌐ 1 ─ ≢

∆╢ ₉╩ ≤⇔≡™╢⁹

╟╡  

ừ ⌐│⁸ ⌐ ⇔√ ⅛╠ ⅝ↄ ╣√ ─↓

≤╩ ™╕∆⁹ ╛ ─ ⇔™ ─ ⅛╠⁸

⅛ ╙ ↄ ┌≈⁸ ⌂ ה ╕≢ ╖╕∆⁹╕

√⁸ ╙ ⌐ ╗ ⅜№╡╕∆⁹ ≢

│⁸ ╛ ⌂≥─ ╩ ∆╢ ⁸ ≤⇔≡

₈№╢ ╢№ה ⁸ ⁸ ⌐⅔™≡

⌐ ≢ ∆╢ ₉╩ ≤⇔≡™╕∆⁹

ה ⌐≈™≡ |  

  ─ ⌐│ ⌂≥─ ●☻≤ ┌╣╢

⅜╦∏⅛⌐ ╕╣≡™╕∆⁹↓╣╠─ │⁸ ⅛

╠─ ╩ ∆╢ ≢⁸ ⅛╠─ ╩ ⇔√

⅜ ⅝⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ∆╢↓≤

≢ ┼ ∆ ⅝⅜№╡╕∆⁹↓─ ⅝╩⁸ ≤

┘╕∆⁹ ⌐≈™≡ |  

 ●☻ ừ ─ ⌐╦∏⅛⌐ ╕╣≡™╢ ⌂≥─

⁹ ─ ●☻⅜ ⅎ╢≤ ⅜ ╕╡⁸

─ ─ ⅜ ↄ⌂╢⁹ ⌐╟∫≡ ⇔√

⌂ ●☻⌐│⁸ ⁸ⱷ♃fi⁸

⁸ⱨ꜡fi●☻⅜№╢⁹

╟╡  

ừ ╩ ∆╢ ─℮∟⁸ ╩╙√╠∆╙─⁹

⌐ ⁸ⱷ♃fi⁸ ⁸ⱨ꜡fi ⅜№╢⁹ 

●☻─  |  

  

 

⁸ ─ ⌐

∆╢ ≤│⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜

≤⌂∫≡ ⌐ ╡ ╗√╘─ ╖╩ ╘√

⁹1997 ⌐ ≢ ↕╣√ 3

COP3≢─ ─ ╩ ↑⁸1998

10 ⌐ ⇔√⁹ https://www.env.go.jp  

https://www.gov-online.go.jp/article/202403/entry-5949.html
https://www.gov-online.go.jp/article/202403/entry-5949.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/faq/faq19.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/faq/faq6.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/ghg/term_ghg.html
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⅛ 2020 ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌  10 ⁸ │ 2050 ╕≢⌐ ●☻─ ╩

╩ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌⁸╢∆⌐꜡♀≡⇔≥ ∆↓≤

╩ ⇔╕⇔√⁹₈ ╩ ≤⇔≡♀꜡₉≤™℮─│⁸

╩│∂╘≤∆╢ ●☻─₈ ₉β ⅛

╠⁸ ⁸ ⌂≥⌐╟╢₈ ₉β ╩ ⇔ ™

≡⁸ ╩ ⌐♀꜡⌐∆╢↓≤╩ ⇔≡™╕∆⁹  

β↓↓≢─ ●☻─₈ ₉₈ ₉≤│⁸™∏

╣╙ ⌂╙─╩ ⇔╕∆⁹             

─ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌ ─√╘⌐│⁸ ●☻─

─  ┘⌐ ─ ┘ ╩∆╢ ⅜№

╡╕∆⁹ - │≥ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌  ⱳכ♃ꜟ

 

 ♩♇▼☺ⱲfiⱣכ◌ 

 

Ᵽ☺▼♇♩≤│⁸הⱲfiכ◌ ╩№╢꜠ⱬꜟ╕≢⌐

ⅎ╟℮≤∆╢ ⁸ ●☻─ ─

↓╣⅛╠─ ─ ⅜ ╕╢≤™℮↓≤╩

⇔╕∆⁹ ─ │ ↕╣≡™╢√╘⁸

╩ ╕≢⌐ ⅎ√™⅛╩ ╘╣┌⁸ ⁸≥╣ↄ╠™

●☻╩ ⇔≡╙╟™⅛╩ ≢⅝╢≤™℮↓≤⌐

⌂╡╕∆⁹ 

( www.nies.go.jp/index.html)  

  ừ ◄Ⱡꜟ◑כ≤╙ ℮⁹1 ╙ ─ ╛ ─

⅜™⅜⁸ ╛ ⅜ ⇔√↓≤⌐╟╡ ╠╣√◄Ⱡꜟ

⁸≢≥↓─כ◑ ╛ ⁸ ●☻⌂≥⅜№╢⁹↓╣⌐

⇔⁸ ◄Ⱡꜟ◑⁸│⌐כ ◄Ⱡꜟ◑כ╛

⁸ ⁸ ◄Ⱡꜟ◑כ ⁸ ⌂≥

⅜№╢⁹ ╟╡  

ừ ≤│⁸ ─ ─ ⅜ ≢

⅛↑≡ ≤ ⌐╟∫≡ ⇔⁸ ≤⇔≡

≢⅝╢╟℮⌐⌂∫√ ⁸ ⁸ ●☻─↓≤≢

∆⁹ ─◄Ⱡꜟ◑כ ─ ≤⌂∫≡⅔

╡⁸ ⁸ ⁸ⱪꜝ☻♅♇◒ ⌂≥ ™

≢ ╦╣╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ ⌐╟╡ ─

≤⌂╢ ●☻╩ ∆╢↓≤⁸ ∆╢

⅜№╢↓≤⁸∕⇔≡ ⅜ ⌐ ⇔≡™╢

↓≤⌂≥⅜ ≤⌂∫≡™╕∆⁹( |

ⱱכⱶⱭכ☺  

  ─ ─ ┘ ─ ─℮ⅎ≢ ↕╣╢↓≤

⅜ ╕⇔™ ≤⇔≡⁸ ⌐ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

╩≥─ ⌐ ≈↓≤╩ ⌐ ╩ ⇔≡™ↄ─

⅛≤™℮ ╩ ╘√╙─⁹

╟╡  

  ừ 5 11 ⌐ ↕╣√ ─ 15 ≢⁸

⁸ ⌂ ╩ ∆╢√╘⁸ │

╩ ╘╢↓≤≤↕╣√⁹ ⁸

≤ ┬╙─≢№╡⁸ ─ ─ ⌂ ─

⌂≥⅜ ╘╠╣≡™╢⁹

╟╡  

https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/about/
https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/about/
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E5%8C%96%E7%9F%B3%E7%87%83%E6%96%99#gsc.tab=0&gsc.q=%E5%8C%96%E7%9F%B3%E7%87%83%E6%96%99&gsc.page=1
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E5%8C%96%E7%9F%B3%E7%87%83%E6%96%99#gsc.tab=0&gsc.q=%E5%8C%96%E7%9F%B3%E7%87%83%E6%96%99&gsc.page=1
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ừ ≤│⁸ 15 ─ ⌐ ≠⅝⁸

⅜╟╡ ⌂ ╩ ╡╕≤╘╢ ─

⅛≈ ⌂ ─ ╩ ╘╢╙─≢∆⁹ │ 1994

─ ⁸6 ↔≤⌐ ↕╣⁸

─ │ 2024 2030 ≢∆⁹ | ⱱ

☺כⱶⱭכ  

  │⁸↕╕↨╕⌂ ╛ ≢ ↕╣╢⅜⁸ ─

≤⇔≡⁸ ─↓≤╩ ⇔≡™╢⁹ 

ה ⁸ ⁸ ⌂≥ ╩ ∂√↕╕↨

╕⌂ ╩∆╢ ╩ ↑╢↓≤ 

ה ─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⌐╟╡⁸ ⅝╩₈ ⅝

∆₉↓≤ 

ה ≤ ≤─ ╦╡⌐ ∆╢╙─≤⁸ ⌐ ∆╢

≤ ≤─ ╦╡⌐ ∆╢╙─⁸∕─ ╩ ┬↓≤⅜

≢№╢↓≤ 

ה ⌐ ╦╢ ╩ ⅛≈ ⌂ ≢≤╠ⅎ╢↓≤ 

ה ה ה ה ─ ◦☻♥ⱶ⌐⅔™≡⁸ꜝ

▬ⱨ◘▬◒ꜟ─ ≢ ╩≤╠ⅎ╢↓≤ 

ה ⅛⌂ ≤∕─ ╖╩ ⌐ ℮ ╩ ╗↓≤ 

ה ⅛⌂ ≤∕─ ╖╩ ⌐ ℮ ╩ ╗↓≤ 

╕√⁸ ─ 20 ≢│⁸

⁸ ⁸ ⌐⅔↑╢ ≤⇔≡⁸₈ ─ ⌐

⇔ ╩ ↄ ─№╢ ╩ ∆╢√╘⁸∕

─ ≤⇔≡─ ╩ ℮₉≤↕╣≡⅔╡⁸ ≢─

⅜ ↕╣≡™╢⁹

╟╡  

 ⅛╪  ╛ ─ ⁸ ╛ ⌂≥─ ⅜ ╩ ⌐

↕∑√╡⁸ ⌐ ⌂≥⌐ ╣ ╕⌂™╟℮⌐ ⇔√╡

⇔≡⁸ ╩ ┘ ⌐ ⅎ╢≤≤╙⌐⁸ ⌐

↕∑⁸ ─ ⌂≥┼─ ╩ ⇔⁸ ⌐⅔↑

╢ ─ ╛ ─ ⌂≥╩ ה ∆╢ ─

⅝╩ ⇔≡™℮⁹ ╟

╡  

◊fi♩ꜝfi☻ⱨכꜞ◓ 

fiꜛ◦כⱷכ 2,3 Ɑכ

☺⌐GX─  

 

  ⌐╟╡⁸ ∕─ ─ ─ ⌐ ∫≡ ∏

╢ ⌐╦√╢(1) ─ ⁸(2) ─ ⁸(3)

─ ⁸(4) ⁸(5) ⁸(6) ─ ⁸(7) ⌐

╟∫≡⁸ ─ │ ⌐ ╢ ⅜ ∏╢↓≤≤

↕╣≡⅔╡⁸↓─ 7 │Δ 7 Δ≤ ┌╣≡

™╢⁹ ╟╡  

  ⇔≡™√ ≢⁸ 1 ╩ ↑∑∏⁸

↓─ ─ ⌐ ┘ ↑∆╢ ⅎ─⌂™ ─

⌐╟╢ ⁹ ╟╡  

  1992 5 ⌐ ↕╣⁸1994 3 ⌐ ⇔╕⇔√

198⅛ ה ⁹ ─ ●☻ ⁸

ⱷ♃fi⌂≥ ─ ╩ ↕∑╢↓≤╩ ─ ≤⇔⁸

⌐ ≠⅝⁸1995 ⅛╠╒≤╪≥ ⁸

COP ⅜ ↕╣≡™╕∆⁹(

https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E7%92%B0%E5%A2%83%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E8%A8%88%E7%94%BB#gsc.tab=0&gsc.q=%E7%92%B0%E5%A2%83%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E8%A8%88%E7%94%BB&gsc.page=1
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E7%92%B0%E5%A2%83%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E8%A8%88%E7%94%BB#gsc.tab=0&gsc.q=%E7%92%B0%E5%A2%83%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E8%A8%88%E7%94%BB&gsc.page=1
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https//www.mofa.go.jp/mofaj/ic/ch/page22_003283.html

)  

↕  ◄Ⱡꜟ◑כ ừ ╛ ⁸ ⁸ ⁸Ᵽ▬○ⱴ☻⁸ ⌂≥⁸

⇔≡╙ ⌐ ⅜ ≢№╡⁸ ⅜

⇔⌂™◄Ⱡꜟ◑⁹≥↓─כ

╟╡  

ừ ◄Ⱡꜟ◑⁸│≥כ ╛ ⁸ ⁸

⁸Ᵽ▬○ⱴ☻⌂≥⁸ ⌐ ⌐ ∆╢◄Ⱡꜟ

⁸≢כ◑ ⅜ ∑∏ ⌐ ≢⅝⁸

⌐ ─ ≤⌂╢ ╩╒≤╪≥

⁹∆≢כ◑ꜟfi⌂◄Ⱡכꜞ◒™⌂⇔ ≤│

⌂╡⁸ ─ ⅜⌂ↄ⁸ ─ ⅜ ™

⅜ ⅝⌂ ≢∆⁹ | ⱱכⱶⱭכ☺  

  ╛ ⌐⅔™≡ ⁸ ⁸ ╛

⌂≥─ ⌐ ↕╣≡™√ ≢⁸ ⁸ ⌐

⌂ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢⅜⁸ ⌐╟╢ ⌂

⅜ ⌂ ≤⌂∫≡™╢⁹

╟╡  

  ≢│⁸╕∟≠ↄ╡ ╩ ℮√╘⌐ ⌂ ╛

╩ ┘⁸ ╠⅜₈ ─╕∟≠ↄ╡₉─ ™ ≤⇔≡

∆╢√╘─ ┘─ ≤⇔≡⁸╙╡╛ ╩ ⇔

≡™╢⁹ ─ ≢│⌂ↄ⁸ ⌐₈ ₉╛

₈╕∟≠ↄ╡₉⌐≈™≡ ╪≢╙╠™⁸ ╩₈ ╖╟™

╕∟₉≤∆╢√╘⌐⁸ ─≢⅝╢↓≤│ ⅛╩ ⅎ⁸

∆╢ ╩ ∆╢ ≤⌂∫≡™╢⁹

╟╡  

  ≤│⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ⌂ ⅜

⇔√ ⌐⁸ ∆╢ ─ ╛⁸ ┘

─ ⌐≈™≡ ╩ ∆╢↓≤╩ ⇔╕∆⁹

⌐│⁸ ╛ ⁸ ⌂≥─ ⅜ ⇔√

─ ╛⁸ ה ─☻ⱦכ◘ ⌐ ∆╢●▬♪ꜝ

▬ fi ⅜ ↕ ╣ ≡ ™ ╕ ∆ ⁹

https://www.mhlw.go .jp  

  ⌐№╢ ─↓≤⁹ ⌐ ≢│⁸ ∞↑⅜

↕╣∏ ≤⇔≡ ╢↓≤⅜ ™─≢⁸ ⌂╙─≤↕

╣≡™╢⁹ ╟╡  

  ừ ⁸◄Ⱡꜟ◑כ─ ┘ ─ ⅜ ⌂™

⌐ ⇔™ ─↓≤⁹ 2 7 ⌐│⁸

╩ ≤⇔≡ ─√╘─ ◦☻♥ⱶ

⅜ ↕╣╢⌂≥⁸ ╩│∂╘≤∆╢

─ ⁹╢™≡∫⌂≥♪כ꞉כ◐─

╟╡  

ừ ≤│⁸ ╡№╢ ╩ ⌐⇔⁸

─ ╩ ☻כꜙ♦ꜞ ⁸ ☻כꜚꜞ ⁸

ꜞ◘▬◒ꜟ ╩ ∆╢↓≤≢⁸

─ ╩ ⇔⁸ ┼─ ╩ ∆╢↓≤╩

∆ ≢∆⁹ ה ה ─

◦☻♥ⱶ⅛╠ ⇔⁸ ≤ ─ ⌂

╩ ∆ ⅎ ≢№╡⁸ ה ה ⅜∕╣

∙╣─ ≢ 3R ─ ╡ ╖╩ ∆╢↓≤⅜ ╘

╠╣≡™╕∆⁹ | ⱱכⱶⱭכ☺  

https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E5%86%8D%E7%94%9F%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC#gsc.tab=0&gsc.q=%E5%86%8D%E7%94%9F%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC&gsc.page=1
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E5%BE%AA%E7%92%B0%E5%9E%8B%E7%A4%BE%E4%BC%9A#gsc.tab=0&gsc.q=%E5%BE%AA%E7%92%B0%E5%9E%8B%E7%A4%BE%E4%BC%9A&gsc.page=1
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 ◄Ⱡꜟ◑כ ◄Ⱡꜟ◑כ ≤╙ ℮⁹◄Ⱡꜟ◑כ─ ─ ╩

∆╢ ⁹ ╟╡  

◄Ⱡꜟ◑⁸│≥כ ╠╣√◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ⌂

ↄ ⌐ ℮↓≤≢∆⁹ │ ─ ╛

◖☻♩ ⁸∕⇔≡ ─ ⌐≈⌂⅜╢

≢∆⁹ ≢│ ╛ ◄Ⱡ ┼─ ™

ⅎ⁸ ╛ ≢≢⅝╢↓≤⅛╠⁸ ─ ה

╛ ⌂≥─ ╕≢ ™ ╡ ╖⅜

№╡╕∆⁹ | ⱱכⱶⱭכ☺  

 ☿fi♃כ ⌐№╢↔╖ ⁹↔╖ ⌐ ∆╢

╩ ⇔≡ 3,000kW╩ ≢⅝╢ ╩ ⅎ⁸◄Ⱡ

─כ◑ꜟ ╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸ ╩

⇔√℮ⅎ≢ ∆╢ ╩ ╡ ╣⁸ ∆╢₈☻ꜝ

◓₉│ ≤⇔≡─ ⅜ ⁹

╟╡  

  ừ ⅝╙─√∟─ ⅛⌂ ≤≈⌂⅜╡─↓≤⁹ ─

⅝╙─│ 40 ≤™℮ ™ ─ ≢⁸↕╕↨╕⌂ ⌐

⇔≡ ⇔⁸3,000 ≤╙™╦╣╢ ⌂ ⅝╙─

⅜ ╕╣⁸↓╣╠─ │ ≈└≤≈⌐ ⅜№╡⁸ ≡

⁸ ⌐ ⅎ ∫≡ ⅝≡™╢⁹

≢│⁸₈ ─ ₉⁸₈ ─ ₉⁸₈ ─ ₉

≤™℮ 3≈─꜠ⱬꜟ≢ ⅜№╢≤⇔≡™╢⁹

╟╡  

ừ ─ ⌐╖╠╣╢ ╩ ⌐ ∆↓≤┌≢⁸

⁸ ⁸ ─ ≈─꜠ⱬꜟ─

⌐╟╡ ⅎ╠╣╢⁹ ∫≡⁸ ─ ≤│⁸ ₁

⌂ ⅜ ─ ╩ ∟⌂⅜╠⁸ ─ ─ ≢

╩ ↑≡™╢ ╩ ∆╢↓≤╩ ∆╢⁹

 

  ≤│⁸ ₁≤ ∆╢ ⇔√ ⅜

╩⌂⇔√⁸ ⇔√ ⌐╟∫≡⁸ ⌐╦√

∫≡╒╓ ∂ ╩ ╕√│ ∆╢↓≤≢ ╡ ↕╣

╢⁸ ⌐ ┘╢ ↕ 50 300km ⁸ 20 50km ─

™ ╩ ≤ ╙ ⌂ ℮ ─ ↓ ≤ ⁹

https://www.jma.go.jp  

√   │⁸◦ꜞ◖fi ⌂≥⌐ ⅜ √╢≤ ⅜

∆╢ ╩ ⇔⁸ ─ ◄Ⱡꜟ◑כ╩

⌐╟╡ ⌐ ∆╢ ≢∆⁹

⌐⅔↑╢ │⁸ ⌐ ┘≡⅔╡⁸2016

≢ 3,910 kW⌐ ⇔╕⇔√⁹ ─ ≢

│⁸ ⁸♪▬♠≤≤╙⌐  ⁹∆╕™≡⇔♪כꜞ╩

◄Ⱡꜟ◑כ  

https://www.enecho.meti.go.jp  

  ∞≈√╪∕ ≤│⁸ CO2 ╩│∂

╘≤∆╢ ●☻─ ╩ ♀꜡⌐∆╢

↓≤╩ ∆ ╡ ╖≢∆⁹ ─ ⌂

≢№╢ ●☻─ ⅜ ≢⁸ ─

≤⁸ ╩ ⅛╠ ∆╢ ╩ ╖ ╦∑╢↓≤

≢⁸ ♀꜡─ ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌ ╩

⇔╕∆⁹ ╙ 2050 ╕≢⌐ ─

╩ ⌐ →⁸ ⁸ ⁸ ⅜↕╕↨╕⌂

https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E7%9C%81%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC#gsc.tab=0&gsc.q=%E7%9C%81%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC&gsc.page=1
https://www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/plan/yogo.pdf
https://www.google.com/search?client=ms-google-coop&sca_esv=9c452930055ba69e&cx=011595710737742309746%3Aquqvlxpu2sq&q=%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%9C%E3%83%B3%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%AB&sa=X&ved=2ahUKEwisvebpqciPAxUWlK8BHVcANxYQxccNegQIJBAB&mstk=AUtExfDuWTsTPWHECJd04p5XqpfsCcxTtMLR_Xme1gVLfeMMLZvoWkvb-8Am65F_6MjvVxhwBGciRLQ7WL55dW3Bws-8XEFxUWj9ljqhfSA_CLWuUE-FDga0wlPi5bYs9pRCnMc&csui=3
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≢ ╡ ╖╩ ╘≡™╕∆⁹ | ⱱ

☺כⱶⱭכ  

  ừ ≢ ╛ ⅜ ⇔ ╛ ⅜ ∆╢

⁹ ⌂ ─ ─╖⌂╠∏⁸ ╛

ה ┌≈─ ⌂≥─↕╕↨╕⌂ ─ ╩ ∫≡

™╢⁹∕─ │⁸ ─ ╛⁸ ╛ ┼

─ ⌂≥⁸ ╛ ⌐∆≢⌐ ╣≡⅔╡⁸

⁸ ─ │↕╠⌐ ∆╢≤ ↕╣⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⌂≥⌐ ⇔≡⁸╟╡ ⌂ ⅜

∂╢≤ ⅎ╠╣≡™╢⁹

╟╡  

ừ ≤│⁸ ─ ≢ ⅎ∆⅞√

⌂≥─₈ ●☻₉⅜⁸ ⅛╠─ ╩

⌐ ⅜↕∏ ⌐√╘ ╗↓≤≢⁸ ─

⅜ ⌐ ∆╢ ≢∆⁹↓╣⌐╟╡⁸

⁸ ─ ⁸ ─ ⌂≥⁸

√∟─ ╛ ⌐ ⅝⌂ ⅜ ╢≤ ⅎ╠

╣≡™╕∆⁹ | ⱱכⱶⱭכ☺  

  ≤│⁸1 ╡≢│⌂ↄ⁸ ╩⅔↓⌂℮↓≤≢

╩√ↄ╦ⅎ⁸ↄ╡ ⇔ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢

─↓≤≢∆⁹☻ⱴכ♩ⱨ◊fi╛ⱡכ♩ PC⌂≥⌐ ↕

╣≡™╢Ᵽ♇♥ꜞכ⌂≥╙∕─ ≢∆⁹ 

◄Ⱡꜟ◑כ WEB◘▬♩ ◄Ⱡꜟ◑כ  

│⁸ ╩ ╘≡ ⌂≤⅝⌐ ℮↓≤⅜≢⅝╢

≢⁸ ─ ╛ ─ ⅎ⁸ ─ ⌂≥─

ⱷꜞ♇♩⅜№╡╕∆⁹ 

⌐⁸ ≤ ╖ ╦∑╢↓≤≢⁸ ⇔√ ╩

╟ↄ ⇔⁸ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

╕√⁸FIT ⌐╟╢ ─ ⌐╟

╡⁸ ╟╡╙₈ ╘≡ ℮₉ ⅜ ⌐ ⌐⌂╢

⅜ ⅎ≡™╕∆⁹ 

↓─√╘⁸ ─ ╛ ─ ⅎ≤⇔≡⁸

─ ⅜ ↕╣≡™╕∆⁹ |

ⱱכⱶⱭכ☺  

  Ɑכ☺ EV─ ⁹ 

  ⌐ ↕╣╢◄Ⱡꜟ◑כ ⁸ ⁸ ◄

Ⱡꜟ◑כ⌂≥ ─ ╩ ∆⁹ 

 

⌂  Ⱡ▬♅ꜗכⱳ☺♥▫Ⱪ

 

ừⱠ▬♅ꜗכⱳ☺♥▫Ⱪ≤│ ≢₈ ₉≤™™⁸

₈ ╩ ⌐ ∑╢√╘⁸ ─ ╩ ╘⁸

↕∑╢₉↓≤╩ ⇔╕∆⁹↓╣╕≢─ ─

╡ ╖∞↑≢⌂ↄ⁸ ⅛╠ ⁸ ⁸ ╕≢─

≡⌐╕√⅜∫≡ ╩ ⇔≡™ↄ↓≤≢⁸ ⅜ ⅛⌐⌂

∫≡™ↄⱪꜝ☻─ ⌐⇔≡™↓℮≤™℮─⅜Ⱡ▬♅ꜗכ

ⱳ☺♥▫Ⱪ─ ≢∆⁹2022 12 ⌐ ↕╣√

15 COP15╛⁸G7 2030

⌂≥⌐⅔™≡╙∕─ ⅎ ⅜ →╠╣╢⌂≥⁸

⌂ ╙ ⱳכꜗ♅▬Ⱡ ⁹∆≢♪כ꞉כ◐╢™≡∫╕

☺♥▫Ⱪ | ecojin ◄◖☺fi  

https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E8%84%B1%E7%82%AD%E7%B4%A0#gsc.tab=0&gsc.q=%E8%84%B1%E7%82%AD%E7%B4%A0&gsc.page=1
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E8%84%B1%E7%82%AD%E7%B4%A0#gsc.tab=0&gsc.q=%E8%84%B1%E7%82%AD%E7%B4%A0&gsc.page=1
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E5%9C%B0%E7%90%83%E6%B8%A9%E6%9A%96%E5%8C%96%E3%81%A8%E3%81%AF#gsc.tab=0&gsc.q=%E5%9C%B0%E7%90%83%E6%B8%A9%E6%9A%96%E5%8C%96%E3%81%A8%E3%81%AF&gsc.page=1
https://www.enecho.meti.go.jp/
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E8%93%84%E9%9B%BB%E6%B1%A0#gsc.tab=0&gsc.q=%E8%93%84%E9%9B%BB%E6%B1%A0&gsc.page=1
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E8%93%84%E9%9B%BB%E6%B1%A0#gsc.tab=0&gsc.q=%E8%93%84%E9%9B%BB%E6%B1%A0&gsc.page=1
https://www.env.go.jp/guide/info/ecojin/eye/20240214.html
https://www.env.go.jp/guide/info/ecojin/eye/20240214.html
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  ≤│ ⌂ ≢ ⅜ ⇔⁸

─ ╛ ─Ᵽꜝfi☻⅜ ╣╢↓≤≢ ∆╢ ⁹ 

↓╣│ ∞↑≢⌂ↄ⁸ ≢╙ ∆╢ ⅜№╡⁸

∆╢≤ ⌐ ╦╢↓≤╙№╢⁹  

ht tps://www.mhlw.go.jp  

  ừ │⁸CO2╩ ⇔⌂™ ─◄Ⱡꜟ◑כ≤⇔≡

↕╣≡™╕∆⁹ ⅜ ↄ ↕╣╢₈ ₉╩

∆╢◌◑─└≤≈≤⌂╢─⅜⁸ ╩ ∫≡ ╛ ╩≈

ↄ╢↓≤⅜≢⅝╢₈ ₉≢∆⁹ ◄Ⱡꜟ◑כ

AgencyforNaturalResourcesandEnergy  

ừ │⁸ ≤ ⌂≥─ ≤ ╩

↕∑≡ ╩ ╡ ∆ ≢∆⁹

─ ≤│ ⌂╡⁸ ◄Ⱡꜟ◑כ╩ ↕∏⌐

◄Ⱡꜟ◑כ╩ ◄Ⱡꜟ◑כ⌐ ∆╢√

╘⁸ ⌂ ⅜ ≢⅝╕∆⁹ ⌐│ ⇔

⅛ ⇔⌂™√╘⁸ ─ ≤⌂╢ CO2⌂

≥╩ fi⌂◦☻♥ⱶ≢№╡⁸כꜞ◒™⌂⇔ ◄Ⱡ

⌐╙ ⇔╕∆⁹ ₈◄Ⱡⱨ□כⱶ₉

╛⁸ FCV ⌂≥─ ≢ ⅜

╪≢™╕∆⁹ | ⱱכⱶⱭכ☺  

  ừ ╩╛╘╢ ╛⁸ ╩ ⇔√™ ─ ╩

⇔≡ ╡ ↑⁸╕≤╘√ ≢⁸ ™ ─ №╢

⌂≥ ⌐ ∆↓≤⌐╟╡ ─ ╩ ⌐ ↕

∑╢√╘─ ≢⁸ ↔≤⌐ ↕╣╢⁹

╟╡  

ừ ≤│⁸ ⁸ ⁸ ⅜

⇔≡ ↕╣≡™╢ ≢№╡⁸ ⅜ ⌐

≈⌐ ∫≡ ∆╢↓≤≢₈ ₉≤⌂╡

╕∆⁹ ⌐╟∫≡│₈ Ᵽfi◒₉₈ ₉₈ ₉⌂≥

≤ ┌╣≡™╕∆⁹ 

│⁸

5 4 ⌐⅔™≡ ↕╣√₈ ₉⌐ ≠

⅝⁸ ⁸ ╙ ╘ ⅛╠ ↑⁸

™ ┼ ╩ ™⁸ ─ ה ╩ ╘≡™⅝

╕∆⁹  

│  Ᵽ▬○ⱴ☻ ừⱣ▬○ⱴ☻≤│⁸ ⌐ ∆╢ ⌂ ─↓≤

╩ ∆⁹ ⌐│⁸ ⌐╟∫≡ ↕╣√

╛⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ≤⇔≡ ↕╣╢ ─

╩ ╗⁹Ᵽ▬○ⱴ☻│ ╩ ⇔⁸ ⌂

╩ ∆╢√╘─ ⌂ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢⁹

◄Ⱡꜟ◑הכ

https://www.nedo.go.jp  

ừⱣ▬○ⱴ☻≤│⁸ Ᵽ▬○ ≤ ⱴ☻ ╩

╖ ╦∑√ ≢⁸ ⌂≥ ─

╩ ⇔╕∆⁹ ◄Ⱡꜟ◑כ╩ ∫≡

≢ ↕╣⁸ │ ↕╣╕∆⁹ ╛ ◗

Ⱶ⁸ ─ ⌂≥⅜ ≢⁸↓╣╠╩ ↕∑

√╡ ↕∑√╡⇔≡⁸ ⁸ ⁸ Ᵽ▬

○ ⁸●☻⌂≥⌐ ↕╣╕∆⁹ |

ⱱכⱶⱭכ☺  

https://www.google.com/search?client=ms-google-coop&sca_esv=5ffbb4eb509e187f&cx=011595710737742309746%3Aquqvlxpu2sq&q=%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%BC%E3%83%A0&sa=X&ved=2ahUKEwjb-4P6tciPAxXxcvUHHVXyMwUQxccNegQIKxAB&mstk=AUtExfDIBHwqBpN0V1M4aQgYPzMillk_sJufgK2ZE68rNLL1TXrcwkQSB2A0ai6htqWhRCaaQK9kpWNxV0D1KGeG8K7Xb7QS5lG5oDQLTrWAbnmVr9npcj3CTqTG1LqHQVI2ejg&csui=3
https://www.google.com/search?client=ms-google-coop&sca_esv=5ffbb4eb509e187f&cx=011595710737742309746%3Aquqvlxpu2sq&q=%E7%87%83%E6%96%99%E9%9B%BB%E6%B1%A0%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A%EF%BC%88FCV%EF%BC%89&sa=X&ved=2ahUKEwjb-4P6tciPAxXxcvUHHVXyMwUQxccNegQIKxAC&mstk=AUtExfDIBHwqBpN0V1M4aQgYPzMillk_sJufgK2ZE68rNLL1TXrcwkQSB2A0ai6htqWhRCaaQK9kpWNxV0D1KGeG8K7Xb7QS5lG5oDQLTrWAbnmVr9npcj3CTqTG1LqHQVI2ejg&csui=3
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E7%87%83%E6%96%99%E9%9B%BB%E6%B1%A0#gsc.tab=0&gsc.q=%E7%87%83%E6%96%99%E9%9B%BB%E6%B1%A0&gsc.page=1
https://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/kikou/nouchibank.html
https://www.nedo.go.jp/
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%9E%E3%82%B9#gsc.tab=0&gsc.q=%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%9E%E3%82%B9&gsc.page=1
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%9E%E3%82%B9#gsc.tab=0&gsc.q=%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%9E%E3%82%B9&gsc.page=1
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https://www.enecho.meti.go.jp  

ừⱤꜞ │⁸2015 ─

COP21≢ ↕╣√⁸2020 ─

⌐ ∆╢ ⌂ ╖≢∆⁹ ⅛╠─

╩ 2ϴ╟╡ ↄ⁸ ⌂╠ 1.5ϴ⌐ ⅎ

╢↓≤╩ ─ ≤⇔⁸∆═≡─ ⅜

╠ NDC ╩ ╘≡ ∆╢₈Ⱳ♩ⱶ▪♇ⱪ

₉⅜ ≢∆⁹ ⅜ ●☻ ╩

⇔⁸ ⌐ ≤ ╩Ᵽꜝfi☻↕∑

╢↓≤╩ ⇔≡™╕∆⁹ | ⱱכⱶ

Ɑכ☺  

╛  ─ ≤ ─

╖∟ 

ה ≢─ ─ ≠ↄ╡─√╘⁸ Ⱳ

ꜝfi♥▫▪≢ ↕╣╢ ⅜⁸ ─

≤ ⌐╟╡ ⇔√ ≈─ ⁹ 

₄ ─ ₅ 

⌐╟╢ ─ ─ ⌐╟

╡⁸ ─ ╛ ─ ≢ ╩♩כꜟ─≈5

⌐ ⇔⁸ ↕╣≡™╢⁹ 1.3km⁸

╩ ⅎ╢≤ 2.5km⁹ 

₄ ─╖∟₅ 

Ⱳꜝfi♥▫▪⅜⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⌂≥─ ╩ ≡⁸ ≠ↄ╡≢ ↕∑√ ⁹

─ ╩ ╢√╘⁸ⱪꜝהⱤ꜠♇♩─ ⌐

╩ ⁸ │ ≤⅔⅜ ⅝⁹ 1m≢

⅜≢⅝⌂™√╘⁸30 50m ⌐ ╩ ⇔≡™╢⁹

903m⁸ 665m⁸ 1,568m⁹

╟╡  

 

https://www.enecho.meti.go.jp/
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E3%83%91%E3%83%AA%E5%8D%94%E5%AE%9A#gsc.tab=0&gsc.q=%E3%83%91%E3%83%AA%E5%8D%94%E5%AE%9A&gsc.page=1
https://www.metro.tokyo.lg.jp/all-search?keyword=%E3%83%91%E3%83%AA%E5%8D%94%E5%AE%9A#gsc.tab=0&gsc.q=%E3%83%91%E3%83%AA%E5%8D%94%E5%AE%9A&gsc.page=1

